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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「いつまで寝ねているの、この子は！　そら、お起き！　クスタンガの丘おかはいい天気よ。風も雨もないし、オーラの光が肌はだをさすこともないわ。とってもいい朝だよ」

　その声がいかめしく聞こえても、やさしい人のものとわかっていた。けれど、いまのままの気持ち良さから出ていくことなどはできない。

『……別に寝ているわけではないし、きゅうくつでもないのに、なんでここから出ていかなければならないの？』

　ボンヤリとした頭でも、身体からだにふれるものすべてがうっとりと気持ちをやさしくしているのだから、それ以上にわかる必要などはなかった。

「クスタンガはね、おまえさんたちの肌を守ってくれている花びらとおなじくらいに、やさしく暖かくって、気持ちもさっぱりとするんだよ。そんな狭せまいところで、身体を丸くしていて、なにが気持ちいいものかね！」

『ああ、うるさいなぁ……うるさい、うるさい、うるさいっ！』

　頭のなかで、そんな言葉が音としてつながっていく……ウウン！　自然につながっているだけで、考えてもいなかった。

　言葉をつなげながら、今度は、心のほうがフルフルとふるえて、頭までがはっきりとしてきてしまう。言われれば、身体からだ全体がちょっと窮きゆう屈くつなのだ。気持ちはいいのだけれど、気持ちぜんぶがクチャとしているように感じられる。

「だいたい、おまえたちを生んでくれた花たちのことを考えておやりなさいな。おまえたちの身体が大きく重くなって、花たちがささえきれなくなったら、茎くきは折れてしまうんだよ!?　そうしたらどうなるの？　ドスンと落ちるんだよ!?　そうしたら、花びらでつつまれているお前たちだって、痛い目にあうんだ。痛いんだよぉ!?　痛いってことを知らないから、そのまんまでいいと不ぶ精しようをきめこんでいるんだね。仕方がないこった。いいかい、痛いっていうのはね、こういうことさ！」

　ブルルルン！

『おうっ!?』

　チャム・ファウは、身体全体がドドッと揺ゆれて、身体のなかにあるものが、いっぱいにふくれあがって、外に出てしまうのではないかと思った。

　それほど大きく、ぜんぶが揺れた。

「これは痛いんじゃないよ。痛いっていうのは、もっと痛いことなんだ。気持ちはささくれだって、ひどいことなんだよ！……おお、フェン・ファー！　いい子だ！　そうそう、花びらがひらく前に起きることにしたのかい？　いい子だ。いい子……そうだ、あとはゆっくりと花びらがひらききるまで、手と脚あしと羽根をのばしていって、羽根が乾かわいたら立つんだよ。それまでは急いじゃあいけない。ゆっくりね……急ぐと花びらから落ちて、本当に痛い目にあうからね」

　いかめしく聞こえていた声は、慈じ愛あいのあふれる声こわ音ねにかわって、聞く者の心にやさしさとおだやかさがどういうものか、ということを教えてくれる。

『……あ、ずるいなぁ……』

　フェン・ファーがどういう子か知らないけれど、そのように誉ほめられることを、チャム・ファウは、とてもうらやましいと思ってしまう。

　それでも、チャムは、手足を胸の前に抱だくようにしている姿勢を、苦痛とは感じない。

　背中からお尻しりまで接している花びららしいもの、つまり、チャム・ファウのすべてを形成させたものの感かん触しよくは、チャムそのものであって、嫌きらいであるはずがないのだ。そういうものから離はなれろ、と、そのおばさんは言っているらしい……。

　気づいたときには、金きん髪ぱつの自分の髪かみの毛が指に触ふれるようにのびていて、それに指をからげたり伸のばしたり、舐なめてみたり、ひっぱったりしていた。毛のつけ根がひっぱられた感触は、新しん鮮せんな発見だったし、足の指と手の指をからげて、その指の長さのちがいや動きを観察したりするだけで、ずっと飽あきることはなかった。

　しかも、日ごとにちがう感触を身体ぜんたいが感じることができるということが、それは、毎日の発見であったから、飽きることなどはない。

　甘あまかったり、ちょっとしぶかったり、にがかったりする味覚のようなものが、身体ぜんたいで感じられる。それは、チャムを育ててくれた花があたえてくれる滋じ養ようを、チャムが成長していくにつれて理解していったから感じられる変化なのである。

　変化！

　そう、なにかが変わっていくということは、とても素敵なことだった！

　大地と空中にふくまれた養分は、花の茎くきをとおして、チャムをつつむ羊水から臍へその緒おをとおって、体内にながれこみ、その味が、その日その日の気候と花の機き嫌げんによって変わるのは、自然のことのようで、その変化の意味がわからなくても、その心ここ地ち良よさのちがいはなんだろうかと考えるだけで、一日という時間は、あっという間にすぎていった。

「トト・キョロ！　いい子だよ。そうだよ。ゆっくりとね、ゆっくりと立てばいいの。すぐに立てるわけはないでしょう？　そうそう、そうして、花びらの上で寝ねていなさい。そうすれば、羽根は乾かわくわ。それからよ。地面に降りるのは……」

　またあのおばさんの嬉うれしそうな言葉が、チャムの耳をうつ。

　そうなのだ。チャムの丸くしている身体からだのまわりにはすでに羊水はなく、このままの状態では、身体ぜんたいがパサパサになってしまうのではないかという予感は、すこし前からあった。

『あのおばさんのいうことは、聞かないといけないのかなぁ……』

　けれど、まだまだこのままでいいように感じてしまうのは、なまけもの、だから？

　指にからんだ髪かみは金色に輝かがやいて、花びらを透すけてとおる光が、チャムの世界を明るくみたしていた。

『きれいな色だなぁ……』

　言葉はいつ覚えたのだろうか？　外から聞こえる言葉も、その人たちの息いき遣づかいも、チャムが意識をもったときからずうっと知覚していたものだから、すべて知っていることなのだ。

　知らないのは、その形だけなのだが、それさえなぜか想像がついていた。

「……オオ、おお、おーっ！」

　ずっと遠くからそのおばさんの声が、またまた歓かん声せいになってチャムの耳にとどく。

『そうか、きょうはとってもいい日なんだ』

　チャムはそう思いつくと、ウンッ、と腕うでを左右にひろげてから、足も伸のばしてみた。

　サァーとチャムをつつんでいた最後の羊水が足元からへっていって、お臍についていた軟やわらかい管が、プンと外れてしまった。

　ドキッとしたのだけれど、その痕あとには、ちょっとした窪くぼみがのこったのが厭いやだったのだけれど、なんというか、まっ平らのお腹なかに目印になるような窪みだったので、あってもいいものだと感じた。すこしすれば、なくなるのだろうとも思ったから……。

　そして、キュンと肌はだを刺さすような冷たいものが、チャムの微び小しような世界にながれこんで、チャムの肌を刺し激げきした。チリチリと肌をつき抜ぬけるような感かん触しよくがあって、一度、身体がプッとふくらんだのではないかと感じた。

「おおっ！」

　空気というものが、そういうものだと感じられた。身体いっぱいに入ってきたのだ。

『ウソじゃないか！　ちっとも気持ちのいいもんじゃないっ！』

　そうは感じても、そう上じよう手ずに口にすることができなかったので、チャムは思いっきり泣いて、その思いをおばさんに聞いてもらおうと思った。

　それが、チャムのコモン界へつうじる界、クスタンガの丘おかでの誕生だった。







　１　目覚めのあと







　闇やみにむかって飛ぶ。それだけだ。が、そうすると、闇のなかで木の枝にぶつかり、枝に張りついていた枯かれ葉はをけちらすことになった。

　風に舞まった枯葉の群がぶつかってくれば、羽根がねじれるのではないかと思える。それを背中いっぱいに力をこめてはねのけるのだが、重い革かわ鎧よろいを着ているために、風に吹ふき上げられることはないぶん、飛ぶ速度はおそく、体力はその重さに吸い取られた。

　それが、チャム・ファウをあせらせて、ますます必死になるのだから、どうして自分がドレイク・ルフトの率いるアの国の軍ぐん艦かんのなかにいたのか、どうして、その軍艦のなかのオーラバトラーの腰こしの部分らしいところで目が覚めたのか、考えている暇ひまなどはない。

　兵士たちの声に気づいて、闇の影かげからのぞいた光景が、軍艦の灯火のなかで立ち働く整備兵たちの姿だったので、一いつ瞬しゆん、頭のなかは真っ白になった。

　ガス灯と懐かい中ちゆう電灯の光がまじりあうなかで、整備兵たちは罵ののしりあいながらオーラバトラーの整備をしていた。

　チャムは、オーラバトラーの備品と整備機材がつくる影をたどるようにして、外に出られる方向をさぐって飛んだ。あとすこしで外に出られるかもしれないと思ったとき、デッキ内の喧けん騒そうをおしわける異質の音がきこえて、その音のほうを見上げると、ドレイク軍のオーラマシーンであるドメーロが接せつ舷げんするのが見えた。

「…………!!」

　その機械の姿を見て、チャムはアの国の軍ぐん艦かんのなかにいるとわかり、絶望的な気分に押おしつぶされそうになった。

「……急いでゼミエガにっ！」

　そのするどい声が、どこかで聞いた声だと感じれば、敵中にいるチャムにとっては一いち縷るの望みのように聞こえて、反射的に身を隠かくしている影かげから乗り出した。舷側に接せつ触しよくしているドメーロに、紫むらさきがかってみえる長い総そう髪はつの騎き士しが乗り込んでいくのが見えた。

　その騎士──いまではパイロットと呼ばれている──は、気き忙ぜわし気げで、それにつづいてもうひとりの兵士が乗り込んでいくと、そのドメーロは、オーラエンジン特有の内臓をふるわせるような轟ごう音おんをひびかせて舷側からはなれ、闇やみにきえていった。

『どこで見たんだろうか……？』

　そのうしろ姿は知っている人だと思えたのだが、そのときは、誰だれなのか思いつかなかった。いま重要なことは、どうやって逃にげ出すかなのだ。

　チャムがしゃがみこんでいる暗がりは、オーラバトラーに持たせる楯たてなどの備品の置かれている壁かべのようなところで、ドメーロを見送った数人の将兵がいなくなると、天てん井じようからさがったクレーンの鎖くさりがかすかに揺ゆれるだけになった。

　で、チャムは、自分を力づける気合を口にして、両りよう腕うでに力をこめて振ふって上体をはねあげると、全身で羽根をふるわせて飛び出し、艦内と外の境界になっている壁をくぐり抜ぬけ、グンッと高度をあげた。

　狙そ撃げきされるかもしれないという想像を、実戦経験のあるチャムには思いつくことはできたので、敵のコモン人の目に触ふれなくなるまでは、うしろも見ずに飛んだ。そのあいだに、背後から射たれたり、網あみにひっかかったりしたら、それはしかたがないことだ。それでも、風にあおられれば、森の梢こずえにひっかかりそうになったり、枯かれ葉はの洗礼をうけたりした。

　革かわ鎧よろいが重いのが、本当に難なん儀ぎだった。

「クハッ……！」

　息をついた。

　周囲が風の音だけになったと感じたときに、ようやく羽根を左右いっぱいひろげて滑かつ空くうの姿勢をとった。

　大きく息をつきながら、森のなかに鎮ちん座ざする軍艦からは、自分の姿を認めることはできないだろうということを、確かく認にんした。

　地上界の星のように見える空の鱗りんの光も見晴らすことができない夜になっていた。

　方向がわからない、という不安があっても、いまは、息をととのえることが先だと思う。

　風が息をつき、そして、またチャムの身体からだぜんたいを浮うき上がらせると、チャムは、身体を一回転させて地上に降下して、軍艦がひそんでいる森の反対の、よりいっそう暗い闇やみをつくっている一角にむかう。

　木々はまだ葉をじゅうぶんにつけている時期だったが、風は冬がちかいことを教えていた。

　チャムは、瞳ひとみをこらして木々のようすを観察して、もう身体からだを痛めつけないよう飛ぶことにした。

　たとえ真の闇やみでも、闇そのものが恐おそろしいものではないことを、チャムは知っている。

　生物にとっては、闇は眠ねむりと安息をくれるものであって、生物は、闇の存在があるものとして進化をしてきた。夜、獲え物ものをさがす肉にく食しよく獣じゆうでも、その例外ではない。

　恐ろしいのは、闇のなかで何事かを企たくらむものであって、その企みがなんであるのかわからない生物の動きが、もっとも恐ろしい存在なのだ。

　冬ふゆ支じ度たくをはじめた木々のあいだをすり抜ぬけながら、チャムは闇のなかで、企みをもったものの気配を感じとっていた。

　ひとつは、オーラマシーンの動く音。もうひとつは、その音おん響きようのあいだに聞こえる人馬の動きだった。が、人の動きそのものは恐ろしいものではない。

「どういう敵だ？」

　自分に迫せまってくるものの気配でないので、チャムは勇気をふるいおこして、人馬の気配のするほうにむかう。

　ときに、カサッと大きな音がする。枯かれ葉はが落ちる音は、どういうときであれ、恐ろしいものでない。それは生き物がたてる自然の音だからだ。闇のなかでも、生きるものが永遠の眠りにつく音なら、驚おどろかせる質たちの音ではない。そんな音に驚くのは、心にやましいものをもっている者でしかない。

「…………!?」

　前方の下に、松明たいまつの列のゆらめきが見えた。手前が小高くなっていたので、見えなかったのだ。

　チャムは、松明の光で立ち木の形がみえたので、その枝にまたがって身体を休めながら、大部隊の移動に感心してしまった。が、右のほうでひかった懐かい中ちゆう電気の光には緊きん張ちようした。その硬かたい印象をもった光は、コモン界では見慣れないものだからだ。

　地上界で見た懐中電灯の光よりは、暗くおぼつかない光度なのだが、松明にくらべれば安定した光で、便利この上ないものだということをコモン人も知りはじめたので、最近では、アの国の軍隊では士官用の備品になっていた。

　チャムは事情がどうであれ、アの国のドレイク軍のオーラバトラーに乗ってしまって、その艦かん隊たいが集結しているところに来てしまったのだ。

『ジョクとガベットゲンガーの戦いは、すごかったモンなぁ』

　ジョクのカットグラとザナド・ボジョンのガベットゲンガーの空中での白兵戦のことである。

　チャムは、その戦せん闘とう中にジョクのコックピットから飛び出してしまって、オーラバトラー同士がつかう白はく刃じんが激げき突とつしてはなつオーラの閃せん光こうをうけて、空中で気絶をしたのだ。

　その後、どこでどうなったのかは知りようがなかったが、結果は、ジョクと痛み分けをしたザナド・ボジョンのオーラバトラー、ガベットゲンガーに乗って、こんなところにまで連れて来られてしまったらしいのだ。

「……フーン、輸送部隊か……？」

　山やま間あいの街かい道どう筋を、懐かい中ちゆう電灯をもった騎き馬ばの士官たちに追い立てられている荷に駄だの列は、とんでもなく長く、右から左にあえぐように移動していた。

　ホロがかぶせられた荷車は、ほとんどが四頭立てで、チャムが逃にげ出した艦かん艇ていが着底しているところにむかっているらしいと思う。別の艦艇への補給物資かもしれないのだが、残念なことに、チャムは交戦中の敵の渦か中ちゆうにいながらも、敵状をたしかめて情報を得なければならないということまでは思いつかない。

　知性が低いから、とか、よゆうがもてないからというのではなくて、それほど総合的に物事を考えられる大人おとなになっていないからだ。まだまだ、子供なのだから、責めるのは酷こくというものである。だからといって、大人になればなんでもできるものでもなく、その人、そのフェラリオのセンスというものがものをいう。

「…………!?」

　チャムはもっと多くの敵兵と出会うだけだと警けい戒かいしながらも、枝の上に立って荷駄車がすすんでくる左の方向をうかがってみて、別になにも見えなかったし、そちらのほうが暗くて安全に思えたので、

「そうか……しかたないけど……」

　無事にここから逃げ出すためには、重く目立ちすぎる革かわ鎧よろいは脱ぬいだほうがいいと思いつく。さいわい、チャムの立っている木は、葉を残しているサンザシの木だったので、革鎧を隠かくしておくのには便利に見えた。

「……こんなときにさ……」

　チャムは、冷たい風が吹ふきあれる山さん岳がく地帯で、革鎧を脱がなければならなくなったのを恨うらめしく思いながらも、脱いだ革鎧を枝分れをしているところにひっかけて、蜘く蛛もの巣の糸をからげて、落ちないようにする。

「ウウ……」

　汗あせがひいた身体からだには、寒さがこたえる。革鎧の下着といったシャツと半ズボンに相当するものでは、防寒にもならない。もともとミ・フェラリオは、寒暖にたいする抵てい抗こう力りよくはコモン人びと以上のはずなのだが、このカラカラ山さん塊かいの寒さは、アの国やミの国よりはるかにきつい。

　サンザシの木をはなれたチャムは、寒さを忘れるために力いっぱい羽根をふるわせて、荷駄隊とは距きよ離りをおきながら、小高い山の背ひとつを越こえた。

「ホウ!?」

　その谷たに間あいをのぞける位置にでて、歓かん声せいをあげた。

　木々のむこうには、人の声のさんざめきにつつまれたいくつかの光の列があった。

　そのようすが軍隊の陣じん地ちというものでないとすぐにわかったのは、女たちの嬌きよう声せいがはじけていたからだ。移動する松明たいまつの光も、上下にゆれてはしったり、その光のあるところには、人が嬉うれしがっている、という気分が見えた。

　光の列の左右や前方の闇やみのなかからも、光がわき出て、人ひと影かげが集っているのも観察できた。

「お祭じゃないよなぁ……」

　そんな気配を見れば、チャムはすぐに浮うかれてしまうのだが、さすがに用心をしながら、光のかたまっているほうに接近していく。

「ハハァ……女が男を呼んでいるんだ……人間って、どこでもむつみあうもんな……」

　チャムは、耳学問で知った言葉を口にしながらも、敵地にいる緊きん張ちようで身体からだを硬かたくする。

　しかし、状じよう況きようがわかってくるにつれて、気持ちもおちついてしまって、生理的な欲望をおさえられなくなってきた。寒いし、お腹なかもすいていると気づいたのだ。

　それをなんとかしなければならないと、チャムは光を抱だいた天幕テントにむかう。勇気とはちがう欲望にとりつかれるのも、しかたがない状態ではある。

　が、風の通り抜ぬける林のなかでも、腰こしから下を剝むき出しにした男女がからみあっている光景を見てしまえば、チャムは、人間のたくましさに呆あきれてしまう。

『軍隊なんだろ……？』

　軍事行動をしているそばで、しかも寒いなかでまぐわっているコモン人に、チャムは、大きくて知的であるはずの動物のやることは、とてもい汚く、不節操で最下等な動物ではないかと思ってしまう。ほかの動物がまぐわうときは、きちんと季節があって、節度というものがある。

　しかし、その種の動物が、一方ではこんな山さん岳がく地帯に突とつ如じよとして幾いく種類もの店をならべたてた道筋を作り出してしまうというのは不思議なことだ。鍛か冶じの鉄を打つ音や馬のいななき、それに喧けん嘩かの怒ど号ごうまでが聞こえるのだから。

「ウハッ……つめたいっ！」

　羽根でふるわせた葉の上にのった夜よ露つゆがはねとんで、それが跳はね返ってきた。かなり湿しつ気けの多い谷たに間あいだとわかる。

　思った以上に葉がしげっている一帯を越えると、ホロ掛がけやむしろ小屋、そのへんにあった木々と木の皮で囲いをした小屋が建ちならんでいる店筋に出た。

　筋といっても、道になったばかりの隙すき間まの左右に即そく席せきの囲い小屋が、たまたま街かい道どうらしいものを作ったというもので、それでも、その筋には三、四十の屋台と小屋があった。

　そのあいだを騎き馬ばと将兵たちが闊かつ歩ぽし、左右の店の遣やり手て婆ばばあたちが熱心に客を引いていた。

　しかも、そんな遊びを生なり業わいとする店筋の前後には、飲食店のほかにも、衣類や陶とう器きや小物、それに各種の食料品や武具を売る店、鎧よろいやら馬具の修理をする店、それらが床ゆかを張った小屋やよしず掛けの小屋を出しているのだ。

　昔からちょっと長い合かつ戦せんがあろうものなら、どこからともなく現れた人々がこの種の筋をつくりだすのである。

　ふつうの人々のたくましさはこういところに顕けん著ちよで、この種の人々の動きこそ、軍の動静をしめしていた。笑えない話なのだが、ときにはこの種の人々の動きのほうが、軍の動きよりも早いということは、一いつ再さいならずあったのが人の歴史である。

　彼ら商人たちは、どのような形であれ、自分たちの利益になることなら、ガロウ・ランたちを相手にしても商売をする。

　地上界でいえば、アメリカ・インディアンに銃じゆうを売りつけていた白人たちや、アフリカの種族争いを利用して、数十年前に製造した武器を売っている現代の武器商人たち……。バイストン・ウェルでも、コモン女をガロウ・ランに売りつけることを生なり業わいにしていたという剛ごうの者もいるのである。

　しかし、機械の時代に突とつ入にゆうしたコモン界では、ことにアの国の軍の移動する周辺では、かつての歩兵と騎き馬ばの時代以上に消費活動が活発になっていた。

　機械を主しゆ軸じくとした戦せん闘とうは、軍人たちに精神的なプレッシャーをあたえることが多く、戦場でフラストレーションを吐はき出しきれずに、後方にもどってくる将兵が多くなり、しかも、ひとつの艦かんには、多大の将兵が乗り組んでいたので、一過性の市場でも、その瞬しゆん間かん風速的な消費は平時の街以上である。

　それで、商人たちのなかには、ドーメのようなオーラマシーンまで払はらい下げてもらって、商品を移動させるようになっていったのである。

　そのようなひとつの光景が、いま、チャムが目にしている店筋で、さすがチャムは、その通りに出ずに、食料と布ぬの端はしを手にいれる隙すきがないものか、と小こ屋や掛がけをした筋を林のほうからうかがうように木々のあいだを飛んだ。

「ウッ……」

　また、足元の葉をけとばすことになって、チャムはブーツを濡ぬらしてしまう。

「参ったな……」

　バタバタとしずくを両手で払いながら、木こ陰かげを楯たてにして飛ぶことをあきらめて、チャムは地上ちかくに降下した。

　まだ身体からだの調子が本格的でないので、自分の羽根と周囲のものとの距きよ離り感かんがつかめないので、チャムは当とう惑わくしていた。







　２　もう一人の女







　ドレイク軍の艦かん艇ていの動きを追って商売をする人々がつくったかりそめの店みせ筋すじに、チャム・ファウがちかづく少し前に、もうひとりの女が、カラカラのカタムの谷たに間あいにある店筋に到とう着ちやくしていた。

　車体を金で塗ぬりたくった三輪車は、小型のオーラ・エンジン特有の甲かん高だかいノズル音をなだめるように停車して、

「さあ、残りの金をもらうよ。お客さん！」

　助手席にすわった成金そのものといった恰かつ幅ぷくの良い商人は、太い胴どう体たいをまわしかねて、背後に怒ど鳴なる。

　その声に応じるまでもなく、荷台の背後にすわっていた四人の人ひと影かげは、ぬかる地面を気にしながら運転席のほうにまわって、それぞれの懐かい中ちゆう袋ぶくろから小銭をとりだした。戦争商人は、足元が濡ぬれるのを嫌きらって、毛ほども身体からだを動かす気配はみせずに、金銀の装身具をからめた手をさしだす。横おう柄へいであることも、彼の素性が俗ぞく臭しゆうが生み出したものと知れる。

　荷台には、彼の商売ものの食料品が山とつまれて、乗客たちは、荷台のわずかな隙すき間まに腰こしをひっかけて、横にわたされたロープ一本に身体をささえて山やま越ごえをしてきたのだが、誰だれひとり文句をいわないのは、客たちが正直者だからではない。

　すくなくとも、三人の客は、ここの即そく席せきの店筋で商売をする者たちで、後こう難なんをおそれて文句などいわないのだ。

　この種の人々は、商売であつまる場所にくれば、その場所で商売する人の順列をみる目が本能的にあった。店筋が正面にみえる林を切りひらいた広場は、すでに商売をするテリトリーである。となれば、そんな場所でも横暴にふるまえる車に乗った商人となれば、かなりのものである。黙だまって金を渡わたしておくに限るのだ。

　そうすれば、あとでなにがしかの問題が起こったときに、口くち添ぞえのひとつもしてくれるかもしれないのである。

　四人目の客は、その商人が口をきくまでは、女とはわからない風ふう体ていをしていた。

「ンア……！　たしかにな」

　胴体をねじることのできない宝石で飾かざりたてた商人は、ボロ布のようなマントのあいだからさしだされた小銭をうけとりながら、めずらしく上体を前かがみにさせて、つばひろの帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった客の顔をのぞきこんだ。

「……飛び込みで働こうってんだろう？　だったら、店を紹しよう介かいしてやるぞ？」

　四番目の客は足首まで隠かくれるようなマントを着ていたので、ブーツだけしか見えず、ちょっと見には、男女の区別はつかなかったのだが、商人はその種の目利きのようだ。

　つばひろ帽子の下から細い顎あごの上にあるぷっくりした唇くちびるをムッとさせたのは、魂こん胆たんを見み抜ぬかれたからだろう。

「きれいじゃないか？　ええ？　飛び込みだと、店に好きにされちまうぜ？」

　マントの女が歩き出したので、商人は運転手に三輪車を前進させて、女とならぶ。

　小こ柄がらながら、肩かたの張りぐあいやその闊かつ達たつな歩きっぷりは、女らしくはないのだが、目的地に着きながらも、行く方向がさだまっていないという不確かさがあった。商人の眼力はするどい。

　女は用心しているのか、生来そのような気性なのか、不ふ機き嫌げんそうにみせながらも、目だけは店筋にともるアセチレン・ガスの華はなやかな明りの列をさぐっていた。

「あんたの美び貌ぼうなら高く売れるんだがな？　身体からだは見せてもらわねぇとわからねぇがねぇ……ケケケ……」

　最後には、戦争商人の俗ぞく臭しゆう丸出しの言こと葉ば遣づかいになったのは、半分は見切りをつけたからだろう。商人が笑いの最後のところで、運転手に速度を増すように指示しようとしたとき、女が言った。

「店、持っているのかい？」

「わたしは食べ物屋だ。隣となりによく知っている店がある。そこの主あるじは、昔からの友達で、善良でな、損はさせんよ」

「店の名前はさ？」

「マスカラーサ。海産物の食べ物屋だ。紹しよう介かいする店は、この左の筋のむこうから三軒げん目めといったところにあるゲッソ・ハッサだ」

　商人はそれだけ言うと、豪ごう華かな宝石を埋うめ込んだ毛皮の手て袋ぶくろをふって、あとで来いよ、と車の速度をあげさせる。オート三輪車といった車は、ノズルの甲かん高だかい音とギアの嚙かみ合う音をたてながら、店筋を埋めてくれているアの国の軍人たちを無ぶ遠えん慮りよにかきわけて、坂の上にきえた。

「ヘッ……！」

　つばのひろい帽子を目深かにかぶった女は唾つばを吐はくと、それでも、商売をさせてくれる店を物色する気になったようだ。マントの前をより一層ふかくあわせて、肩からさげた帆ほ布ぬののバッグを肘ひじでおさえて、歩ほ巾はばを大きくする。

「道をあけろ！」

　そんな怒ど声せいが横手からした。

　松たい明まつをかざした兵士を先導にした騎き馬ばが、林の闇やみを割るようにして現れたので、そのマント姿はやむなく一方の林に身をよせていく。

「ここか、ここか！　いやー、まるで街ではないか！」

　騎馬の騎士たちの上うわずった歓かん声せいがあがり、その轡くつわをとった兵士たちも、口々にひとときの慰い安あんの期待に気持ちを盛り上げていた。

「だんな様方のお馬は、当方でお預りいたしますで、ご家け来らい衆しゆうもくりだして下さいまし！」

　抜ぬけ目めのない商人たちは、即そく席せきの店筋の出入り口にあたる場所に、馬をあずかる店を用意することも忘れていない。こうすれば、刻ときをおしむ兵士たちも、即座に客になってくれるというものである。

「…………」

　マントですっぽりと身を隠かくすようにした女は、林の暗くら闇やみに身を置くようにして、そんな軍人たちと商人たちのやりとりを観察して、

「……バーンさまのいらっしゃる部隊にちかいのはまちがいない」

　そう、彼女は、ラース・ワウの裏筋で、バーン・バニングスに飲み屋をやらせてもらっていた女、ステラ。

　騎き士しであるバーンにとっては、ステラという怪あやし気げな女との逢おう瀬せが一服の清せい涼りよう剤ざいになったのは、若気のさせたことでしかない。しかし、このステラは、そんな店をもっていたおかげで、地上人のジョクこと城じよう毅たけしとも会っていた。が、あのころにくらべて、ひどく垢抜けしていた。

　バイストン・ウェルのコモン界にあらわれたジョクが、まだこの世界がなんたるかもわからないでいるときに身を隠し、はじめて羽根つきのフェラリオを見たりしたのが、彼女の店だったのだ。

　しかし、地上人ジョクがオーラバトラーの聖戦士といわれるにつれて、バーン・バニングスもパイロットとして時代の寵ちよう児じになっていた。ギィ・グッガの戦いで、ステラがガロウ・ランの一統の人質になったときには、バーンに助けられもした。が、その後、バーンとジョクが敵味方になって戦うにおよんで、バーンはステラの店にくる機会がなくなっていた。

　が、そのことをステラは恨うらみはしない。

　もともと、釣つり合いなどとりようのない関係だったからで、店をもたせてもらっただけで、感謝していた。一生食えるだろうし、つぎの男がいないでもない。

　しかし、それでいいと覚かく悟ごするまでにはいかなかったのは、虫の報しらせというものがあったからだろう。

　新聞というものをステラが目にするようになれば、オーラバトラーの寵児と囃はやし立てられるバーンの働きが、頻ひん繁ぱんに目に触ふれるようになった。それが、ステラに、一いつ時ときの関係と思わせていたものを、揺ゆるがせたのである。

　その上、隆りゆう盛せいするアの国の状じよう況きようが、ステラを追いたてもした。

　アの国の軍が周辺国家に版図をひろげ、さらにはミの国に侵しん攻こうし、ラウと事を構えるときけば、ステラは、バーンとの距きよ離りが隔かく離りされるだけだと思い至ったのである。

『……ドレイク・ルフトさまの威い光こうが増すにつれて、バーンさまの力も増している……だからさ、バーンさまがどこかの国を治めるようなことになれば、ラース・ワウにはもどってはこないし、こらしめた国の女王さんや王おう妃ひさんと結けつ婚こんもする……』

　そのこと自体に嫉しつ妬とは感じない。身分の違ちがいもあるので、それはいいのだ。

　が、その前に、もう一度ぐらいは可愛かわいがってもらって、これで別れよう、身体からだは大事にな、の一言ぐらいは言って欲ほしいと思ったのだ。

　それだけのことでバーンを追って、このカラカラの南なん端たんにある谷カタムにきたのである。

　純真というのでもないし、業欲というのでもない。未練ではある。が、本当にそれだけか、となれば、それもちがうだろう。

　世の変へん遷せんがひとりの女に行動をおこさせるということは、その時代の事じ象しようと有形無形の関係があると考えて良い。

　その意味では、ステラのようなコモン人のなかでも、どこの女とも知れない女、そうガロウ・ランの血をひくかもしれない曖あい昧まいさをもった女が、なにごとかに惹ひかれるようにして動き出したということは、時代性でもあろう。しかし、それは、あくまでも深層心理的な因果律をもちだすようなものであって、ステラが意識することではない。

「よっしゃ……！」

　ステラは、手際良くバーン・バニングスの居場所をさぐりだすために、どうしたら良いかと考えはしたが、兵隊にうかつに部隊の所在を聞くことができないのは知っていたし、身体からだを売る商売にことよせて、寝ね物もの語がたりに停てい泊はく地ちを聞きだすことは、ステラのような女にとっては、それほど面めん倒どうな手段ではなかった。

　疲つかれに身をまかせて野宿するにしても、店筋だけは調べておく必要があったので、まず即そく席せきの店構えを調べておいて、問題がおこりそうなら、それこそさきほどの商人に声をかけよう、と覚かく悟ごした。

　左右の店のガス灯に浮うき彫ぼりにされても、ステラを女だと見み抜ぬく者はいないのは、道筋を歩く者たちの視線は左右の店にあって、道行く人に目をくれている暇ひまはないからだ。

　兵隊たちは騎き士しであれ士官であれ作戦中である。寸すん暇かを惜おしんで命の洗せん濯たくにきているのであるから、目的を果たしたら、とんぼ帰りで所属の部隊や艦かんにもどらなければならない。だから、この店筋の活かつ況きようというのは、小さな嵐あらしが吹ふき荒あれているといったふうがあった。

「……あんた、どこからきたんだい！」

　ひとりだけの女をあつかう店の遣やり手て婆ばばあが、ステラを女と見破って因いん縁ねんをつけてきた。

「知り合いのところに行くんだよ」

　ステラのその一言に、背に瘤こぶのある老ろう婆ばは、「ウソがわかったら、ただじゃおかないよ」と毒づいたものだ。

　その老婆の反応で、ステラはこのかりそめの店筋でも、縄なわ張ばりとか仕切りはきちんとしてるらしいと感じて、あの成り上がりの戦争商人のいうとおりだと承知する。

　マスカラーサという海産物の食べ物屋とゲッソ・ハッサという店はならんでいたし、なによりも、両方の店は、この店筋では一番という豪ごう勢せいな造りをみせていた。

　マスカラーサのほうは、天幕テント張ばりながらかなりの広さがあって、高級将校用という店になっていて、店前には客の馬がならんでもいた。

　ゲッソ・ハッサは、板とよしずで間仕切りをした小屋ながら、入口の左右には豪ごう華かな絨じゆう毯たんを壁かべにしたり、ひさしの高さには赤や黄色のちいさな提ちよう燈ちんをならべたてて、いかにも好色そうな雰ふん囲い気きをあおりたてていた。入口の絨毯の前にたって客を送り出す五人の女たちも、ほかの店にくらべれば、ずっと身み奇ぎ麗れいな女たちだった。

　その光景を目の端はしにとらえながら、ステラは、あの成金の商人はいい目をしている、と思い出せた。

『あたしを上等の部類と踏ふんでくれた……』

　男風にしている自分を高く値踏みをしてくれたことには、悪い気はしない。

　のこりの十軒けんほどの店の格がずっと落ちると見れば、バーンが遊びにくるなら、ゲッソ・ハッサだろうという見当はつく。

「しかしね……」

　店筋をぬけたステラは、鍛か冶じ屋やの音を耳にしながら、店筋をはずれて林にはいった。

　その店で働けるようになったからといって、また、バーンが遊びにきてくれたにしても、うまいぐあいにバーンと会える保証はないと気づいたのだ。ほかの客の相手をしているあいだに、バーンが別の女の客になっていれば、それっきりなのだ。




　ステラは、枯かれ葉はと枯木をあつめると焚たき火びをつくった。この火を見てちかよる男たちもいようが、それを撃げき退たいする覚かく悟ごぐらいはあったから、そうした。

　ズダ袋ぶくろのようなバッグから小麦粉をとりだして、銅のコップにいれて水すい筒とうの水を流しこんで焚火にかける。田舎育ちの手際の良さがみえた。

「……戦争しているさいちゅうだから、時間はないんだよなぁ……」

　マントを風よけにして、店筋の方に焚火が見えないようにも気をつかいながらも、つい嘆たん息そくがでる。

　しかし、旅をつづけて半月ちかく経たっているのである。バーンのちかくに来られたという安心感が、ステラに疲つかれを感じさせでもしたのだろう。天をあおいで息をつきながらも、ステラはバッグを膝ひざの上において、チーズと乾かん燥そうさせた巴は旦たん杏きようの実をとりだした。

　身なりこそ貧相にみせているものの、旅に出るについての準備をしてきたステラは、マントの下の衣装などは、店に出ていたとき以上に気張ったものをつけていた。バーンに会ったときのためのもので、彼女の心意気である。

　チーズをかじりながら、火にかけたコップのスープの面めん倒どうをみているうちに、車に揺ゆられていたときの感かん触しよくも遠くなって、落ちついてきた。

　店筋のほうから上ってくる人ひと影かげにステラは、帽ぼう子しをあおぐようにして、するどく牽けん制せいの目付きをしてみせた。

「あ、へへへ……」

　なにを勘かん違ちがいしたのか、へつらうような笑い声をのこして、その兵士は店筋のほうにもどってくれた。

「チッ……」

　舌打ちをして、懐かい中ちゆうのナイフを腰こしのうしろにまわすようにして、またチーズを頰ほおばる。そして、ようやくトロリとしてきた小麦粉だけのスープに塩をまぜて、もう一度火にかけてから、それを口にした。特別にひどい食事ということはない。

　アワやヒエのように、口のなかでもゴソゴソしたものにくらべれば、どんなに挽ひきの粗あらい小麦粉でも小麦粉である。飢き饉きんのときには、土を水にといて飢うえをしのぐことにくらべれば、豪ごう勢せいなものだ。

　乾かん燥そう肉だってあるのだが、それは翌日のごちそうにするつもりで、いまは出さないだけで、口直しの乾燥果実だってあるのだから文句などはいえない。

　それでも、疲つかれのせいで、スープはすこし残してしまった。

「…………」

　しばらくはもつように焚たき火びを調整すると、ステラはマントを搔かき合わせて、身体からだ全体をマント地が二重におおうように身づくろいする。このようなときのために、必要以上に大きな布でマントを作ったのである。寒くなる前に寝ねておこうという算段である。

　そのあとのことは、そのときに考えればいいのだ。







　３　迷い虫







　ステラがそんなことをして、焚火のわきで寝入ってしばらくしたころに、ゼミガルの整備デッキに収容されたガベットゲンガーの影かげで、チャム・ファウが気づいたのである。

　だから、チャムが荷に駄だ隊を逆行して、この店筋にちかい林にきたころには、ステラの焚火は熾おき火びがかすかな赤味を残すだけになっていて、銅のコップに残ったすこしばかりの小麦粉のスープも冷めはじめていた。パラパラと夜よ露つゆがステラの帽ぼう子しのつばをうった。

「もう……！　濡ぬれちゃったじゃないかっ！」

　頭上でチャムの不服そうな声がして、ブンッ、とチャムの羽根の音が降下する。

「…………!!」

　ステラはその音にムッとした。神経が高ぶっているので眠ねむりは浅かったのだ。

「シッ！」

　ステラはマントを押おし上げるようにして、チャムが滞たい空くうするようにした空間を脅おびやかせば、チャムは、とつぜんの叱しつ責せきに高度をあげた。

　ステラは相手の反応を薄うす目めに見て、人の気配にも気づかない間ま抜ぬけで貧相なミ・フェラリオだとわかれば、そんなドジなフェラリオなど相手にする必要はないので、また目を閉じて寝返りをうった。

　ステラは、店にアルコール中毒症しよう気味のオスのフェラリオの出入りを許していたこともあって、チャムのようなフェラリオをどう扱あつかえばいいのか知っていた。放ほうっておけば、いつの間にかどこかに行ってしまうものなのだ。

「ハァッ……」

　チャムは木の枝に頭をぶつけるようなことはしないですんだものの、木の下に人が寝ねているということに気づかなかった自分が嫌いやになった。しかしその人の気配が敵性のものではなさそうだということはわかったので、チャムは木の幹を背にして、丸くなっている人ひと影かげを用心深く調べた。

「あっちに行っちまいな。羽は音おとがうるさいんだよ」

　ステラはマントのフードで頭をつつむようにして、身体からだ全体も小さくしたので、チャムは羽根をとめて焚たき火びのわきに着地をすると、熾おき火びのぬくもりに、全身で伸のびをして暖かさを吸い込むようにした。

　そして、黒いマントを山のようにしているステラを見上げると、目の前で、ドロだらけのステラのブーツがゴソリッと動いた。

　なるほど、その場所は風も吹ふきこまず、焚火のほんのりとした暖かさは、本当に生きた心ここ地ちを思い出させてくれた。

「…………!?」

　チャムは、焚火のわきに置いてあるカップの匂においにそのなかをのぞいてみて、小麦粉の香かおりに、取っ手を抱だき上げてみた。

　この際、人の食べ残しを口にする羞しゆう恥ち心しんなどは思いつきようがない。中味がすくなくなっていたことで、カップが、チャムに扱いやすい重さになっていたことが決定的な誘ゆう惑わくになった。

「あの、このスープ、下さいな」

「うるさいね……」

　半分、寝ぼけているようなステラの声を聞いたときには、チャムは、カップの口を胸むな元もとにまで上げて、「いただきます」と、コモン人用のカップを上体全部でささえて、スープを口に流しこんだ。

　ぬるさを残したねっとりとしたスープは、滋じ養ようになると思え、そうなれば、美味になった。

「フッ、ハッ……！　おいしい！」

　ひとり感かん嘆たんすると再度、銅製のカップを口くち許もとによせて飲んだ。それで一息つけば、身体も芯しんから暖まって、元気が出てきそうだった。さいごの一口ももらってしまおうとコップの縁へりに口をつけたときだった。

「このっ！」

　声よりも先に、羽根が摑つかまれた。カップがドサッと焚火のわきに落ちて、最後のスープがこぼれて、ジュンと音をたてて灰が舞まった。

「あたしの残り物に手をつけるとは、度胸のいいフェラリオだ」

「食べていいかって、聞いたでしょ!?」

「黙だまれっ！」

　女の手がチャムの小さな身体からだを挟はさむようにしたので、チャムは身体が潰つぶれそうになる。

「ゲヘッ！　助けてよーっ！」

「静かにしてほしいのは、こっちのほうだ」

「だったら放して、死んじゃう！」

　チャムの甲かん高だかい声に、その女は手の力をゆるめてくれたので、腰こしと足を捩ねじってその手をすり抜ぬけると、焚たき火びをあいだにして飛びおりる。

「……チッ！　一気に潰さないとギャアギャアわめくのか!?」

「そういう覚かく悟ごよ」

　熾おき火びの山やま越ごしに見上げたその女の挙動には、フェラリオへの蔑べつ視しはない。半分マントから身をおこしたその女の表情には、とおいアセチレン・ガスの光をうけて、眠ねむりを覚まされた不快感だけが掘ほり起こされていた。

　チャムを摑つかんだり離はなしてくれた感じから、フェラリオを知っているコモン人だということもわかったので、チャムは、安心してクシャクシャになった羽根をピンと張るために、背中の神経に力をいれる。

「……こんなところで、なにやってんだい？」

　ステラは、マントの前をかきあわせて、また身体を横にする。

「なにって……迷っちゃったんです」

「フェラリオがかい？　阿あ呆ほうなこった……！」

「あたしにだって、いろいろ事情あります。こんなとこに、あたしのようなフェラリオがいますか？」

「…………!?」

　ステラはチャムの理路整然とした物言いに、興味をもってくれたようだ。肘ひじ枕まくらをして、チャムを見下ろして、

「どこからコモン界にきたんだ？　どこにいたんだい？」

　今度はチャムが警けい戒かいしながらも、敵ではないとわかっていたので、「クスタンガの嵐あらしの壁かべに巻きこまれて、気がついたらラース・ワウにいたり……」

「ラース・ワウに？　わからないね？　そんなのが、なんでこんなところにいるんだ？」

「なんでって……ホラ、オーラマシーンっていうのあるでしょ？　あたし、あれに隠かくれて遊んでいたら、こんなところに出てきちゃったんだ」

「……ヘン、そういうことかい……間ま抜ぬけで、意い地じ汚きたないところは、トロゥとおなじだぁねぇ」

　ステラは、焚火に息を吹ふきかけて、火をおこす気になったようだ。

「本当に断ったんだよ。スープ食べるの。ごちそうさま。元気が出てきそうになって、とっても嬉うれしいわ」

「フン、口がたつんだね？……フーッ！」

　ステラはチラッとチャムを一いち瞥べつしただけで、焚たき火びの火を大きくしようとしたが、視線はあたりをうかがうようにしていた。

　そんな女の挙動に、チャムは、どういう種類の女性なのだろうかと考えながら、あたりにある枯かれ枝えだを集めて焚火のほうにはこんでみたが、ステラが手にした枝は飛んでこなかったので、チャムは、差し出した枯葉に火がつくようにしていく。

　焚火を睨にらんでいるステラの瞳ひとみは、チャムにはうつろなものに見えた。

「ン……」

　火が大きくなったので、ステラはひとり頷うなずいて、

「……ラース・ワウにいたフェラリオが、なんでこんなところにいるんだ？」

「言ったでしょ？　オーラバトラーに乗るのが好きで、隠かくれていたらここに来ちゃったって」

「ああ……アの国にいたっていうのは、言い逃のがれだろう？」

「ちがいますよ。ドレイク・ルフトさまが王さまの国で、ラース・ワウのお城の上はよく飛んだもの」

「そんなことは、誰だれでも知っている」

「アリサとかリムルさまという姫ひめさまだっている」

　チャムは警けい戒かいしながら誰でも知っているような名前をあげたつもりなのだが、知りすぎている人の名前をふつうにいうのは、とても難しいことだと感じる。

「そんなのも、誰でも知っている」

　ステラは愛想がなく、マントのあいだから出た手で、焚火を大きくするのに精を出した。

「……バーン・バニングスなんて立派な騎き士しがいるのも知っているし、ジョクって地上人の騎士がいたことも……」

　チャムはしゃべってしまって、あわてて口をつぐんだのだが、それにあわせるように、焚火が大きな炎ほのおをあげた。

「バーン？　見たことがあるのかい？　その騎士さんを？」

　炎の光をうけたステラの赤い顔の瞳にも、炎の色が宿ったようだ。

「あ、あれ、バーンだったんだ！」

　チャムは、ステラがどういう意味で、そんなふうに訊きいてきたのだろうと怪あやしむ間もなく、そう口にしていた。チャムが逃にげ出してきた艦ふねできいた声、あの紫むらさきがかった長い総そう髪はつの騎士はどこかで見たことがある、と思っていたことが直結したのだ。

「なんだと!?　バーンのいるところを知っているのか？」

　声とともにステラの上体が、チャムのほうにのしかかるようになったので、チャムはあわてて身をひいて、

「バーンの声に似ている、そうかも知れないって、そういうことなんです。うしろ姿を見たときには、誰だかわからなかったのが、いま、わかっただけだよ」

「どこで見たんだ。その口ぶりでは、ラース・ワウの話ではないな？」

　ステラの迫はく力りよくに、チャムは羽根をふるわせたので、

「行かないでくれ。教えろ。騎き士しバーンをどこで見たのか、いつ見たのか……!?」

「あんた……どうしたの!?　どういうのさ」

　必死の形相が鬼おにのようになってしまうステラに、チャムはチャムで、異常なものを感じて、その場から逃にげ出してしまうという踏ふんぎりがつかなくなった。

「あたしはステラっていってさ、ラース・ワウで商売をしてたんだよ。それで、バーンという騎士を知っているのさ。どこで見たんだい？」

「ああ……バーンを知っている……？」

　ステラと名乗った女の必死さの底に、なにか悲しい色がある、とチャムは感じた。

「いつ見たんだい？」

「いまさっき、といっても、だいぶ経たつよ………」

　チャムはまたステラに摑つかまれるのが厭いやだったので、距きよ離りはたもちながら、逃げ出してきた艦ふねの整備デッキで聞いた声のことや、パイロットのうしろ姿のことなどを説明した。

「……これさ、食べな。まだ食べられんだろう？」

　チャムが記き憶おくをたどりながらしゃべっているあいだに、ステラは乾かん燥そうさせた巴は旦たん杏きようの実をさしだしてくれた。

「……すみません……」

　チャムはえんりょせずにその実を口にいれた。その甘あま酸ずっぱさはスープの口直しにじゅうぶんだった。

「……姿からすれば、騎士バーンだね……」

「でもオーラマシーンに乗っていってしまったから、その、あたしが逃げ出した艦には、もういないと思うな。足がニョロニョロある機械に乗っていったんだよ」

「ドーメとかいう機械かい？」

「ちがうよ。ドーメより大きいし、もっと怖こわそうなの……」

　チャムは、口のなかでゴロゴロする巴旦杏の種をひとつずつ、プップッと炎ほのおのなかに飛ばしながら、もっと薪たきぎがいると思ったので立ちあがる。

「行っていいとは言ってない」

「もっと薪をくべないと、消えちゃうよ」

「ああ……」

　ステラがかんたんに手をひっこめたので、チャムは暗がりのほうに行って、枯枝を集めながら、ステラのほうをうかがって、バーンを知っている女となら、すこしいっしょにいたほうがいいらしいと思った。

『……ちょっと考える間っていうのは、こうやって手にいれないといけないんだな……』

　チャムは自分の行動に納なつ得とくしながらも、なんでこうなったんだろう、と思う。

『……おばあさんが助けてくれたのかな？』

　ジャコバ・アオンのことである。

　ジョクの地上からのオーラ・ロードにのり、コモン界にはいる直前でまぎれこんだ別の界ウォ・ランドンで会ったチャムたちフェラリオの長おさにあたる老ろう婆ばのことだ。

　ジョクとジャコバ・アオンは、いろいろな事を話し合ったらしかったし、ジャコバは、ジョクがあやつるオーラバトラー、カットグラが使える剣けんをくれたのである。

　ジャコバは、界フイールドを異にしながらも、ジョクとカットグラとチャムのことを考えつづけてくれているのだ。そうなら、チャムのようなフェラリオには、よほどのことが起これば助けてくれると思ってしまうのは、当然だろう。




　腕うでいっぱいに抱かかえられるだけの枝をあつめると、チャムはそれを引きずるようにして焚たき火びのほうに運んでいった。

「……おうっと!?　冗じよう談だんじゃあねぇやね。火があれば、商売やっているんじゃねえかって思うじゃねぇか」

「だったら、蓑みの虫むしみてえに、そこらの暗がりにぶらさがっていてくれや」

　そんな男たちの声に、チャムはドキッとしてステラのほうをうかがったが、枯かれ草くさが影かげになっていたので男たちには気づかれない。

「ここに着いたばかりなんだよ。あすには、そのあたりの店で顔見せするから、来ておくれでないか」

　口調はおだやかでも、ステラの姿勢は裏腹で、胸の前では細身のナイフを光らせて、全身から殺気をはなっているのだ。それは、チャムにも感じられるような力強いものだった。

「…………!?」

　どういう種類の女なんだろう、とチャムはおぞけをふるい、枯枝を抱え直す。

「わかったよ。気持ち良くなる前に、ナイフを突つっこまれちゃあ、男が台無しになるってもんだ」

「なんて名前で出るんだよ？」

「明日あすになったら決めてやるよ」

　図ずう々ずうしい口をきく男の腕を一方の男がひいて、店筋のほうにとってかえしていった。

『いいか……』

　チャムは、自分にたいしてくれたステラの態度を信じて、枯枝を引き出して、焚火のかたわらに出ていく。

「大だい丈じよう夫ぶでした？」

「どうということはないさ」

　ステラは殺気を消しながら、チャムの運んできた枯枝を焚火にくべていく。

「……あんたは、好きなんだろ？　チンチン」

「ハッ？」

　チャムには、その言葉の想像がつかない。

「ミ・フェラリオっていったって、コモン界にでてきた連中はハズレ者だからさ。男のチンチンの面めん倒どうをみる奴やつだっているのは知っているよ」

「あー、そういうんじゃないな。そういうのまだ知らない」

「フン、それじゃあ……なんでなんだい？」

「なにが？」

「なんでお前みたいなのが、コモン界にまぎれこんだんだい？」

「クスタンガの嵐あらしの壁かべに巻かれたんです」

「そうかい？……ごめんよ。悪いことを聞いちまって……」

「いいですよ。フェラリオだから、すぐにあたしだって助平になるんでしょ？」

「ハハハ……そりゃそうかもな。ガロウ・ランもフェラリオもおなじだからな」

「それは、絶対にちがいます。あたしはクスタンガのフェラリオなんです」

「ハハハ……」

　チャムの怒いかりがあまりにも真しん剣けんなので、ステラは笑った。が、すぐに、ステラの手が伸のびてチャムの頭を撫なでると、

「行こうか？」

「どこに!?」

「お前さんが逃にげ出した艦ふねにさ。あたしを連れて行くんだよ」

「……!?　だって、疲つかれているから、ここで寝ねていたんでしょ？　艦だって動いているかも知れないし、騎き士しバーンはいないよ」

「うるさいね。食べさせてやっただろう？」

「ちゃんとした食事じゃなかった」

「冗じよう談だんいうんじゃない。行くよ。また男が来ないうちにさ」

　ステラは、身体からだをつつんでいたボロ布状のマントを改めてはおるようにして、手にしたバッグを肩かたにすると、焚たき火びの火がついている枝を大きくひろげてから、足で消していった。

「お前は、あたしのマントのフードに入って隠かくれるんだ。人に見られないほうがいい」

「いいんですか？」

　こういう誘さそいは、チャムたちフェラリオがもっとも警けい戒かいすることだった。そう言っておいて、ぶったり、唾つばをかけたりするコモン人はめずらしくないからだ。

「いいんだよ。兵隊はガラが悪いからね」

「はい……」

　チャムはできることなら、ここで横になりたかったのだが、あきらめてステラの背中に垂れているフードに飛びこんだ。

　ステラの髪かみは垢あか臭くさく、体たい臭しゆうのこもった匂においもしたが、そんなことはどこでも同じことなので、チャムは気にもしなかった。







　４　ミィゼナーのアリサ







　天と地をつなぐ柱、もしくは、天をささえる柱ともいわれるスィーウィドーとは、そのようなものである、としか言えない。

　バイストン・ウェルのコモン界では、誰だれひとりとして、スィーウィドーの海かい藻そうに似た草が、天に届いている部分を見た者もいなければ、オーラマシーンが実用の時代になってさえも、その頂きにいたった者はいない。

　海藻そのものに見えながらも、数万メートルをこえる高度までのびるその茎くきは、コモン界の上に位置する界フイールド、ウォ・ランドンの最下層の界ワーラー・カーレーンにいたって花を咲さかせると考えられている。

　スィーウィドーの行きつくさきは、ウォ・ランドンをささえる系として、その界の底に網あみの目のように張りめぐらされているという解かい釈しやくもある。また、ウォ・ランドンをぬけて、地上界にいたって拡散したスィーウィドーの根には、世界全体をおおう網の目、つまり、星々の形成する真なる宇宙があるという説もあるのだ。

　さらに、コモン界の地の下の界、ボッブ・レッスにいたるスィーウィドーの根は、トゥム、ネイザ・ラン、ノムという闇やみの世から精気をいただいているから、ガロウ・ランのような悪気を拡散させるものであるとも語られていたし、世界の上下だけでなく、バイストン・ウェルそのものをつつむ袋ふくろ状じようになっていて、世界を毬まりそのものにしているとも語られていた。

　コモン界もスィーウィドーの地ち下か茎けいの隙すき間まにできているひとつの界でしかなく、コモン界のようなものが、スィーウィドーのあいだには無数にある、という説もある……。

　地上界で時代によって宗教の意味性や役割にも相そう違いがみられるように、スィーウィドーについての考え方も、時代により地域によって、たえず異った様相をていしているのが現実で、コモン人には、この森に住むとか利用するという発想は皆かい無むである。

　が、ともあれ、人々の探求心と好こう奇き心しんをたえず鼓こ舞ぶする存在ではあった。

　いまは、そのスィーウィドーの巨きよ大だいでおどろおどろしい壁かべ状の景観も、夜の闇のなかに識別することはできないのだが、その存在は空気が教えていた。

　その音おん響きようは、大地を数百頭の象の皮をひろげて引きずっている音にたとえられて、重い波の音といえないではないのだが、波のようなうねりはなく、ひらったくつづいて、それでいて、ときには無音になるときもあった。おそらく、左右上下からひびきあう音波が打ち消しあって、場所によって無音になってしまうのであろう。

　その音が、空気全体を押おすようにせまっては、一方に拡散して、引いては、空気の流れを逆流にする。

　そんな音響につつまれて停てい泊はくしているミィゼナーは、一晩経たったら、その音響にもみしだかれてしまうのではないかという脆ぜい弱じやくなシルエットを、谷たに間あいの闇に沈しずめていた。

　カラカラの山さん塊かいの北の谷である。

「発信していいぞ」

「はいっ！」

　外の闇やみとおなじようなブリッジで、ニー・ギブンの怒ど声せいがあがると、メトー・ライランの明るい質たちの声が応答して、その手元で電でん鍵けんがうたれる音がリズミカルにする。

「来ます！　七時の方向！」

　その伝声管の女性の声は、キーン・キッスのものだ。

「よし！　灯火用意！　ギリギリでつける。どこに敵の目があるか知れないからな！」

「ちゃんと来ているの？」

「こちらの電波を目印しにしていればね？」

　マーベル・フローズンの声のわきで、メトー・ライランの多少皮肉っぽい声がわきあがる。

「どういうこと？」

　マーベルの不安気な声がすれば、

「あーっ！　ちかすぎるわ！」と、上うわずったキーンの声が、伝声管からはじける。

「なに!?　あのバカ艦ふねがっ！」

　ニーのひっくりかえった声が、ブリッジの前方で爆ばく発はつしても、それは、低く重いオーラシップの艦かん艇ていの音で打ち消される。スィーウィドーが空気の層全体をかきまわす音おん響きようよりは軽くても、オーラシップのものだから、それなりの重圧感はある。

「切られます！」

「風船は、はずせっ！」

　キーンの声にニーがかぶせたが、

「むりです！　遅おそいわ！　ワイヤーが見えません」

　そんなキーンの悲鳴と同時に、ザリザリとなにかが船体とこすれるような音がして、ビンッと金属がはじける音でブリッジも震しん動どうする。

「風船のワイヤーを切りやがった！　ソトロウ！　火をつけろ！」

　夜空には鱗光も見えない曇くもり空ぞらで、頭上に接近する船体の影かげも識別することができない。

　だからこそ、ミィゼナーは、風船でアンテナ線を吊つり上げて、接近する艦に位置を報しらせるための電波を発信していたのだ。が、電波の発信方位や距きよ離りを正確によみとれない無線機では、たいして役に立たなかったのだ。

　さいわいなことは、ミィゼナーのもっとも高い構造物であるマストでも、左右の崖がけよりは低かったために壊こわされることはなかった。

　ミィゼナーの左さ舷げんに、数個の電気と松たい明まつの光がわきあがって、頭上をながれる艦にミィゼナーの所在を報せる。

「……確認してくれました」

「よし、無線封ふう鎖さだ……あの艦が谷に降りたところで、こちらから接舷する。手信号用意！」

　マストから降りてきたキーンが、舷側からわきあがるかすかな光のなかで、懐かい中ちゆう電灯を捜さがし出すと、それをメトーにわたして、

「これで点てん滅めつ信号ね？　やったことあるわよね？」

「ええ！……暗号でなくっていいのよね？」

「そうだ。これからが面めん倒どうだぞ。総員、監かん視し！」

　懐かい中ちゆう電灯に照らし出された少女たちの会話にわりこみながら、ニー・ギブンの視線は、ミィゼナーの前方に降下しはじめた艦のほうにむけられた。




　ミィゼナーと接せつ触しよくしようとしたラウの国の補給艦かん、メラガラウが谷たに間あいにしずむと、両艦は、谷をゆったりと南下しながら、ようやく接せつ舷げんをした。そうしなければ、いつ、敵てき弾だんに狙ねらい撃うちされるかわからないポイントなのである。

「ご苦労であります。我がミィゼナーにかくも迅じん速そくな補給のお手配、感謝いたします。騎き士しメイザーム！　総員で物資搬はん入にゆう、急げ！　明り漏もれは最少限度だ！」

　ニーは、ラウの士官たちと挨あい拶さつする間も惜おしんで、整備デッキに待機していた兵員に号令をかける。

　と、マーベル・フローズン以下、陸戦隊のムーラン・ソーの部隊までが、整備クルーに負けじとクレーンの操作にかかり、メラガラウの舷側に飛び乗っていく。

「騎士ソトロウはこちらへ！　貴公には、ガンルームに来ていただきます」

　ニーは、最年長のミの国のパイロットのソトロウ・レストラーマまでが、メラガラウに駆かけ出して行ったので、それを制止して、おなじミの国の騎士ムーランも呼びもどすように依い頼らいする。

「……メラガラウの士官たちと作戦会議があるのです。お立会い願いたいのです！」

「わかった。ムーランを呼んで来る。メラガラウに上ってしまったんだ」

　うなずいたソトロウの屈くつ強きような体たい軀くが、身軽に渡わたり板いたをはしっていくのを見て、ラウの士官たちは感かん嘆たんする。

「あれがミの国の噂うわさの騎士、ソトロウか？」

「はい、聖戦士のよい協力者であります」

「勢いがまるで海かい賊ぞくでありますな。艦ぐるみで戦っているという気き迫はくが伝わってきます」

「必死なのです。ラウのために自分たちになにができるのか、滅めつされたミの国の怨おん念ねんをいかに晴すかと、そういう宿命を背負っておりますから……」

　ニーはそう説明しながら、自責の念にかられてしまうのは、自分たちには、ミの国の騎士たちほどの覇は気きがないのではないか、と疑うからだ。

「あの気迫がなければ、アの国の軍から脱だつ出しゆつして戦いつづけることはできますまい……艦長、この救急医い療りよう用品は、どこに置けばよろしいのか？」

　フォイゾン・ゴウの乗った艦ハンラウゴからきたという士官キャンア・ゾラは、四人のうちでもっとも若い士官が抱かかえている箱をしめす。

「自分がもちます。ガンルームに運ぶしかないのです」

「荷物は、騎き士しタルレに運ばせればいい。機械の時代になったのです。騎士だ騎士だと自惚うぬぼれていては、時代に負けるとおしえているのです。そうだな？　騎士タルレ？」

「ハッ！」

　ダンボール箱をもたされた若い騎士は、なんとも答えようがなく、型通りに返答をする。

　ニーには、その若い騎士の釈しやく然ぜんとしない心情を見取って、内心苦笑をしながら、彼らをガンルームに案内した。

　意識改革というのは、一生かかってもできないこともあるのだから、口でいうほどやさしいことではない。




「敵てき艦かん艇ていはいつ動き出すとギブン艦長はお考えでしょうか？」

「……ウィル・ウィプスの補給次第でしょう。アの国もまだ巨きよ大だい戦艦の運用にはなれていないようですから……三日か四日後、といったところでしょう」

　ニーは、ガンルームのドアをひらいて、彼らメラガラウの士官たちを招じいれる。

「あ、すぐ出ます」

　人のいないと見えたガンルームの奥おくで声がしたので、ニーとラウの士官たちは、ギョッとして、気配のほうを見た。

　と、部へ屋やの中央にあるテーブルのむこうから、アリサ・ルフトが立ちあがった。

「アリサさま……？」

「アリサ？　アリサ・ルフトさまで……？」

「はい、現在、この艦で看護兵を主務にして、雑役をやってもらっています」

　アリサの名前を聞けば、事情を知っているラウの士官たちは、ニーの率直な説明に、驚おどろきと納なつ得とくをないまぜにした表情をみせた。

「……まだ済んでいなかったのか？」

「申し訳ありません。意外と消しよう耗もうがはげしくって、配分がむずかしいのです」

　アリサは、テーブルのむこうの床ゆかを見下した。

「騎士タルレ、運ばせてしまったその救急物資を、アリサにわたしてやって下さい。彼女が医い療りよう品ひんの配分をやっております」

　ニーは言いにくそうに、それでもアリサをひとりの兵士としてあつかう言こと葉ば遣づかいをした。

　騎士タルレは、取り散らかっている床に足をとられながら、抱かかえていた箱をアリサのほうに運びこんでいく。

「アリサ・ルフトは、そのまま作業をつづけて……」

「はい、艦長……」

　アリサは意外な展開にも鷹おう揚ように構えてみせて、騎士タルレが床においた箱の梱こん包ぽうを解きにかかる。

「騎士キャンア、自分は、医療品関係はここに運びこませる指揮に降ります」

「そうしてくれ。ご苦労だ」

　タルレと呼ばれた若い騎き士しは、アリサの手て伝つだいができることが嬉うれしいというふうにガンルームを飛び出していく。

　ニーとキャンア、それにふたりのラウの国の士官は、その若い騎士を苦笑して見送ると、テーブルの片かた隅すみに地図をひろげる。

　そこに、ソトロウとムーラン・ソーが入室してきた。

「まずは、フォイゾン・ゴウからのお礼の言葉をお伝えいたしたい」

　キャンア・ゾラは、彼が同乗していたハンラウゴがドレイク軍のオーラバトラー部隊に襲おそわれたとき、ミィゼナーのオーラバトラー部隊の支し援えんで助かったことについての礼を言ってから、ゴラオンに収容された聖戦士ジョクの経過は安定していると報しらせてくれた。

「……しばらくは安静になさるほうが良いというのが、医師団の見解です」

「ご丁重なご報告に感謝いたします。聖戦士の戦線復帰は、いつごろと考えればよろしいのでしょうか？」

「フォイゾン王は後方に送ることもお考えだったのですが、聖戦士殿どのがそれを拒きよ否ひなさったくらいですから、つぎの作戦には大だい丈じよう夫ぶでしょう。聖戦士殿は、くれぐれもギブン艦かん長ちようにはご心配なさらないようにということであります。それに、エレ・ゴウさまとリムルさまにあらせられましても、聖戦士殿がいらっしゃるとご安心のようです」

「そうでありますか……」

　口ごもってしまうのは、ニーにすれば、いますぐにでも、ジョクを収容したいと思うからだ。

　ラウという他国の艦隊のなかで、ひとつの前線を守らなければならない任務を負わされた彼にとっては、ジョクのような戦士なら、負傷していてもいてくれるほうが心強い。士気の高こう揚ようになる。

　まして、テーブル越ごしに床ゆかの上で医薬品の仕分け作業をしているアリサには、その思いはより深い。

　しかし、いまは艦同士の補給に関する業務引き継つぎと、艦隊の配置についてラウの艦隊の意向をきかなければならないのが、ミィゼナーの立場なのである。

　ジョクの話題がすめば、士官たちの話が軍務のことになったので、アリサは、ただ医薬品の仕分け作業に没ぼつ頭とうするように努めた。

　このように頭をおさえられて、質問ひとつできない立場は、なんと焦しよう燥そう感かんをつのらせ、人をみじめにするものだろうか、とアリサは実感した。

　承知していたことであるから、歯を食いしばってもこらえなければならないのだが、心のなかでは、逡しゆん巡じゆんする言葉が渦うず巻まいてしまう。

『……もっともっと屈くつ辱じよく的なことだってあったし、不安になったこともあるのに……こんなふつうの状じよう況きようのなかで、なんでこうも空むなしくなるのか……』

　ジョクとの生活で市し井せいの暮しぶりになれれば、国を裏切ることで、父の急進的な覇は権けん主義の怪あやしさに抗こう議ぎするということをやってしまった。それは、苛か酷こくなことだった。

　だから、その経験をとおして、アリサはかなり自立していける自分を手にいれたはずだったのだが、このような戦せん闘とうのないしずかな時間のなかにいると、そういった自信といったものがゆったりと瓦が壊かいしていくのを感じてしまうのだ。

『……ジョクがいてくれればいいのに……そのジョクの、わたしの夫であるはずの人の容態ひとつ直接に聞けないだけで……こうも脆もろくなる……』

　アリサは溜ため息いきもつけずに、目の前にある箱から紙かみ袋ぶくろをとりだしては、数量を確認して、それぞれの救急箱に仕分けていった。が、そんな作業では、すこしの慰なぐさめにも気晴しにもならなかった。

「これが補給品のリストです。ドウミーロックの補給部品は、まるまる一機分しかわけられませんが、艦用の砲ほう弾だんはじゅうぶんすぎるほどです。搭とう載さいする余地はありますかな？」

　補給艦の士官の底そこ抜ぬけに明るい声は、アリサの耳みみ障ざわりになるだけなのだ。

「半分しか搭載できません。ミィゼナーの格納スペースは、お国の同型艦ほどはないのです」

「それでも戦果がよろしいというのは、砲ほう撃げき手しゆの能力の問題ですか？」

「そういうことになりましょう」

　ニーもソトロウもムーランも闊かつ達たつをよそおうので、その声こわ音ねがますますアリサの心を重くする。

　騎き士しタルレが、部下の兵たちにさきほどの数倍する医い療りよう品ひんをガンルームに運びこんできたところで、アリサはひとりの兵士として元気をよそおってみせたが、ニーたちの協議は、今後の軍の動静についての意見交こう換かんになって、深刻な雰ふん囲い気きをかもしだしていた。

『なんでここにジョクがいないんだろう……』

　アリサの鬱うつ屈くつ感はその言葉に集約され、これではアの国を出てきた意味がなく、ふたりして夢をみられると思ったのがまちがい、という自覚が心を重くした。

　救急箱の仕分けがおわったのが、ころあいになった。

「これを配ってまいります」

「頼たのみます。ご苦労です」

　ニーは、やはり、目上の者にたいする言こと葉ば遣づかいをしたが、そのことで非難したりする者はいなかった。

　数個の救急箱をかかえたアリサは、騎士タルレにドアをあけてもらって、ガンルームを出ていった。そして、ガンルームを片付ける仕事は、彼らが帰ってからやらなければならない、と頭のなかで段取りを考えるようにした。







　５　ジョクの薫かおり







　ミドル・デッキの各所に救急箱を届けに行っても、兵員たちは物資搬はん入にゆうに駆かり出されていて誰だれもいなかった。アリサは、最後の救急箱を整備デッキにめんした最上部のデッキに届けようとして、突とつ然ぜん、ジョクの気配を感じた。

『……なに？』

　唐とう突とつに感じられた〝知っているもの〟への気配が足元から突つきあげてきて、思わず整備デッキにめんしたハンドレールから身を乗り出していた。人が見ていたら怪あやしまれるほど大きな挙動だった。

　が、アリサには、その錯さつ覚かくの原因が、カットグラがデッキに搬入されていたからだとわかると、それは違ちがうものなのだ、と思い直す。

　補給艦かんが接せつ舷げんしているデッキの上で、まわれ右をしたカットグラらしい機体の装そう甲こうは真新しく、顔もちょっと違うように見えた。

「……補ほ充じゆう用ようのカットグラなんだ……」

　カットグラに似ているその機体に、アリサがジョクの体たい臭しゆうを感じたのはまちがいではない。

　その感かん触しよくは、ジョクが気持ち良くアリサに全身を開いているときに見せるパアッとしたおおらかさというようなもので、そんなときのアリサもまた、底ぬけに大らかに、肉だけの感性のなかに心をしずめられたものだ。

　あのときの、暖かさと、に・お・い……、それを感じて、身体からだの芯しんがザワッとゆれたのだ。

　だから、見下ろすカットグラの外見のこざっぱりとしたよそよそしさに、アリサは小鼻をふくらませて、不ふ愉ゆ快かいだ、と思う。

「まだ整備がのこっているんです。ここはまずいでしょう」

　カットグラの足元で、そんなふうに怒ど鳴なっている整備兵はミィゼナーの要員ではない。それに応じて、キムッチ・マハたちミィゼナーの整備兵たちの怒ど声せいがあがったりした。

　アリサは、自分の思い違いに腹をたてながら、救急箱をデッキ・クルーの備品入れに押おしこんでいった。

「ともかく動けるようにしてやったんだから、ありがたく思ってもらわんとな!?」

「任務なのに、善意の押しつけかっ!?」

　ミィゼナーの兵員たちは、ラウの兵たちにも遠えん慮りよがない。しかし、そんなことではラウの兵士たちに嫌きらわれてしまうのではないかと、アリサはそれが心配になって、もう一度、デッキを見下していく。

　フォイゾン王が訪れてくれたことが、ミィゼナーの兵員たちの自尊心になっているのだが、兵同士のつきあいも大切にしなければならないと考えるのが、アリサなのである。

　アリサの生母アリシアは、王族でも、ガサツな生き方をする庶しよ民みんの邪じや魔まをしてはならない、という考え方だった。そのうえで、今日という日をカスカス生きながら、明日もまた生きたいと考えるだけである人々に、ときには、一年後、十年後、あるいは、死ぬまでの目標というものをしめすのが王族であるとも、教えられていたのである。

　しかし、アリサは、そんなアリシアの教えを、いまの父王、ドレイクのもとでやることはできないと感じて、ジョクの後を追ったのである。

『まずいなぁ……』

　アリサはジョクの匂においから生まれた連想に頭がとらわれたことで、自分の落ちこみようが自覚しているよりひどいものらしいと知って、唇くちびるを嚙かむ。

「……アリサさま、こんなところで……？」

　ミハン・カームが、自機のコックピットから乗り出すようにして、見上げてくれた。

「ああ、救急箱の配布をおわったところです」

「ご苦労さまであります。姫ひめさまにそんなことまでやっていただき……」

「わたしはここでは一いつ兵ぺい卒そつですよ。あのカットグラ、どういうのです？」

「たいしたものですよ。ジョクがつかっていた機体を、ラウの兵器工こう廠しようで突とつ貫かん工事で全面的に補修してくれたんです」

「ああ、そう……それは凄すごいことですね」

　アリサは、ミハン・カームに自分の気持ちを見み抜ぬかれないように明るく対応しながら、いましがた感じたジョクの感かん触しよくは、ウソではないと了りよう解かいした。

　オーラバトラーであるカットグラは、アの国から脱だつ出しゆつしていらい、ジョクがつかいこんでいたので、ジョクの生体オーラ力ちからが封ふうじこめられているのだ。カットグラの駆く動どう索さくのマッスルも機体を駆動させるオーラ・エンジンも、ジョクの意思に反応してきたものだから、ジョクの感性の一部、ジョクの力の一部を内包しつづけているものである。死後間もない肉体が、その肉体の反応を残存させているように。

　だから、カットグラが搬はん入にゆうされたときに、アリサがジョクの匂いを感知したのは、不思議ではない。しかし、そんなことに囚とらわれてしまう自分を、過去に縛しばられている惨みじめな者と感じもした。

「駄だ目め駄目、まだこれはつかいものにならないから、こんなところにおいたら邪じや魔まになるだけなのよ。一番奥おくに入れ替かえましょう！」

　マーベル・フローズンが、そのカットグラのハッチから顔を出して、上下にいる整備兵に叫さけんでいた。

「ぜんぶ入れ替えですか!?」

「戦せん闘とうには邪魔になるでしょ。この機体の整備は、ハマンサ部隊に任せましょう」

　そのラウの整備部隊が、カットグラの補修の面めん倒どうをみてくれ、これからも、ミィゼナーに配属されて、最終整備までするのだろう。

「そうして下さい。こっちだってまだ死にたくないから、活かつ躍やくできるオーラバトラーの邪魔はしたくない！」

　今度は、カットグラの足元にたった数人の整備兵たちが、ミィゼナーのクルーに命令する。

「冗じよう談だんじゃないぜ！　これだけ取っ散らかしておいて……！」

「ミハン！　オーラバトラーで、荷物の片付けを手て伝つだってやればいいでしょう？」

　アリサは、整備デッキの騒そう動どうを見下して、自機のコックピットのなかでモソモソやっているミハン・カームに声をかけてみた。

「そのつもりでありますが、狭せまいところの片付けなんて、ドウミーロックは苦手なんです」

「命令です。ラウの整備兵の機き嫌げんをとっておかないと、困るのはあなたたちでしょ？」

「ハッ！」

　アリサの微び苦く笑しようをみせた命令に、ミハンは軽く敬礼をかえして、コックピットにすわった。

　そのとき、アリサは思い出した。

　アリシアの教えのもうひとつ、実行で示さなければならないのも王族の役目なのだ、ということをだ。そのことから、アリサは、いつまでもジョクのそばで、ミィゼナーのクルーであることで楽をしていてはいけないのだ、と思い至った。




　アリサがガンルームにもどろうとするタラップを、騎き士しムーラン・ソーに先導されたメラガラウの四人の士官が、駆かけ下りてきた。

「姫ひめさまのご武運も我らに！」

　彼らは、戦時下の挨あい拶さつをアリサにかけて、中央デッキにおりていった。そのようすは、ガンルームでの話合いが良好であったということだ。

　アリサも兵らしく几き帳ちよう面めんに敬礼をかえしながら、ニーたちが見送りに出なくて良いのだろうかと気になって、ガンルームのデッキにあがった。

「見送らなくて、よろしかったのですか？」

「はい。彼らは、まだ、この艦かんを偵てい察さつしたいらしいのです。アリサさまのお仕事の邪じや魔まをいたして、申し訳ありませんでした」

「いえ、それはいいのです。偵察なんですか？」

「艦内ツアーというやつです」

「ああ……！」

　アリサは、そのニーの開けっぴろげな反応に、ニーもくだけたものだ、と了りよう解かいする。

　テーブルの地図をかたづけたソトロウが、茶の用意をするつもりになってくれたようだった。

「……明日、自分は作戦会議でゴラオンに参ります。アリサさまもいらっしゃいますな？」

　ニーは、アリサに椅い子すをすすめてくれた。

「艦長のお許しをいただけるのでしたら、ぜひ……でも、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「戦せん況きようですか？」

　壁かべ際ぎわからポットをとりだしたソトロウは、心配ないという顔をみせてくれる。

「いましがたの彼らの説明で、聖戦士殿どのがアの国の艦隊にあたえた打だ撃げきが、かなりの大きなものだとわかりましたから、大丈夫です」

「申し訳ありません。騎き士しソトロウ、自分がやりましょう？」

　ソトロウが茶をいれだしたので、アリサは腰こしをうかせたが、

「いや、兵へい共どもがおりませんから、やらせて下さい」

　ソトロウは、逆に恐きよう縮しゆくして、ポットから茶をこぼしそうになる。

「さすがに、粗そ茶ちやでございます、という謙けん遜そんの言葉はでなかったな？」と、ニーが笑う。

「ありがとうございます」

　アリサは、無骨な手がつまむように出してくれたカップに、頭を下げた。

「……フォイゾン王がここにいらっしゃったときの、騎士ソトロウと騎士ムーランの態度を見て、自分は艦かん長ちようとして決心をしたのです」

　そのニーの言葉に、アリサはカップを手にして、なんと真しん剣けんな顔だろうと思う。

「お恥はずかしい……」

　自分のことをあからさまに誉められたソトロウは、カップをにらむようにして、呻うめいた。

「なにをおっしゃる。騎士の態度を観察させていただいて、自分はラウの士官たちに、ミィゼナーでは無礼講でやっている、と言ってしまったのです」

「無礼講？」

「はい、軍律無視です。彼らは、軍律がとれないでは困るといいましたが、我々は、いつでも死を覚かく悟ごしているのだから、対戦をしていないかぎりは、兵員たちに命の洗せん濯たくをさせておくのだ、といってやったのです」

「そう、それで良いでしょう。ミィゼナーは……」

　アリサは、ニーの言葉に、本当の意味での覚悟が感じられて、嬉うれしくなった。すべからく、考え方なのである。

　ミィゼナーは、ドレイクがつくらせた艦ではあったが、この艦の気風があったからこそ、アリサは祖国を離り反はんし、今日までの運命を託たくすことになってしまったのである。

　そういう存在は、いつまでも毅き然ぜんとしていてくれなければ、アリサの行こう為いまで地に踏ふみにじられるものになってしまうのだから、自由闊かつ達たつでなければならないのだ。

「ミィゼナーの存在は、この国では他国よそ者ものですから、ラウの軍と折合いをつけるのは、まぁ、艦長としては最重要な課題でした。無礼講を認めてもらえまして、一息つけました」

「そうでしょうね？　でも、ニーはもともとそうでしたよ。生き真ま面じ目めでしたけれど……」

「それなんです。真面目だけではいけないと感じてはいても、なかなか実じつ践せんできるものではありませんでした」

「それが、騎士ソトロウとムーランの涙なみだをみて、ふっ切れたということですね？」

「はい！　心情、真しん摯しであるなら、他人の顔色をうかがうようなことや、決まりを守ることではない、と教えられました……そんなものに気をまわせる神経があれば、戦いに勝つことに集中させるためには、ふだんは英気を養う……」

　結局、ニーの言葉が生真面目になっていくので、アリサは口を封ふうじるように、

「騎士ソトロウ……艦長の考え方で、よろしいのですよね？」と、訊きいてしまう。

「無論です。八方美人など、平時の政治でやればよろしいのです」

「でも、ニーには、わたくしやリムルがついてきてしまったのですから、よぶんな苦労をかけてしまいました」

「いや、おふたりは、自分たちにとっては力になっております」

「ありがとう。そういってくれて……でも、当てつけでなく申すのですが、わたしたちが人ひと質じちで、みなさま方が戦いやすくなるなら、それでも良いのですよ」

「いや、一面ではそうでありましょうが、そういうことではありません」

「というよりも、現代では、アリサさまのお考えは、古風でありますな」

　ニーの答えにくそうな声をうけて、ソトロウが応じてくれた。

「古風？」

「はい、失礼ながら、いまの大戦は姫ひめさまおふたりの質で、カタがつくものではありません」

「その意味でいえば、昔だって、高貴な者の人質の価値は高いようであっても、戦局を左右するほどのことはありませんでしたよ？」

「ハッ……！」

　これには、ニーもソトロウもそろって頭を下げてしまう。

　そのタイミングにあわせるようにドアがノックされて騎き士しムーランが入ってきて、ラウの士官たちには、好きにさせていると苦笑した。

　そのムーランが、テーブルの上の医い療りよう品の山をどけてすわったので、ソトロウはその前にカップをおいてやった。

「痛みいります。騎士ソトロウ」

「故郷くににもどれたら、この借りはかえしてもらうぞ？」

「いや、これは高いお茶になりそうでありますな」

　ニーが艦かん内ない電話に補給艦の動きがあったら報しらせるようにブリッジに命令したりするのを見て、アリサは、自分のなかにうずきはじめた決意をかためるために、周囲の状じよう況きようを知っておきたいという思いから、騎士たちに訊きいた。

「でも、難しい位置にいるようですね？　ミィゼナーは」

「……ご賢けん察さつのとおりです」

　ソトロウが、この部へ屋やで協議したことを思い出してか、天てん井じようを睨にらむようにした。

「ラウの艦隊の一いち翼よくを担になうということに、問題があるのですか？」

「自由でなくなりますから……」

　ニーも、茶を喫のみながら、ちょっと暗い表情をみせた。

　アリサが言うとおりに、ドレイクの娘むすめがラウの軍の管かん轄かつ下かにいれば人質である。それを提供し、しかも聖戦士を擁ようする艦であれば、ミィゼナーの存在は絶対的で、短期決戦であれば、傲ごう慢まんさも力になるかもしれなかった。

　しかし、この戦争の行く末のことは、誰だれにも予測がつかないのである。

　軽けい挙きよ妄もう動どうはつつしまなければならず、慎しん重ちようすぎても戦いは乗り切れない。そんな狭はざ間まにいることが実感できるようになって、ニーは苦しんでいるのだ。

　そのうえ、ニーには、彼をアの国から離り反はんさせたもうひとつの要因、ピネガン・ハンム家とギブン家の関係があった。

　ギブン家は、もともとミの国のピネガン王に恭きよう順じゆんすべき地ち縁えんにあった。そのために、ピネガン王がいなくなったとき、ニーは本能的に茫ぼう然ぜん自じ失しつした。

　封ほう建けん社会の枠わく組ぐみでは、したがうべき礎いしずえがあれば、人の思考と行動は単純化するし、ニーは、そのような時代に馴なれ親しんだ朴ぼく訥とつな騎き士しである。

　ピネガン戦死の直後の戦局の推移は、ニーに精神的なダメージを見つめている暇ひまをあたえなかったのだが、カラカラの山さん塊かいにいたって、拠よるべきものを求めなければならないという心理がはたらく自分を発見したのである。

　地縁のみえないフォイゾンをすなおに恭順すべき王とは思えず、古来からの騎士として矜きよう恃じを高くすることぐらいしか思いつかないニーは、マーベル・フローズンという地上人となじみになっても、その好こう奇き心しんを満す素地を育てきれなかった。

　そんなときに、ソトロウやムーランが、フォイゾン王の前で号泣した姿と、その者たちに見せたフォイゾンの鷹おう揚よう以上に親和的な態度が、ニーに啓けい示じをあたえた。

『厳格を旨むねとするフォイゾンにして、そうか……!?』

　恭順すべき者は、自らの誠心を賭かけていけば、行くべき道は見つかるであろうという納なつ得とくである。

　ドレイク・ルフトという王も、オーラマシーンがアの国にあふれる前、アリシア王女と慈いつくしみあっていた時代は、フォイゾンがみせたような大きさがあった。

　しかし、ガロウ・ランの王ギィ・グッガを駆く逐ちくしてから、ドレイクは豹ひよう変へんした。

　そうなれば、ニーは、マーベルから教えられた地上界の事例と対照させるようにして、ドレイクの治世に疑問をいだくようになった。

　ドレイク豹変は、ガロウ・ランのギィ・グッガが憑ついたからであるという噂うわさもあり、オーラマシーンの開発そのものが、ドレイクを増長させたという説も聞いた。

　機械が、素そ朴ぼくな農業世界の構造を破は壊かいするだろう、という末世思想は、オーラマシーンが世界を構成するオーラそのものを吸い尽つくして、世界を縮小させて消失させる、という風説もまことしやかにながれたのである。

　その原因についても、抗こう争そうと混交が世界の規律を乱すにもかかわらず、これをやめることを知らないコモン人とガロウ・ラン、その抗争をおもしろがるだけのフェラリオの跳ちよう梁りよう、といった事象を歴史から解き明かそうとする輩やからもいた。

　そのうえに、地上人がコモン界にあらわれてオーラマシーンをしめしたにもかかわらず、コモン界の権力に組み込まれてしまったいまとなっては、世界が、地上人まで狂くるわせて、世の終りの徴ちよう候こうを見せていると、声を高くするものもいるのである。




　ニーは、アリサに、ハンラウゴから来た士官たちは、ピネガン・ハンムの意思を挺ていして生きのびてきたミィゼナーは、多大の戦訓をもっていようから、それを教えてもらえというフォイゾン・ゴウの命令によってきたのだ、と説明してから、

「……しかし、そんな言葉を、額面どおりに信じていいものなのでしょうか？　結構すぎる待たい遇ぐうで、戸と惑まどっているのです」

「彼らは、ミィゼナーが好きではない、と感じるのですね？」

「はい……艦かん艇ていの配置を見せられました。ミィゼナーは、ラウの中ちゆう核かくに位置づけられていまして、これは、見方をかえれば、ラウの艦隊に包囲されていることであります」

「ああ……ニーは、ゲリラ戦に慣れていましたものね？」

　ものの見方などは、そういうものだろう。なによりも、この艦隊の配置は、ミィゼナーの将来の生き方の問題に抵てい触しよくする性質があった。

「……皮肉なものです……」

　その一言は、ソトロウ、ムーランにとっても実感できるうっとうしさである。

「でも、気にすることはないでしょう。ミィゼナーは、ミィゼナーなりに働き場所を見つけるであろう、というのがフォイゾン王の見解でありましょう？」

「そうでしょうか？」

　ニーの疑問は、ほかのふたりの騎き士しのものでもある。

「え……？」

「アリサさまは、王族であられますから、フォイゾン王の言葉もそのように聞こえましたでしょうが、我らにとっては、そうは解かい釈しやくできません」

　騎士ムーランである。

「そうか？」

「我らの家の存立は……我らは、王族同士の関係を良き方向に維い持じさせるために、なにをしなければならないか、もしくは、これを洞どう察さつして実行する気配りがなければ、我らの家の安あん泰たいはないのです。ニー殿どのはそれを気き遣づかっておられるのです」

「…………？　わたしの命はジョクに預けました。それで良いのです」

「だとしてもです。将来、フォイゾンひとりを王にしても、右と左にも気遣う配はい慮りよがなければならない、ということであります」

　ソトロウは、アリサの高飛車な表現に眉まゆをしかめてみせてから、老人のような賢けん明めいさで、忠誠のありようを一いつ般ぱん化かして説明してくれた。

「…………」

　アリサは、もう継つぐべき言葉を知らなかった。

「……アリサさま、戦乱の世であればあるほど、臣下のあいだにあるものは、情実ではなく、為なしたことそのものが、人の軽重を問うことになるのです。それで、家の運命もきまるのです……が、それは……王家においてもおなじか、いや、それ以上でありましょうな……勝利か敗北しかないのですから……むしろ、家の問題をもちだしたにしても、我らは勝ったほうにつく、という究極の方便をつかう余地が残されている下げ賤せんのものです」

「よい。ソトロウ……ドレイクのために、苦労をかける」

　アリサは、ついに言ってしまった。

「ご無礼を……こんなつもりはありませなんだ……ご容よう赦しやのほどを……！」

「騎き士しソトロウ、自分は、ミィゼナーが、新しくフォイゾンを王にいただくとしても、独自の戦い方を見せておかなければ、忘れられてしまうだろうと考えます」

　ニーが、アリサとソトロウのあいだにはいってくれた。

「戦争は、前線での戦果ひとつの問題です。きょうまでは将来につながる良い結果を手にいれているが、明日も、というわけにはいきません。フォイゾンはきびしい王である、という自じ戒かいはあるのです」

「そう、明日の作戦会議では、ミィゼナーの独自的行動がとれる位置をなんとしてでも確保するか、中核にあっても、たえず機先を制する戦せん闘とうを引き出せるようにしませんとな……」

「そうですね。ミィゼナーが、アの国以来のものであることを、フォイゾン王ご自身が確認しにきたのですから、王は、本ほん艦かんに独自の働きを期待しているのです。そうでなければ、戦訓などという話もでなかったでありましょう。むしろ、現在の位置は、ラウの全艦隊にミィゼナーをアピールできる位置であると考えるのが、順当でありましょう」

「なるほど……」

　アリサの指し摘てきに、三人の騎士たちは納なつ得とくする。

　補給艦のメラガラウが離り艦かんするという報告がブリッジからきたのを潮に、男たちは立ち上った。

　アリサは、ミハンに会う決心をして、整備デッキにむかう途と中ちゆうで、マーベル・フローズンとすれちがった。

「艦長は？」

「ブリッジです」

「ありがとうございます」

　この美人の地上人もコモン界にすっかり馴な染じんで、この戦せん闘とう状じよう況きようを喜んでいるのではないかと思えるほど、屈くつ託たくなく見えた。アリサは、それがうらやましかった。

『だから、わたしも気がすむようにさせてもらう……そうしないと、父の娘むすめでしかないし、ジョクに寄生する女でしかなくなってしまう。それでは飾かざり物の人形でしょう』

　アリサの思いを集約した言葉は、パットフットという滅ほろびゆく国の女王の生きざまを見てきたアリサの解答なのかもしれない。







　６　たくらむ者







「正面にくる騎き士しらしい男、見たことがあるよ」

　ステラの髪かみの毛のあいだに顔をつっこむようにして、チャムが耳元にささやけば、ステラは、チャムがよく見えるように追った。四人の軍人は、明らかにパイロットたちだ。

　人通りがすくない時間になっていたので、距きよ離りはそれなりにとったままにした。

「どこで見たんだろう。騎士バーンのちかくにいたパイロットじゃないかな？」

　彼らが足をとめたので、ステラは焼き肉の屋台に隠かくれるようにすれば、チャムは、マントのフードの端はしを頭にひっかけて、他人ひとには気づかれないようにフードのなかで立ち上がる。

「ラース・ワウにいるときに、バーンのちかくにいたパイロットなんだな？」

　ステラにそう訊きかれて、チャムは、いつもジョクといるので、ジョクの敵であるバーンを意識しすぎて、その長身の男のことを見知った顔だと感じたのではないかと思いつく。

「……たぶんね、って感じなんだけど……」

　曖あい昧まいな言い方をして、ステラに自分の立場がバレないように、ごまかしたつもりだ。

「……じゃあな。ザナド、先に失礼するぞ」

　ふたりのパイロットが、客引きの女に引かれるままによしず張りの店に入っていき、道筋にのこった上官らしい男が、長身のパイロットの腰こしを押おしながら、

「……おい、ザナド、もうちょっとむこうに、いい店があるという噂うわさだぜ」

　長身の男がザナド・ボジョンで、一方が、彼の直属の上官レッグス・グロだったのだ。

「ドーメも帰っちまって、艦にもどるわけにはいかんのだから、覚かく悟ごして頭を冷やすんだな」

　促うながされる長身のパイロットの硬こう質しつな感じに、

『正直すぎて、強いって感じのパイロットか……』

　客商売のステラは、一目でザナド・ボジョンをそう評価して、チャムに、

「まちがいないだろうな？」と訊く。

「ウン……」

　チャムは見た顔だと思えても、具体的なことは思い出せない。

　ジョクのカットグラのコックピットから放ほうり出されたときに、白兵戦を演じていた敵機のコックピットにすわっていたのが、ザナドなのだ。その戦いで、オーラバトラーの白はく刃じんのスパークがザナド機の装そう甲こうを透すかしてくれたおかげで、チャムは、外からでもザナドの顔を見ることができたのである。しかし、その直後に、オーラのスパークに感電して気絶したチャムは、そんなことは覚えていないのだ。

「よし……どっかに行ってな。仕事するからさ」

　ステラは身をゆすると、ザナドとレッグスを追う足取りになる。

「お仕事？」

「ああ、直接、バーンの居場所を聞き出す」

　ステラがどうやるのか見当はつかなかったが、チャムは、居い心ごこ地ちのいいフードから出なければ怒おこられるという雰ふん囲い気きを了りよう解かいして、周囲の人の動きをうかがってから飛び出して、いったんは、枯かれ葉はの束になった枝の陰かげに飛びこんだ。

　そして、ふたりのパイロットを追うステラの姿を見失わない距きよ離りをとっていくのは、一度知り合った人と離はなれすぎるのが怖こわかったからだ。

「……上官の命令ではありますがね、おれにだって趣しゆ味みはあるんだ。あんなババアは勘かん弁べんしてもらいたいな」

　一いつ軒けんの店から出てきたザナドは肩かたをいからせて、レッグス・グロに毒づいたとき、ステラの細身のマント姿が、ザナドの前にふわっと流れ込んでいた。

「あ、ごめんなさいまし」

　ステラは、マントの前を開くようにしていて、ザナドの前にかがむと、銀の腕うで輪わをひろったように見せた。落ちていたのではなく、拾ったように見せたのである。

「ヘーッ！」

　その瞬しゆん間かんをチャムは、杉すぎ皮がわの屋根越ごしに見て感動する。チャムが、ステラがマントの前を開いている理由も、その挙動の意味もわかったのは、男の気をひくことが好きなフェラリオだからだろう。

　ステラの作戦は図星で、ザナドは、ステラのマントのしたの他所よそ行いきの派手な衣い裳しように目をとめ、つばひろ帽ぼう子しをうしろに上げるようにしたステラの顔に、ニタリと笑う。

「なにさ？」

「い、いや、このあたりの女かなと思ってさ……」

　こういう界かい隈わいになれていないらしいザナドは、いざとなるとまるで学生である。それを見た上官のレッグスの反応は早かった。

「姉さん、声かけていいのかな？　ここは初めてなんでねぇ、通りすがりかい？」

「そうですけど？　ちょいとお使いで、いましがた帰ってきたところなんです」

　チャムには信じられないようなことを、ステラはしゃあしゃあと口にして、一方に歩き出すのだ。

　それでは、誘さそえないじゃないか、とチャムは、屋台の屋根の杉板に移っていくと、

「今夜は、もう店に出ないのかい？」

　レッグス・グロのさぐりに、ステラは、

「お客さん次第ですから……このお店にも用があるんです。言付けを頼たのまれているだけですから、すぐにすみます。お待ちいただけます？」

「いいよ。すぐなんだな？」

「そりゃね」

「どこの女こなの？」

「その隣となりのゲッソ・ハッサです」

　ステラはそう言いのこすと、チャムが取りついている小屋の軒のき下したに入ってしまう。

「本当なのかな……!?」

　チャムは、ステラのあまりに物もの馴なれている態度に呆ぼう然ぜんとしながらも、ステラのやりように猛もう然ぜんと興味をもつ。

「あの店なら一流だ。今夜は、戦争のことなんか忘れろ。バーンがお前に目をつけているというのは、ライバルだからだ。ライバル……！」

　レッグスがザナドにそんな風に教えこむ声に、チャムは、自分の勘かんが当ったので得意になったが、そうなるとステラのウソのほうが気になった。魚臭くさい料理の匂においに閉口しながらも、チャムは、店の裏口にまわってみた。

「……客をとったんだと？　フン、事情は明日にでも聞かせてくれるな？」

「もちろんです」

「ひとつだけ確認させてくれ。ラウの間かん者じやだなんていうことはないな？」

「ラース・ワウの中小企き業ぎよう組合に照会してくれれば、あたしの身元ははっきりしますよ」

「ハハハッ……よく言った！」

　厨ちゆう房ぼうの裏口にあたるところの小こ部べ屋やから、そんな野太い商人の声とステラの声がした。

　チャムは、その軒板にへばりつくと、板一枚というドアがひらいて、大おお柄がらで豪ごう勢せいだけという身なりの商人が出てきた。

「わたしが、裏口から店に言っておくから、あんたは表から客といっしょに入ってくるがいい。部屋を用意させておく」

「ありがとうございます」

　ステラの声は、厨房のざわめきのなかから聞こえる。

「なんだろ？」

　推測がつかないものの、チャムとステラが会ったときの事情が事情であるから、ウソではないらしいとわかる。となれば、バーンを知っているザナドを、チャムが特定できたということは、まちがいなく意味をもってくるはずだった。

「……フン、いいんだ……」

　チャムは、逃にげ出してきた軍ぐん艦かんにステラを案内する必要がなくなったらしいとわかれば、自分の寝ねぐらのほうが心配になる。

　食べ物屋と隣となりのゲッソ・ハッサという店の隙すき間まから通りをのぞくと、ステラがザナドを先導するのが見えたが、レッグスのほうは、すぐに反対側に行ってしまった。

　チャムはあわてて、ゲッソ・ハッサの入口をのぞける位置に飛ぶと、内で遣やり手て婆ばあらしい女のダミ声と男の声が錯さく綜そうしていた。

「さあさ、お客さま、いい娘こをご指名なさったとは、あなたさまのご武運が強いことの証しよう拠こですよぉ」

　遣手婆が、商売のことしか頭にないのは、言わずもがなではある。







　７　ゴラオンの気圧







「どこに行くのかっ！　とまれっ！」

「聖戦士殿どのの命令であります」

「いかん！　聖戦士殿は、まだ動かしてはならん。そんな命令をされるわけがない！」

「貴様はアの国の間かん者じやかっ!?」

「なんと!?　自分は第五整備大隊の……」

　男たちだけではない。女性兵士の怒ど声せいもまじって、それがジョクの頭の下で錯さく綜そうする。

「聖戦士殿は、ここにいるんだぞ！」

「カットグラまで行くだけだ！　通せっ！」

　ジョクは担たん架かに横たわって、六人の兵士の頭上にささげられて、作業で混乱している整備兵と機械のあいだをすり抜ぬけようとする。それを数名の士官たちが制止しようとしているのだ。

「許されよ。自分が彼らを威おどしました。通して下さい！」

　天てん井じようにむかって怒ど鳴なれば、ジョクの腹部と足の傷がズキンとなったが、ゴラオンで気がついたときにくらべれば、ずっと軽いものになっているのだ。

「しかし、上からは、発進許可は出ておりません」

「聖戦士とは独自のものである。許可は必要と認めない」

　ジョクがそう吠ほえるのは、そうでも言わなければ、カットグラにたどり着けないと思うからだ。

　この新造の巨きよ大だい戦せん艦かんは、フォイゾン・ゴウが直接指揮をとる艦であったために、選よりすぐりの士官たちが搭とう乗じようしていて、彼らはできがいいだけに律りち義ぎで、面めん倒どうな相手であった。

　ゴラオンに収容されてから、ジョクはフォイゾン王とエレの見み舞まいをうけ、王からは戦せん況きようについても教えてもらえたし、このあとの作戦についての議論もした。

　そんなフォイゾンの好意を感じれば感じるほど、多少の怪け我がで寝ね込こんでいる暇ひまはないと感じて、このような挙に出たのだ。

　一歩でも前線にちかいところに立って、ミィゼナーをゴラオンの先せん鋒ぽうになる位置においておかなければ、フォイゾン王にたいしてすまないと感じるのである。

　が、それだけが理由でもない。

　局所的にみれば、ジョクのあげた戦果は、ラウの国をあげて賞賛されるものなのだが、その戦果が、ミィゼナーのクルーすべての将来を保障するものにはならないのが現実なのである。

　ジョクを制止しようとする士官たちなら、ジョクとミィゼナーの関係も理解している。しかし、末まつ端たんの兵士やラウの国民までが、ジョクにとってのミィゼナーの存在意義を認めてくれてはいない。

　それでは、ミィゼナーのクルーの将来は、昔の流る浪ろうする無ぶ頼らいの騎き士しとおなじ運命をたどることになるだろう。

　ラウの国の軍にとって他所よそ者ものの軍ぐん艦かんであるのだから、一刻でも早く有効な働きをしめして、その存在をラウの軍の将兵全ぜん般ぱんに認知させなければ、ミィゼナーのクルーたちの将来の安心はないのである。

　安心……。

　それはミィゼナーで生きのこり戦う人々にとっての最大の関心事である。それぞれが、納なつ得とくできる死に場所をもとめられれば良いというのは、それは最低限の条件でしかない。

　戦士であっても、可能ならば生き延びて、平へい穏おんに暮らせれば、それに越こしたことはないのである。

　ジョクは、病びよう床しようで、それを考えたのである。

　そのためには、いますぐにでもカットグラで合流してやって、カットグラのあるところにミィゼナーありと知らしめなければならないのだ。

　ジョクがなかば威おどすようにして、担たん架かを担がせた兵士たちなどは、ジョクというアの国以来の聖戦士などは、正体不明な地上人でしかないと考えているのだ。

「とめよ！　聖戦士殿どのは、ゴラオンで数日、待機されるんだぞ」

　士官のひとりが、担架をささげもつ兵士を抱だくようにすれば、担架が傾かたむいて、ジョクの頭が下がり、そこから、二機ほどのむこうに立つカットグラの機体を目にすることができた。

「……ご配はい慮りよには感謝します。しかし、このゴラオンを満たすオーラ力、尋じん常じようのものではありません。自分にも力をあたえてくれているのですから、大だい丈じよう夫ぶです」

　ジョクは一方の兵士の肩かたに腕うでをまわして、担架からすべりおりると、両りよう脚あしで床ゆかに立った。

「クッ……！」

　また脚からくる痛みが頭までつきあげてきたが、多少うつむく姿勢をとっただけで、持ち直すことができた。

「……ご苦労だった。カットグラの修理はすんでいるらしい。感謝する」

　ジョクは担架をはこぶ指揮をとってくれた下士官に礼を言ってから、制止した士官たちに微び笑しようをみせる。

「王とは有効な協議をさせていただいて、恐きよう懼くいたしているのです。ですから、自分は一歩でも前線にちかいところで、つぎの下命を待ちたいのです」

　しゃべるか奥おく歯ばを嚙かみしめていないと痛みを忘れられないのだから、そう言うのだ。

　それでも、皮ひ膚ふ感覚を傷の痛みのありどころを追つい跡せきするように意識させながら、歩み出す。

　傷の所在を意識するのは気持ちの良いことではないのだが、すこしでも身体からだを労いたわるためには、その傷口を特定して、かばうようにしなければならない。

「このように聖戦士殿を拝見してしまった自分たちにとって、黙もく認にんできません。まして、フォイゾン王の聖戦士殿にたいするお心も知っているのです。今夜だけは、このゴラオンでお休みいただきたい」

「お顔は蒼そう白はくであらせられます」

　ジョクを追う士官たちが、口々に言ってくれる。

「気持ちは奮い立っております。痛みも薄うすらいでおります。フォイゾン王には、朝になったらよしなにとお伝えいただきたい」

「しかし、王のお目覚めまでに、聖戦士殿どのになにかありましたら、我々には申し開きができません」

「そうです。ミィゼナーには補給艦かんも接せつ触しよくしております。ご心配にはおよびません」

「道をあけてっ！」

　制止しながらも、士官たちは、ジョクの前をじゃまする兵士と整備器材をどけてくれる。

「本当に貴官らの好意、気き遣づかいには、感謝いたします」

　ジョクは、カットグラのコックピットにあがるタラップの前に立ちどまると、

「では、こうしよう……カットグラのオーラ計測メーターが、レッドゾーンにまで上らなければ、朝までここで休ませていただく。メーターが、自分の気力が正常以上であると示してくれたら、そのまま出立してミィゼナーにもどります。いかがか!?」

　オーラマシーンのオーラ計測器は、そのような癖くせを計器の針で示してくれるのだが、その針がレッドゾーンに飛びこむことは、よほどのことなのだ。パイロットの意識と生体力が異常に高くなければ、そうはならず、ジョクでも、そのようなことは、戦せん闘とう中以外には経験していない。

　この思いつきは、ジョク自身、自分のなかに言い訳を見つけ出したい衝しよう動どうがあって、申し出たことなのかもしれない、と感じる。しかし、せねばならない、という気持ちもまたウソではない。

「結構です。それなら、我々も申し開きできます。しかし、誤解しないでいただきたい。我々の申し開きができないことを恐おそれているのではありません。ときに乾けん坤こん一いつ擲てきの勇をもち、ときに時局を待つことも知ってるつもりなのです」

　そんな士官の真しん摯しな忠告を背に、ジョクは足をひきずるようにタラップの段を上った。

『言い訳になどするものか！』

　そう思う。

　カットグラの周囲で立ち働いていた数十の整備兵たちは手を休めて、そんなジョクの動静をうかがうようにした。

『…………!?』

　ジョクは緊きん張ちようしたが、周囲の好こう奇き心しんこそ自分の力になると信じるのだ。

「おい、オーラ計測器をこちらの整備台でも見られるようにせよ」

　カットグラの足元で、女性士官のひとりが、整備兵を怒ど鳴なりつける声が聞こえた。

「大だい丈じよう夫ぶで……？」

　コックピットのハッチ脇わきに立っていた整備兵長が、ジョクに腕うでを貸してくれた。

「すまない。コックピットまわりのマッスルは、みんな取り替かえてしまったのか？」

　ジョクは強がりながら、ひとりコックピットのシートにすわってみせたが、全身に脂あぶら汗あせを感じていた。

「いえ……筋力は上っておりましたので、損傷した分だけ交こう換かんしました。三十パーセントというところです。まずいですか？」

「いや、それで良い。二、三回飛行させれば、なじむはずだ。そのために、すこしでも早く飛行させたくってな？」

「そうでありますが、お怪け我がはまだ……」

「いや、いいのだ」

　ジョクのそれまでの革かわ鎧よろいは損傷して血によごれていたので、いまジョクが身につけているのは、ラウのパイロットたちのものとおなじである。そんな姿を見るかぎり、整備兵長はジョクの言葉を信じられた。

「……電気系統はいいな……」

　始動のスイッチをいれれば、コックピット内の計器は正常以上に暖かくともり、つぎにオーラ・エンジンを始動させれば、機体は正常である。

「さて……」

　オーラ・エンジンの熱量を上げて、整備兵長に機体の反応を問えば、「どうぞ」と、ジョクの生気を感じてくれる。

　ジョクに微び笑しようをみせてから、機体各部の稼か働どう部位をすばやくチェックすれば、

「いけますね……」

　オーラ計測器の針がジリジリと上っていくのをのぞきこんだ整備兵長は、コックピットのハッチの扉とびらを、なかば閉じる位置に身をひいてくれた。

　出しゆつ撃げきをするなら、つぎにタラップを引いて、ジョクがハッチを閉じ、タラップをカットグラの横にずらすだけのことである。

　ズオーン！　一気に針は狂きよう気きのように跳はね上って、最大振しん幅ぷくをしめす。

「おおっ！」

　タラップの前の計器盤ばんの前で、オーラ計測器のメーターをにらんでいたゴラオンの士官たちが喚かん声せいをあげた。

　タラップ上の整備兵長は、タラップを横に移動させる合図を出さなければならない、と思ったようだ。その下で、ジョクを制止していた士官たちが、戸と惑まどったような視線をむけたので、整備兵長は、もうすこし間合いをとってから合図をしたほうが良い、と判断する。

「…………!?」

　ジョクは、あきらかに賭かけに勝ったと感じた。ときに、機器というものは、血圧計とか心電図のように、本人以上にその状態を読みとるものである。

　ジョクは、内心、自分の気力が想像に倍する数値をしめしたので、タラップの上に立つ整備兵長に笑ってみせて、シートの左横にあるハッチを閉じるためのレバーに、手をのばそうとした。

　カットグラの周囲では、この機体の整備をしていた整備チームの面々が、満面に自信をみなぎらせて、カットグラの発進を期待した。

　ジョクを制止しようとした士官たちも、なかば無念そうに、それでも、ジョクとの約束を破は棄きすることも即そく断だんできずに、タラップ前の計器盤ばんから後退した。

「すさまじいものだ……」

「いや、聖戦士殿どのがおっしゃっていた、このゴラオンには異常なオーラ力が作用しているというのは、本当のことなのではないかな？」

「それで、聖戦士殿の傷も急速に治ち癒ゆしているということなのか？」

「そうであろうよ……」

　そんなことを囁ささやきあっていた士官たちの耳に、

「聖戦士殿っ！」

　その絶ぜつ叫きように、士官たちはカットグラの前のタラップを見上げて、その上にいる整備兵長が、ハッチを開いていったので、士官たちは冷水をあびせられたようにゾッとした。

　コックピットにもぐりこんだ整備兵長が、計器盤を横に押おしやりながら、シートのほうに身をかがめていったようだ。

「どうした!?　なにが起こったんだっ!?」

　息をつめるようにしたゴラオンの士官たちが、タラップを駆かけ上っていったときには、整備兵長は、足元のレバーに上体をもたせかけたジョクの肩かたを抱だき上げたところだった。

　オーラ計測器の針が急速に降下して、ジョクはうめいた。

「聖戦士殿……!?」

「コックピットの外に！　身体からだ全体をささえるようにしないと、お身体を痛めるぞ」

　若い士官たちは狼ろう狽ばいし、ともかくジョクをタラップの上に運び出すために、狭せまいハッチをふさいで、身動きができなくなってしまう。

「姫ひめさま!?」

　タラップの下では、そんな兵たちの声がさざ波のようにひろがり、

「どういうことですか！」

　その場にふさわしくない少女の細い声が凜りんとひびいて、ざわめきをしずめた。

「ハッ……聖戦士殿が……」

「どうなのです？」

　タラップの下に駆け込んだのは、エレ・ハンム。おおやけには、エレ・ゴウを名乗る姫である。リムル・ルフトとふたりの家臣をしたがえた少女は、ナイトガウン姿というくだけた恰かつ好こうでも、臆おくするところはなかった。

「ハッ……聖戦士殿が、眩暈めまいを感じると……」

「おろしなさい。今夜は、養生させなければなりません」

「ハッ……」

　そう答えた士官は、整備兵長に上体をささえられたジョクに、

「姫さまも案じられてのご命令であります。いざ！」

「……そ、そうしよう……」

　ジョクは、時間を待つしかない自分の肉体を呪のろう。生体のもつ限界、なによりも形あるものは無限ではなく、意思の力とか精神力で鍛きたえることができないものを実感した。

『まったく笑っちまうぜ、計器などまるでアテにならないじゃないか……！』

　看護兵でない素人しろうとのあつかいは、ジョクに痛みを感じさせるだけだったが、そんなことを口にすることはできない立場になっていた。

「……すみません。自信過か剰じようもいいところでした」

「まったくです。ジョクが、こんなにおバカさんだとは思いませんでした」

　エレの叱しつ責せきも、頭からうけるしかなかった。

「さ、担たん架かを膝ひざの高さに保持して下さい」

　リムルは、左右の兵たちに指図をして、ジョクが横になりやすいようにさせる。

「エレさまがお叱しかりになるわけです」

　担架に横になったジョクに、リムルまでが苦笑してみせた。

　最終艤ぎ装そうを完かん了りようして、オーラバトラーを搬はん入にゆうしての兵員の最終訓練を行なっているゴラオンのそのデッキには、スィーウィドーの地と天をゆるがす轟ごう音おんに聞こえはしない。

　しかし、オーラマシーンであるゴラオンは、その艦かん内ないにバイストン・ウェル世界をささえるオーラ力を吸収するように、スィーウィドーに鎮ちん座ざしていた。







　８　もつれあわせて







　ザナド・ボジョンをくわえこんだステラは、ゲッソ・ハッサの店の主人と遣やり手て婆ばばあの阿あ吽うんの呼吸にささえられて、奥おくの隙すき間ま風かぜがしのびこむような一室をあたえられた。

　ステラにすれば、店にうけいれられるということは、このまま束そく縛ばくさせられてしまうのだから、それから逃にげ出す算段もしなければならない。

　前には店の問題、うしろにはザナド……さすがに迷いはする。

　ザナドが、こういう店はこんなものか、と、ステラに聞く間もなく、枕まくらと錦にし織きおりのカバーをかけた毛布を手にした遣手婆が部へ屋やにはいりこんできて、

「お客さまは、シャワーのひとつもお浴び下さって……お飲み物などをお部屋に用意させますですから」

　ていよくザナドを部屋から追い払はらうと、まずはステラの品定めである。

「……いましがたマスカラーサの旦だん那なから聞いたばかりだから、あんたの全部を信用するわけにはいかないんだよ。元手を払ってあんたを縛しばったわけじゃないから、あんたが好きにできるんだからね？　けど、一度、足を踏ふみいれたからには、仁義は切ってもらいたいね？」

「どういうことです？」

「持っている金がないとは言わせないよ。その格好、どう考えても理由わけありに見える。部へ屋や代はもらうんだよ。商売をつづけるなら、預った金と稼かせいだ金は、節せつ句くごとに支し払はらうけどさ」

　この場合の節句とは三ヵ月ごと、といった意味だ。遣やり手て婆ばばあという人種は、同性を売ることを商売にして恥はじない女で、やることにも抜ぬけ目がない。

「いくらさ？」

「あんたのもっている全額だね」

「そういうことかい！　お見通しのとおり、事情はあるさ。けどね、男のために衣い裳しように金をかけたおかげで、これしかないけど？」

　ステラは衣裳の胸むな元もとに手をつっこみながらも、マントとバッグ、なによりも、腰こし紐ひものうしろに縫ぬい込んだ札束とナイフには気を配くばる。それだけは遣手婆に感づかれたくないので、見せかけの小銭いれの革かわ袋ぶくろは、そのまま差し出してみせた。

「……食事代にもならない冗じよう談だん、もうひとつ財さい布ふをもっていよう？」

　遣手婆はバッグを顎あごでしゃくってみせるので、ステラは、バッグの底にひそめてあるもうひとつの札入れを取り出して、恨うらめしそうな芝しば居いをしてみせた。

「……やることが汚きたないねぇ……」

「きれいな商売じゃあない……お宝一枚かい？」

「あたしたちみたいなのが、現金をもってると思ってるのかい？」

「商売やっていたんだろう？」

　遣手婆は、飽あきずにさぐりをいれてきたが、

「まあ、いいかね……客はね、朝一番に帰すんだ。けどね、客が起きる前には起きて、化け粧しようをちゃんとして送り出すんだよ？　軍人さんなんだから、あとあと来てもらえるように、気持ち良く出ていってもらわなくっちゃならないんだ」

　遣手婆が言うべきことは全部いって引きさがれば、入れちがいに、店のナイト・ガウンをはおったザナドがもどってきた。

「幌ほろ掛かけの店というのは、落ち着かないものだな」と、長身を折るようにして、ベッドの横のストールに腰こしをおろす。

「そうですね、あたしもちょっと足と手を洗ってきますから……」

　ドアのノックにあわせて、ステラが立ちあがれば、遣手婆の呼吸というのはこういうもので、ちゃんと酒しゆ肴こうをもってあらわれてくれる。

「あんたがシャワーをつかうあいだは、お客さんの話相手になってあげようさ。シェラザーゼ」

　遣手婆は、いましがたのステラとの厳しい話などは別世界のような顔をして、愛想のいい顔をみせて、その瞬しゆん間かんに源げん氏じ名なも決まったのだ。




「シャワーは、どっちなの？」

　通路の奥おくで張り番をしている男は、腰まである総そう髪はつを油でひからせて束ねていたが、ガロウ・ランのように底そこ抜ぬけに暗い雰ふん囲い気きをもっていた。その男は、黙だまって右手を指し示したのだが、その答えるタイミングのズレから、耳が聞こえないらしいとわかった。

　即そく席せきの小屋である。

　左右のドアごしに聞こえる男女のむつみあいの声を耳にしながらも、客と共用のふたつのシャワーのひとつをつかう。

　暗いガス灯が、たちこめる湯気の厚さを浮うき彫ぼりにしていた。シャワー室のすのこの下に熱湯がはってあるのだ。このような場所では、それだけで豪ごう勢せいな施し設せつに感じられた。

　腰こし湯ゆぐらいのつもりでいたステラは、金を払はらったぶんシャワーを浴びる決心をして、下着の下から本物の札束を縫ぬいこんだ腰こし紐ひもをぬくと、それをシャワーの止め金に引っかけてから、裸はだかになった。

　手早くシャワーをつかうつもりが、水浴びをしてからだいぶたっている身体からだには、とろけさせるような心ここ地ち良よさがあって、気のすむまで、という気にさせた。が、バーンに出会うまではなんでもやってみせるという覚かく悟ごが、ステラを甘あまえさせない。

　すぐにあの遣やり手て婆ばばあが渡わたしてくれた下着、といっても腰布一枚なのだが、それを身につける。

『あのフェラリオと捜さがしたほうが確かかもしれないのに、なんで、こんなことになっちまったんだ？』

　ステラは、腰布のサラリとした清潔感に、死に装束を身につけたような気分にさせられて、『……あの男がちょっとちがったんだな……』

　と、ザナドという長身のパイロットが、バーンにちかいものをもっていると感じて魅ひかれたと思い出した。そうでなければ、こうはなるまい。

　ナイフと腰紐を腰布の上にまわしておいて、その上に上うわっ張ぱりをはおるのだが、部へ屋やでそれらを外せるようにした。

「いつまで客を放ほうっておくの」

　遣手婆が、シャワー室の仕切りをはねあげて、抜ぬけ目めのない目を見せたときには、ステラは髪かみを拭ふいていた。

「お母さんのお使いで、髪まで埃ほこりだらけでしょ？　それでは、お客に失礼だろうしさ」

　お宝を身につけたあとのよゆうで、ステラはウソがつけたが、遣手婆は遣手婆で、ステラの衣い裳しように手をつっこんで、隠かくしてあるものがないかと調べもした。遠えん慮りよがないというよりも、見事な手際だった。

「ああ、そうだよねぇ……あんたはマメすぎる娘むすめだからねぇ。シェラザーゼ」

　悪びれずにステラの衣裳を調べた手を引っ込めながら、遣手婆は、ステラの芝居に応じて笑え顔がおを見せてくれて、源げん氏じ名なも確認してきた。

「はい、お母さん」

　ステラが自分の衣裳をかかえこめば、さすが遣手婆も納なつ得とくしてくれて、無罪放ほう免めんになった。




「ごめんなさい……」

「おう……一段とあでやかになったな。シェラ……」

　その言葉には頭ごなしという感じがあった。ステラは、まとめた自分の衣い裳しように、ナイフと腰こし紐ひもを押おし隠かくして部へ屋やの隅すみにまとめながら、部屋にはいるまでのザナドとは雰ふん囲い気きがちがった、と感じる。

　が、そんなたじろぎを気け取どられないように、腰にしなをつくりながら立ち上がってみせてから、ザナドの前に膝ひざ立だちをした。

「あたしにも、一いつ杯ぱい……」

「おうさ……」

　ステラにグラスを渡わたしてくれながらも、ザナドの一方の手が腰を抱だくようにしてきたので、ステラはその膝の上にすわってやる。

「一気にやれよ。肩が厚いんだな？　北の出かい？」

「わかりますか？……」

　世辞のひとつも言うのかと気をゆるしたわけではなかったが、ステラがグラスの白い液体をあおると、間かん髪はつをいれず、ザナドの手が股こ間かんにすべりこんできた。

「…………!!」

　ステラはそのザナドの物もの腰ごしに、かすかな悪寒を感じたのは、好き者のやり方とか、初めての客が不慣れで乱暴になるのとはちがっていたからだ。

　もともと相手の気持ちなど斟しん酌しやくする気配がない性質たちの男なのだとわかったからだ。一見した印象とちがう男は、怖こわい相手になる。

「どうしたんです？」

　ステラはその無ぶ遠えん慮りよな手の動きに、グラスの酒を半分こぼしたかもしれない。口を手の甲こうで拭ぬぐいながら、ザナドを牽けん制せいするつもりになってしまう。

「商売でやってんだろ？　文句をいうなって、好きなんだよ。おまえがさ」

　口先で笑いながら、ザナドはステラの尻しりをのせた足を揺ゆするようにして、膝をステラの足のあいだにこじいれてきた。

「……ちょっと……たまんないね」

　ステラは、適当にあしらう相手ではないとわかったが、口にふくんだ酒の味は悪くはないと思い出せたので、一気にやらせてしまおうと覚かく悟ごする。問題は、どこまで精力がつづく男なのか、ということなのだ。

　気を抜ぬいてしまえば、羊に豹ひよう変へんしてしまう男もいるし、その逆の男もいるのだから、おわってみるまでは油断はできない。ステラの知りたいことをしゃべってくれそうな男ではないという一点は、さすがに不安になる。

「アッ……」

　息を吞のんだ。

　ザナドの頑がん丈じような膝が、スカートと腰布を裁ち割るようにして、ステラの恥ち骨こつにゴリッと男の筋肉質の力を押おしこむようにしてきた。

「へへ……この女のツルッとした感じはいいもんだなぁ。軍ぐん艦かんのなかじゃぁ、ちょっと触さわれねぇもんだからよ。ホレ、もっと飲めって……飲んで、ブハッと股またを開いてみせろってんだ」

　ザナドの一方の手が、ステラの手にするグラスに酒をそそぐ。その挙動が器用なので、身体からだをつかうことが巧たくみな男であるとわかる。

「あっ、ああ……ちょっと静かにしておくれよ。飲めやしないじゃないか」

　ステラがグラスを口にすると、またもザナドの足の震しん動どうがはじまって、ステラは飲むふりをしながら、上体を横にかがませて、グラスの半分以上の酒をこぼすことに成功する。

　酔よっぱらって前後不覚になることはなかったが、量を飲めば飲むほどにうまくなる酒などはないのだし、ザナドのペースにはまることだけは用心しなければならない。

「フッ……アアア……」

　酒が利いたという風にしながらグラスをテーブルにおくことができれば、口を両手で拭ぬぐいながら、ちょっといい、という風に腰こしをひねってみせてやる。本気で芝しば居いをする気になった。

「ククク……いいなぁ、乳はいいなぁ……ええ!?」

　ザナドの両手が、もう若くはないものの、まだ立派に張りのあるステラの乳ち房ぶさを揉もみしだきだしたので、ステラはそれをうけてやるように胸を突つき出して、意地でも気を抜ぬき切ってやろうと思う。

「こいつ、感じやがるのか？　ええ!?」

「そりゃ、騎き士しらしい男に会えればねぇ、デク相手じゃ駄だ目めなんだよ、あたしはさ。……アの国にはとんでもなくいい騎士がいるっていうんで、ここに来てんだから……それがあんたなら最高だけど、どうなんだい？」

「いるさ。ここにな……！　結構な騎士さまがよ！」

　ザナドの手がステラの衣裳の紐ひもを引き抜くと、その手をゴゾッと腹部にいれてきて、一方の乳房をわしづかみにしながら、ステラをもろ肌はだ脱ぬぎにする。

「ハハハ……でもさ、聖戦士さんには見えないねぇ……」

　ザナドに乳房を揉まれながらも、ステラは糸口を探ってしまう。

「ヘッ、あんなものはとっくにアの国にはいやしねぇし、おれが倒たおしてやるってもんだ」

「あら!?　冗じよう談だんでしょ？　ジョクとかバーンとかって聖戦士さん……」

「おれはな、ザナド・ボジョンだよ。バーンが聖戦士だって、ありゃ二番せんじのコモンの騎士でしかねぇ。当世風のパイロットなら、おれが聖戦士になってみせるわ」

　ザナドはステラの乳房をしゃぶり舐なめながらも、膝ひざでステラの恥ち骨こつを責めるのにも熱を上げていった。それは、極度に熱心な子供の仕草に似ていないでもない。

「ふふ……知っているよ。どうでもさ、聖戦士はすごいってからねぇ、アの国のバーンバーンとかいう有名な聖戦士は、あんたみたいな人かもって思ってたから、声をかけたんだけどねぇ……ああっ！……こんなところでは、ウソの名前でとおす人がいるもんだね」

「バーン・バニングスがここにいるわけがねぇだろう。奴やつの艦ふねは、山ひとつむこうだからな」

「そうなの？　ああいうのは、あたしたちみたいなのが、嫌きらいなんだ？　くぅ……感じちまうよぉ……！」

「なに、生意気言って！　ホレ、腹を見せろ！　全部とっちまえってんだ」

　言う間もなく、ザナドの両りよう腕うでがステラの腰こしを抱だくと、ヒョッと自分の両りよう脚あしのあいだにステラを膝ひざ立だちをさせた。

　小こ柄がらなステラはそのままの姿勢で、乳ち房ぶさをザナドの唇くちびるの高さにしてしまって、股こ間かんが、ザナドの張り切った一物にまたがるようになった。その熱気が、ステラの頭を痺しびれさせる。

「クッ……ククク……」

　涎よだれをながさんばかりのザナドは、腰を躍おどらせて、ステラの上体をゆすりながら、乳房を舐なめては乳首をすすり、そのくびれに歯をたてたりした。

「…………!!」

　ステラは、芝しば居いの呻うめきを上げることさえやめた。

　嫌けん悪お感からではなく、一気にまくしたてていって、怪あやしまれてしまったら元も子もないと警けい戒かいしたのだ。

　ザナドの舌が犬のように乳房全体を舐めながらも、ひたすら股間の割れ目をめざしたザナドの指が、遠えん慮りよなく突つきささってきた。

「怪け我がさせたら、できるものもできなくなっちまうってこと、わかってるでしょう？」

　ステラはザナドの頭を抱くようにして、その耳元に息を吹ふきかけるように囁ささやいてやる。

「ククク……わかっているって……」

　くすぐったがりながらも、ステラの股間を責めるザナドの手の動きを、すこしでも牽けん制せいするように、ステラは腰を下していきながら、

「でもさ、バーンさんならさ、こういう風に激しくっても、良くしてくれるんだ？」

「ヘヘヘッ……ゼイエガのバーンはな、ありゃパイロットをやめようって魂こん胆たんなんだよ、クククッ……」

　乳房と股間をいじりまわされるステラの頭の芯しんに、ピーンと冷たい思考がはしった。

「どうしたんだ!?」

　乳房をくわえたままのザナドの怒ど声せいが飛んだ。

「アア……そこ、感じちゃうじゃない……」

　ステラは、必死でザナドに弄もてあそばれるようによそおって、いま聞かされたことで動どう揺ようしたことを隠かくそうとした。

　ステラは、自分の軽率さを忘れて、一いつ瞬しゆんの冷えを感じるザナドは、危険な相手なのだと用心するのだった。







　９　病びよう床しよう







　新造艦かんのゴラオンにとっては、ジョクこと城じよう毅たけしが一番はじめの戦傷兵である。

　士官用の病室は、壁かべのペンキはまだ乾かわききっていないのではないかと思えるほどで、二段ベッドの据すえつけはおわっていても、梱こん包ぽうされたままの布ふ団とんや毛布がまだベッドのわきに山になっていた。

「では、姫ひめさまもお早くおやすみ下さい」

　軍医と看護婦の一団が、病室のもっとも奥おくのカーテンをひいて引き上げると、ひとつだけのベッドをかこったカーテンの外には、エレ・ゴウづきの侍じ女じよと侍従の老人と武官のひとりが立つだけになる。

　部へ屋やには非常用の緑の電球が四、五個ともるだけで、寒気が暗くら闇やみのなかに立ちあがりはじめて、スィーウィドーの重い空気の圧あつ迫ぱくというものがしのびよる。

　カーテンのなかは、ひとつ薄うす暗ぐらい電球がともって、なかにいるふたりの少女の姿を浮うき上がらせている。

「……傷口があんなに閉じているとは、わたくしも驚おどろきました」

「信じられません。お医者さま方もおどろいていらっしゃいましたよね」

　エレの言葉を、リムルがうける。

「お恥はずかしい……」

　ベッドの上のジョクは、少女たちにそんな傷口を見せてしまったことを謝す以外、しようもない。

「なにをおっしゃいますか……さすが、聖戦士でいらっしゃいます」

「この治ち療りようの経過は研究しなければならないと、先生方は申しておりましたね？」

　これは、リムルにとっては冗じよう談だんのつもりだった。

「ハハハ……そのときは、おとなしく観察材料になりますよ」

　ジョクにはリムルの気持ちがわかるから、笑ってみせた。このような些さ細さいなところによゆうを見つけるしかないのが、リムル・ルフトという姫なのである。

　ジョクは、それにあわせてやるしかできないのだが、それは、自分たちの立場までも痛々しいものに感じさせた。

「聖戦士殿どの？」

　エレの透とう明めいなブルーの瞳ひとみが、ジョクを責めるように見つめれば、ジョクは、ただ目を伏ふせてしまう。

「お願いでありますから、ただの気負いすぎの行動というのはおやめ下さい。昨日までの聖戦士の働きで、もうじゅうぶんなのです。今日までの戦果をあげられたご自身の力は、過小評価してはなりません」

　小こ言ごとである。しかも、年とし端はもいかない姫ひめの理り屈くつが、ジョクとリムルに均きん等とうに投げかけられれば、それを聞かせられるふたりは、目を見開くしかなかった。

「ハイ……恐おそれ入ります……」

「ありがとう……ジョク。精神にしても生体オーラ力ちからにしても、そのありようによっては、あるべき物を大きくも見せれば、小さくもいたします」

　断定的な言こと葉ば遣づかいだったのだが、最後のほうはエレも言い過ぎと感じて、蚊かが鳴くような声になってしまった。そのような姿を見れば、エレもまだ幼い少女に見えて、ほほえましい。

「はい……」

　リムルもジョクにあわせて返事をしてしまい、この姫の前で、自分の運命を嘆なげくようなことはすまいと思う。この姫は、他人の痛みでさえも自分の痛みとして感じてしまうと、わかるからだ。しかし、なにひとつウソもいえず、強がることもできないのなら、どうしたらいいのか、とは考えてはしまう。

　運命を従しよう容ようとしてうけいれる、というのは、とても難しいことである。

「明日あすは、ギブン艦かん長ちようもここにいらっしゃるでありましょう。アリサさまも……」

「……そうなので？」

「王がジョクに会ってから決められました。お伝えいたそうとしたときには、お休みでしたから……」

「……いや、そうであればあるほど、自分はミィゼナーに戻りませんと……」

「ジョクは、フォイゾン王とお話しになったことを忘れていらっしゃいます。戦せん況きようは、まだ大きく動くことはないのです」

「ですが……」

「ジョク……。わたくしから見ても、つきつめすぎます。お願いですから、わたくし共にも楽にさせてください」

　そのリムルの物言いは、たしかに、ジョクへの思いやりにあふれていた。

　脆ぜい弱じやくで曖あい昧まいな立場にいるはずのリムルにまでそう言われてしまえば、ジョクにはもう、苦笑することもできない。

「……はい……姫さま……運命にながされるままに……」

「それは、わたくしもそうですけど……人の意識は、良いにつけ悪いにつけ、勝手に動いてしまうものです。けれど、ジョク、周囲の状じよう況きようと対照させて下さいませね……」

　その言葉には、リムル自身の反省もふくまれていると感じてしまって、ジョクは、はじめて微び笑しようを見せることができた。

「……ニーまでもここに呼んだということは、ゴラオンは進水をするということですね？」

「はい、ウィル・ウィプスの動きしだいでありますが、クの国の動静もあります。やむをえないことでしょう」

「ゴラオンが動くということは、国を動かすということです。ラウにとっても負担です」

　そう言ったエレは、霊れい感かんがあるとみられている姫の面めん目ぼく躍やく如じよたるものがあった。

　理り屈くつで理解して想像する以上に、事象の重さを予感しているのであろう。重い言葉だった。

「…………!!」

　うけてしまえば、延々とつづく会話になってしまって、また重苦しいものになってしまうだろうから、ジョクは目を閉じる。エレに頼たのんでおいたチャム・ファウの捜そう索さくのことを聞くこともやめた。

　母親のパットフットとともに隠かくれ住んでいた山小屋で、エレとチャムとはとても相性が良い関係だったので、エレの捜索の手配がいいかげんなわけはないのだ。いまやエレ・ハンムは、エレ・ゴウとして軍の参さん謀ぼうという地位にあるのだから、チャム・ファウの捜索などは、エレひとりの算段で実じつ施しされているのかも知れず、そんなことは聞きようもない。

「いまは、もうおやすみなさいませ」

　立ち上がったエレは、ジョクを見下すと、かけてある毛布の上に手をそえてくれてから、少女らしいあどけない微び笑しようをリムルにもむけて、

「わたしは、やすみます。リムルさまは、すこし聖戦士殿どののおそばにいられたほうが良いのでありましょう？」

「はい？」

「……いきなり皆みながいなくなっては、ジョクがお寂さびしいでしょうから」

　ジョクは、その幼い姫ひめの横顔を見上げて、そういうことを言えるエレをとんでもない少女だと思う。

　そのジョクの感じ方は、リムルもおなじであったのだろう。しどろもどろに返答をすれば、

「でも、あまり遅おそくなってもいけませんよ？」

　エレは、諫いさめるようなことを口にして、今度は、本当の少女の顔を見せてカーテンを閉じていった。




『……あのお方は……子供のくせに、俺おれを追いこんでいく力をおもちだ……』

　ジョクがより以上の能力、つまり、器量をもっていればどうということはないのだ、と思いたかったが、すでに遅いと痛感する。

　エレとそれにしたがうふたりの侍じ者しやの気配がとおのくと、リムルはおずおずと、それでもはっきりとした物もの腰ごしで、ジョクのベッドのかたわらにストールをよせて、すわった。

　リムルとふたりだけになるのは、はじめてなのだ。息をつく間があって、

「……ぼくは、フォイゾン王が、エレさまを水先案内になさるというお話、いま、ようやくわかったような気がいたします」

「そうですね。わたくしは、あの山小屋でのエレさまとの日々で、想像がついていましたが、聖戦士になぞらえば聖せい姫ひめとでもお呼びすべき方でしょう」

「セント・クイーンですか……」

「パットフットさまも、あの山小屋に上ったのは、エレさまの霊れい感かんとでもいったものを鍛きたえるためでもあった、とおっしゃっていたことがあります」

「……なるほど……」

　リムルの息いき遣づかいに、ジョクは、彼女が日ひ頃ごろ考えていたことをしゃべるつもりなのだと感じる。エレは、それを感じたので退席してくれたのだ。

　エレは、嵐あらしの大海に投げ出されたようなリムルを身辺におくことで、庇ひ護ごしていたのである。それは、母親のパットフットから倣ならい覚えたことであろうとも、その意思を崩くずさずに、このゴラオンにまで来ているのであるから、少女がやることにしてもできすぎていた。

「……エレさまの洞どう察さつなさったとおりです。自分で悩なやんでいるかぎりは、方法は思いつかなかったのですが、こうして、聖戦士殿どののおそばにいると、具体的にお願いするという形をとれます」

「はい……？」

「ショットさまのお館やかたに潜せん入にゆうできたとおっしゃいましたね？　わたくしを、母のルーザのところに連れて行って下さいませんか？」

「なんのために？」

「アリサさまとおなじ動機です。母のルーザを説得して、ドレイクさまに軍をすすめることを思いとどまらせるか、せめて、ビショット・ハッタさまにドレイクさまへの協力を断念させることを進言させたいのです」

　しかし、アの国の最高技術顧こ問もんであるショット・ウェポンの意見をきいたジョクには、そんなことで、戦争回かい避ひの打開策が生まれるとは思えない。

　世界全体といわないまでも、アの国を中心としたラウの国までのテリトリー、コモン界全体からいうと、ほぼ五分の一ぐらいと推定される範はん囲いが、時代という波頭にのって突つっ走ぱしっているのである。それは、リムルの母、ルーザがドレイクの元に嫁とついでくる前から始まっていたのだ。

　リムルがなにかをしなければ気がすまないという気持ちはわかっても、疲つかれや焦しよう燥そうが思わせていることでしかない、と感じた。光度がじゅうぶんでない電球のせいばかりではなく、リムルの目の下には、巾はば広ひろく隈くまが浮うきあがっていた。

「ジョクさまが次にカットグラに乗るときに、なんとかご一いつ緒しよさせていただいて、アの陣じん営えいのどこかにお連れ下さいまし」

「……よろしいでしょう」

「ありがとうございます」

　そう応こたえるリムルの語ご尾びは、消え入るようになった。実行するときの難しさに思い至って、戸と惑まどっているのだろう。

「……エレさまは、リムルさまのそのお気持ちをご承知で、このように自分との時間をつくって下さったのです。ですから、リムルさまが本気で世界のためになる行動をなさるのなら、エレさまがチャンスをつくって下さいます」

「ああ……!?」

　ジョクの説明にリムルは息を吞のんで、あらためてエレが消えていったカーテンのほうを眺ながめた。

「そういう方だと、言い合ったばかりでしょう」

「それは……そうですけれど……」

　影かげの薄うすい姫ひめが作り笑いをした。

　そして、ジョクという異種の男性を相手にしている気安さからか、混乱しているからか、ヒョイと上体をかがめて、ジョクの顔をのぞきこんできて、

「カーテンのむこうには、わたくしの監かん視し役の武官がおります。彼が報告するということだってあるでしょう？」

「もしそうだとしても、エレさまは、あのような配はい慮りよをされる方です」

「そうですか……そうですよね！」

　リムルは嘆たん息そくを隠かくすように、挙動を大きくして身を引いた。

「事態は……一いつ瞬しゆんに切せつ迫ぱくしたものになるかもしれません。だから、自分がどこまで好きにできるかは保証しません」

「はい。では、おやすみなさいませ。また、明日、うかがいます」

「リムルさまにも、よい夢を……！」

　ジョクは、コモン人流の挨あい拶さつをしてから、

「申し訳ありません。あの電気を消して下さいませんか」

　リムルは、ベッドの頭の上のスイッチに手を伸のばして、ベークライト製の大きなスプリングが内蔵されたスイッチに大きな音をたてさせた。

　電灯が消えると、リムルの影が、カーテンの外にある常じよう夜や燈とうの光を背にして、カーテンをひらく影が見え、武官のブーツの踵かかとの鋲びようがひそやかに床ゆかを鳴らした。

　肩かた口ぐちがヒンヤリとするものの、寒いというほどではない。

　下半身に集中している痛みを感じなくなっていたので、ゆっくりと上うわ掛がけの毛布をひきあげて肩をつつむようにしながら、全身の筋肉の反応を確認していく。

　キラッとジョクの視覚のなかに、ひとりの女性の顔がはしった。つづいて、老ろう婆ばの顔もはしった。常夜燈のほの暗い光がとどいている天てん井じようを舞ぶ台たいにしていた。

「バアちゃん!?…………杏あ耶や子こさん？」

　若い女性のほうの名前は、寝ね込こんでいるジョクの祖母ほどに反射的に思い出すことはできなかったので、ジョクはあわてて、

「……フロイトなんてっ！」

　口のなかでそんな名前を否定するように吐はき出していた。生なま齧かじりのフロイトの精せい神しん分ぶん析せき学がくなど否定したかったのだ。

　まちがいをするとか、すぐに思い出せないということは、精神分析学的にみれば、その対象を遺い棄きしようとしている潜せん在ざい的な欲望があるというような説だ。

『杏耶子はちがう。あれは、絶対にぼくにとっては、まちがいのない存在なんだ』

　ジョクは意識下で絶ぜつ叫きようするように、東京都下の西東京市の田た無なしにあるジョクの家にあらわれた女性、中なか臣おみ杏あ耶や子この名を呼んだ。

　出現したカットグラにあわてふためく周囲の騒そう動どうのなかで知り合って、抱だき合うこともせずに、意気投合する相手らしいという感かん触しよくを得た女性……。その彼女が、その後、ジョクの家の留る守す番ばんをするようにして、待ってくれていることなどは、ジョクは知らない。

『杏耶子……どうしたらいいんだ？　今夜は静かでも、つぎに起ることは面めん倒どうというレベルを越こえるかもしれないんだぜ』

　ひとつだけ確実なことは、杏耶子といっしょにいた青年、常とき田た俊しゆん一いちは、かならずしも彼女のよい友人ではなく、杏耶子はジョクのような青年をもとめていたということだった。彼女は、ジョクの身辺におこったあらゆる物事に、極度に感じやすい感性を発揮して、それらの事象がどういう意味をもっているのか探り出そうとした。

　それも、恐おそれ、という部分から、その結果を知らなければならないということを、ジョクに教えてくれたのだ。

『彼女の黒くろ髪かみはかたかったな……』

　杏耶子の髪にチャムがからんでしまったときに、それをほどいてやりながら、ジョクは杏耶子のむきだしの好こう奇き心しんを思い出せた。

『彼女の関心が、ぼくにからんでいた……』

　チャムとソリがあわないということもふくめて、杏耶子はジョクにちかい存在なのである。

「どう考えたらいい？　杏耶子……このゴラオンもそうだし、ウィル・ウィプスもそうなんだ。クの国でも巨きよ大だい戦せん艦かんの建造をやったという……これはおかしいことだよ……」

　また足の傷が痛み出していたが、それは傷がなおる前兆ではある。

『エレ・ハンム……あの女の子はこうやって、ぼくが杏耶子といっしょに考えることも予想してるんじゃないのかな……ラウの国……フォイゾンとエレとパットフットさまたち、ビネガン・ハンムもだが、ひとつの意思につながっている人々にみえる……なのに、ピネガンは死に、ミの国は破れた……なぜだ？』

　フォイゾンが出るのが遅おそかったというだけのことではないように感じられるのだ。まして、肉親の確かく執しつといったことが原因でもないだろう。

『なぜだ？』

　それは刻ときの流れ、時代の趨すう勢せい？　そう断じられるのか？　そこにひっかかった。

「怪あやしいな……杏耶子……？」

　そんな風に反はん芻すうするジョクも、いつしか寝ね入いっていた。睡すい眠みんは、肉体の機能の一部として作動している。







　10　トモヨ







　杉すぎの皮でふいた即そく席せき小屋の屋根にはいくらでも隙すき間まがあって、そういうところはけっこう枯かれ葉はがたまるので、その枯葉のあいだにもぐりこめば、下からの部へ屋やの暖気もあって、寝ねるにはうってつけだった。

　気になるのは、小屋から聞こえる男女の声で、苦しいのではないし、いじめられているのでもないとわかっていても、生理的に切せつ迫ぱくしてきこえる声には閉口する。が、そんなものも、子供のチャムには、慣れてしまえばどうということはない。

　チャムが癇かんに障るのは、商売で芝しば居いをしている女たちの小こ狡ずるい魂こん胆たんがまるまる聞こえる甘あまい声や下手へたな嬌きよう声せいの芝居のほうだ。

　それでも、ステラの声にはバーン・バニングスを捜さがしたいという切迫感があって、気にはならない。人というのは、気持ちをなだめるためには、どんなことでもやってしまうのだという納なつ得とく感があって、どんなことをやっていても真実味のあることは許せる。仲間意識をもってしまった者同士の、つごうのいい解かい釈しやくかもしれないのだが……。

『ステラに頑がん張ばってもらって、バーンのちかくにいられれば、ジョクのところに帰れるかもな……』

　理り屈くつでなく、チャムがそんなふうに考えてしまうのは、こうして、敵の陣じん内ない深くきてみれば、知り人のいない手がかりのなさというのは、どうしようもないものだと実感できたからである。

　そして、敵であるのだが、一度はいっしょに地上に出た仲のバーンとなら、ジョクのところに帰れるかも知れないと思ってしまう。

『そのときは、バーンとジョクが戦うんだろうけど、そのときはバーンを殴なぐってやる』

　そのていどの覚かく悟ごがあれば、あとは、ステラが呼んでくれるまで待つだけである。

『ずっと気絶していたから、寝ていたようなものなのに、なんで寝られんだろ……？』

　その屋根の下では、ステラがバーンの艦かん艇ていの停てい泊はく場所とか移動する先を聞き出すタイミングを狙ねらいながら、ザナドの激しい攻こう撃げきに身をまかせていた。

　ギュルル……。

　そのドーメ・タイプのオーラマシーンは、ひどく低空で、店筋にある林の上空を通過していった。

「うるさいな……」

　ザナドたちを送ってきたドーメがあるように、半はん舷げん上陸というようなときに、パイロットたちがドーメなどをつかうことは黙もく認にんされていたので、飛行そのものは不思議ではないのだが、そのときのドーメの飛行のしかたに、ザナドは、ステラから半身はなれたものだ。

　引き返してきたそれは、また林の梢こずえをなぎ払はらうように、店筋の真上をゆったりと飛んだ。

　アの軍のオーラマシーンではなく、クの国で建造された独自のフォルムをもつ〝ドッフオ・タイプ〟の機体である。




「なんだよ……？」

　チャムも真上を見て、その機体が嫌いやな気配をもちこむものだと感じる。

　その機体は、四本の触しよく手しゆ状のフレイ・ボンムの射出口をひろげたまま、機体を落すようにして、林の梢こずえを折っていけば、四散する枝が店筋を構成する小屋の上に舞まい落ちた。

「ウワッ！」

　チャムが寝ねているところにもそれが降ってきて、ねぐらを飛び出してしまう。

「どこの部隊だっ！　軍に言いつけてやれっ！」

　そんな声が小屋のあいだであがっても、商人たちの動どう揺ようなど眼中にない機体から、突とつ然ぜん、

「ザナド・ボジョンに用がある！　これから降りるっ！　顔を出せよっ！」

　スピーカーをつかった音おん響きようは、コモン人には雷かみなりに聞こえて、店番をしていた男たちや遣やり手て婆ばばあたちがワラワラと飛び出してくる。

「あーっ！」

　チャムは、その女性の声が予感したとおりの不快感をもったもの──危険な存在が接近した──とわかったからで、耳を押おさえながらその機体の排はい気き孔こうを見上げる。幸いだったのは、オーラマシーン、ドッフオの轟ごう音おんのおかげで、チャムの悲鳴が下の部へ屋やにいるザナドやステラたちに聞こえなかったことだ。

「……トモヨ・アッシュだ！　急ぎ会いたいっ！」

　スピーカーの音声が山間部の空気をふるわせると、その機体は、ザナドたちのドーメが着陸した広場に降下していった。

　それを見届けながら、チャムは飛び込んだ小枝の繁しげみから、もう一度、男と女のあいだに充じゆう満まんした獣けものの匂においが嗅かげる杉すぎ板いたの屋根にもどっていく。

「……トモヨ・アッシュだって!?」

　知らない名前でも、その響ひびきが気持ち悪いと直感した。




「……旦だん那なさん…!?」

　チャムが身をすくめている屋根の板一枚下で、ステラがおびえたような声を出したのも計算ずくのことで、けっして動揺してのことではない。

「……気にするな、あのバカ、どういうつもりだっ！」

　興きよう醒ざめしたザナドは、ステラの臀でん部ぶをピタピタと叩たたきながら、一物の熱気を冷ますようにしごいてみせて、

「もう一発やりたかったよな、ええ……？」

「そりゃね、いいかげんだったからねぇ……」

　そう返しながらも、ステラも力の抜ぬけていくザナドの一物を、唇くちびるで拭ぬぐうようにしてやる。このまま離はなれてしまうのは損だと感じる動揺を隠かくすために、そうするしかないのだ。

「ン……！　おめえはいい腰こししてやがっからよ」

　ザナドはステラのサービスに満足して、ステラの頭を愛あい撫ぶのつもりで揺ゆすると、残金を乳ち房ぶさの上に貼はり付けてみせた。

「こんなに……釣つりはないよ」

「その分は、つぎにやってもらうさ。シェラ」

　革かわ鎧よろいをかぶりながら、ザナドは店の入口にむかうと、「あらま、もうお帰りですかい」と、遣やり手て婆ばばあの声が無ぶ遠えん慮りよに長身を送り出す。

　ステラは、そのザナドを外に追いながら、残金の半分を遣手婆に押おし付けるようにする。

「もう帰ってこないんだね」

「あの部へ屋やは、今夜はあたしのもんだろう！　すぐに戻もどってくる」

　その声は、屋根から身を乗り出して、ザナドを追うチャムの耳にも届いたが、そんなステラをかまっている暇ひまはなかった。チャムも小屋の正面から、隣となりの天幕テントの屋根にかじりついていった。

「…………!?」

　トモヨ・アッシュの影かげは、すぐにわかった。

　店筋にきれたむこうにある広場に着陸したオーラマシーン、ドッフオの手前を歩いてくる派手なピンクに染め上げたクの軍の革鎧と、おなじ色の風よけのマントで堅かためた女。

「……なに……？」

　その女の全身からは、身につけている衣い裳しようからはおよそ不ふ釣つり合あいな、重くほの青い光がたちのぼっているのが見えた。妖よう気きそのものといった不気味に青いオーラは、ゆったりと蠢うごめく炎ほのおになっていた。

　天幕をささえている縁へりをつかんでいるチャムの両手の力が、抜ぬけそうになった。

「…………!?」

　震ふるえまできた。

　店筋の中央を歩むその女性の影を、チャムのいっぱいに開いた瞳どう孔こうが、貼り付くように追ってしまう。

　チャムの右下で、ザワッと気配が立った。小屋の入口に出たザナドが、

「ウーッ！　さぶっ……！」と、小屋から持ち出した毛布を肩かたにして、トントンと軽い足あし踏ぶみをする。

　その足音は、大おお柄がらなザナドに似合わない軽快なものだ。そのザナドの気配が、チャムとトモヨをつないだ緊きん張ちようの糸を断ち切ってくれたので、チャムは息がつけた。

「……なんだよぉ？」

「気は抜いたのかよ？」

　ザナドの声に、トモヨはその正面に歩み寄りながら、そんなふうに言った。

　チャムは、なぜか間近にトモヨを見下す勇気はなかった。天幕の縁をつかむ両手はそのままで、腰がひけてしまっているのだ。腰が抜けたのかもしれない。

「……無礼この上ないな。まったく！」

「やらせれば、文句はないかい？」

　トモヨの笑いをふくんだ声は、チャムにおぞけを震ふるわせるだけで、チャムは両りよう腕うでのあいだから、その影かげを睨にらむようにした。

　トモヨは、腰こしを突つき出すようにして、ザナドの大だい腿たい部ぶに押おしつけてもいるのだ。

「バカぁいえ。男はな、デリケートなんだよ。殺気だらけの女とまんこなんかできるか」

「感じすぎさぁね……こういう雰ふん囲い気きなら、その気にもなろうよ。フン……あんたもわりあい男ぶりもいいようだし、どうだい？」

　そのトモヨの声に、チャムはわずかに妖よう気きのようなものが遠とお退のくのを感じる。

「…………!?」

　トモヨのピンクのマントが、ザナドの前にすり寄ってひろがれば、マントを開いたトモヨの仕草には女の甘あまいしながあった。

　チャムは、それが計算ずくのものではないらしい、とわかって、人間というのは不思議な動物だと思う。

「商売女の匂においを消してくれるなら、しっぽりやってもいいがね……なんでこんなところまで来たんだ」

　ザナドの腕うでが、トモヨのマントのむこうで腰を抱だいたようだ。

「ちょいとあんたの話を聞きたいのさ。あんたは、ジョクと戦って生きている」

　そのトモヨの言葉は、チャムに取りついていた恐きよう怖ふを忘れさせ、身を乗り出してしまう。そのとき、ザナドがトモヨの腰を抱いたまま、ゲッソ・ハッサの入口をくぐらなかったら、気づかれていただろう。

「……恥はじさらしだ……他人に話せるようなこっちゃねぇ」

「あたしだって、他人に話を聞きに来たというのは、脚あしをひらくより恥はずかしいよ」

　チャムが、杉すぎ板いたの屋根にとりつくと、そんな声が聞こえてきた。

「お客さん、どうなさったんです？」

「ええ!?　また、お客さんが部へ屋やを使うんですか!?」

　ステラの商売をやっているふうの声に、遣やり手て婆ばばあの声がかさなった。

「部屋代も女の金も払はらった。文句はないはずだ」

「あたしが貸しきっている部屋なんですよ!?」

「こちらにも示しというものがあって……」

「なにかを言える立場じゃないんだろう？　ここを焼き払うことだってできるんだぜ」

　ザナド、遣手婆、トモヨの声が重なり、

「素人しろうと同士なら、ここを出ていってもらうのが筋ですよ！　お母さん。あたしの面メン子ツだって……」

「腐くされまんこがなにをいうっ！」

　ステラの抗こう議ぎに、トモヨのすさまじい言葉が、チャムの耳にも鮮せん烈れつにひびく。

「……あんたっ……！」

　ステラのつぎの言葉には殺気があったが、

「ふざけるな！」というトモヨの怒ど声せいと同時に、ステラが殴なぐられたらしい。絨じゆう毯たんに身体からだがぶつかる音などがして、下の物音にあわせて屋根までが揺ゆれた。

「やめとくれっ！　ほかのお客様に迷めい惑わくじゃないかっ！」

「お客さん、軍人さんだって、無法はご法はつ度となんだっ！　場合によっちゃあ、軍の人を呼びますぜっ！」

　店を守る男たちの声までからめば、

「チクショー！　あの女の口は、許せるもんじゃないんだ！」

　ステラの怒声に、チャムは、妖よう気きをただよわせるような女からは、引き剝はがさなければならないと感じる。

「……シェラザーゼは、奥おくで寝ねてな。そうしなって！」

　その男の声に、「あたしは、そのお客さんに、もう一度遊ぼうって誘さそわれてんだ！　その部へ屋やをつかうんなら、あたしがお客さんを楽しませているのを、あんたが見物してからだ！」

　ステラは、商売女を演じていることなど忘れたようだ。

「……どうしよう？」

　チャムは裏口の枝にかじりついて、つぎの瞬しゆん間かん、殺されたステラの身体が裏口から放ほうりだされるのではないかと思った。

「頭を冷やしてきなっ！」

　ドアがドスッと鳴って、マントとバッグを抱かかえたステラが転がり出てきた。

「ムステド！　女を外に出したぞ！」

　ステラを放り出した男の声であろう。そんな声が厨ちゆう房ぼうとシャワー室のあいだでひびいた。

「ステラ……！」

　チャムは林と小屋の隙すき間まの闇やみのなかに飛んでみたが、あまりに無防備なので、あわてて木の陰かげにもどった。

　外に押おし出されたステラは大きく空気を吸ってから、ドアのほうに行こうとした。バッグの下の手には、ナイフが握にぎり締しめられているのがわかる。

「ステラ！　駄だ目めだよっ！」

　飛び出したチャムは、ステラの髪かみを力いっぱいひいていた。

「離はなせって！……あの女を殺すんだ!!」

「無理だよ。あの女は無理だ！」

　チャムはステラの髪のなかに飛びこんで、全力でステラの頭を引き戻もどそうとすれば、チャムの羽根の勢いで、ステラの髪は八方にそそけだってしまう。

　チャムの剣けん幕まくに、ステラは、さすがにギョッとして、

「無理……!?　あの女のことを知っているのか？」

「店に入るところで、ふたりの話を聞いたんだよ。聖戦士を殺す相談をしていたような奴やつなんだよ」

「聖戦士を？……」

　チャムは裏口のドアの奥おくの明りを気にすれば、数人の影かげがあわただしく動いているのが覗のぞけた。ステラもドアに手をかけて、全身の力をぬいて、それから、

「……少しここにいますからね！　外の空気を吸わせておくれよ。お母さん！」

　ステラの突とつ然ぜんの口調の変化に、チャムは、ステラもなまじの女ではないと感心する。

「いいけどさ、ムステド！　女は外に出てんだぞ！」

　厨ちゆう房ぼうのほうから、また男の怒ど鳴なる声がしたが、もう、ステラはそんなことには構わず、身体からだをまわしたので、チャムはあわててステラの髪かみに取り付くようにして、そそけだった髪を撫なで下ろしてやりながら、

「あの女、怖こわいんだ。青い炎ほのおを光らせていたんだよ」

「ああ……わかるよ。その感じは……」

　ステラは怒いかりをこらえているのがわかったが、眦まなじりはキュンと音を立ててひきつったように見えた。そして、闇やみにむかってすすめる足を早めた。

「逃にげるよ、ここを……だけど、あの女を叩たたき殺す方法はなんとしても見つけ出してやる」

「できないよ！　そんなの！」

「荷物は持っている！」

　その言葉がもつ意味などはない。ステラが走り出す気合になっていただけだ。しかし、林のなかを走るステラからも、なにか得体の知れない気合が吹ふきだしているのが、チャムにはわかった。その険悪に変化をみせるステラに、チャムは舌を巻きながらも、その行動に納なつ得とくしてきていたので、自分までが興奮してくるのがわかった。

　ステラのまっすぐな決心に、チャムは、感動していたのだろう。走っているステラの髪を直してやりながら、思いついたことを言ってしまった。

「あのオーラマシーンをかっぱらえないかな？」

「なんだって？」

　足をとめたステラの髪を撫で下ろしながら、チャムも自分が言ったことに驚おどろいていた。

「なんだってって……。あの女の乗ってきた機械をつかえないかなって、考えたんだよ」

　チャムは、あの男と女がむつみあうのなら、絶対にステラの言うようにできるだろうと思えた。

「……!?　機械には、兵隊がいるんだろ？」

「三人はいるけど？　見てこようか？」

「ああ、騎き士しバーンの見当はついたんだ。足があったほうがいいしな？」

　チャムがそれを聞いたときには、広場のほうに一直線に飛んでいて、自分の思いつきに心から納得していた。

『そうなんだよ。あのふたりは、ジョクに会わせちゃいけないんだ！』







　11　チャムとステラの戦線







　クの国のオーラマシーン、ドッフオのハッチの下に立っていた兵は、「冗じよう談だんじゃないぜ。朝まで待たされるのか？」と、ブリッジに上って、ハッチの扉とびらを閉じていった。

「フーン……」

　チャムはドーメ・タイプの機体なら、たいてい三人の搭とう乗じよう員いんがいると知っていたから、そのうちのふたりをおびき出せば、あとは、ステラがなんとかするだろうと信じていた。

　ステラの影かげが林のなかを走ってくるのを見定めると、チャムは、とっておきの決心をして、即そく座ざにそれを実行するのだ。

　フラフラと蛇だ行こうするように広場に飛んでいくのである。酔よっぱらっているつもりだった。

　上下にも大きく波をうつようにして、「ヒック！」とシャックリもやってもみせた。もちろん、ブリッジの窓から見られるように計算して飛ぶのだ。

「ヨシ……！」

　チャムのやることを林の陰かげからうなずいたステラの声が、チャムを勇気づけたので、チャムは、よりいっそう大きく上下に飛んで、羽根をとめて落下する真ま似ねまで演じる。

「…………!!」

　ハッチを閉じた兵が、ブリッジの窓からのぞくのが見えて、ヘッドライトの光がチャムにむけられると、

「やっぱり、フェラリオだぞ！」

「ライトは消せよ！　酔っぱらっているんだよ」

　ブリッジからふたりの兵が飛び出すと、チャムの飛ぶ方向に忍しのび寄るように走ってきたのが見えたので、チャムは、その方向にあわせるようによろよろと降下してみせる。

「よしよし。いい娘こだ。こっちに来い。可愛かわいがってやる」

　裸はだかにされていじりまわされるだけならなんとかしようもある。が、まちがって摑つかまれて、羽根を千切られたりするわけにはいかないので、心臓がドキドキとしてしまう。

「…………」

　緊きん張ちようしながら酔ったふりをするのは難しい。薄うす目めをあけては距きよ離りをとりながらも、誘さそうようにもしなければならない。

「ウイーッ！」

　チャムの必死の思いが、地にころげ落ちる芝しば居いまでさせた。

「いいぞ！　オスじゃねぇな！」

　ふたりの兵が、駆かけ寄ってくる背後には、林からはなれたステラが、マントでつつんだ身体からだを、ドッフオのほうにすべらせるようにして行くのが見えた。

「ヒック！」

　地に両手をついてふらっと上体をゆらせながら、チャムは立ちあがって、「ヒーッ、ヒヒヒヒヒ……」と、両手を左右にひらいて笑ってみせるのは、兵との距きよ離りを測るためだ。

　が、怖こわいことは、本当に怖い。そして、兵がいま一歩というところで、また飛び上ることができた。

「こら、待て、可愛かわいいがってやろうってンだろ！」

「こっちに来るんだよ」

　ふたりの兵が左右からはさみうちをするようにして、兵の手がチャムの足に触ふれた。

「…………!?」

　それだけでも、ゾッとするのだが、ここで挫くじけてはいけないと自分に言い聞かせて、高度をとり、目の端はしにステラの姿がオーラマシーンのブリッジに入っていくのをとらえる。

　それで、安心したのだろう。もう一息低空になってみせたのだが、それが低くなりすぎて、今度は兵の手に捕つかまりそうになったので、避さけたつもりが身体からだを打たれてしまう。

「グヘッ！」

　オスかメスかの判別がつかないような不様なうめき声が出てしまった。が、林に飛び込むことができた。

「チッ！　正気にしちまったぞ！」

　チャムはもう、コモン人びとに触さわられたくなかったので、木々のあいだで一気に高度をとって、枯かれ葉はの束をけちらしたとき、ドッフオのエンジンの音おん響きようが闇やみをふるわせた。

　チャムを追っていた兵は、そのときは異変とは思わなかったようで、彼らは、もう一度梢こずえごしにチャムを捜さがすように、右往左往した。

　が、ドッフオが離り陸りくしたときに、ふたりの兵は、自分たちのマシンの異変に気づいたのだが、そのときは、チャムは、とっくに広場に出ていて、開いたままのハッチに飛び込んでいた。

「うわっ！」

　ドッフオは勢いがつき始めていたので、チャムは、ブリッジの床ゆかに叩たたきつけられるような恰かつ好こうになる。

「よくやった！」

「ハッ、ハハッ…！」

　ひきつった笑え顔がおをステラにむけるのが精いっぱいだったが、ステラは、羽は交がい締じめにしたパイロットの兵士にナイフを突つきつけていた。

「気を抜ぬくんじゃないっ！　あの小屋を焼くんだよ！」

「そ、そんなっ！」

　ステラは、パイロットの兵士の首を絞しめたまま、ナイフを顎あごにこじあてて、その切っ先を頰ほおに食い込ませた。ステラの足は、パイロットの背後をささえるハンドレールの上に乗っている。

「……そんなことはできないっ！」

　頰から血が筋になった。が、背中にステラが乗られる格好になったパイロットは、ステラを女だと見くびったようだったが、ステラは、頰に刺さしたナイフを引いていた。

「うっ……!?」

　そして、そのナイフの切っ先をパイロットの唇くちびるに押おし当てる。

「自分の血をもっと舐なめるかい？　こっちは、それでもいいんだから!!」

「や、やる……！」

「店の左の筋をフレイ・ボンムで焼くんだ！　変な操縦をするとあたしの手元が狂くるって、あんたの首を斬きっちまう！」

「わ、わかっている！」

　チャムは、ステラの横に飛んでいって、もしパイロットが妙みようなことをしたら、蹴けりのひとつもいれてやろうと身構える。

　ドッフオは流れるように方向をかえると、正面に店筋を浮うき立たせるガス灯の列をとらえ、バダン！　と、ハッチの扉とびらが激しい音をたてて閉じた。

「左の小屋の列、奥おくのほうが狙ねらい目だ」

「は、はい！」

　首を絞しめあげるステラを背負いながらも、パイロットは上体をささえながら狙いをつけるために、機体の周囲に装備されている四本のフレキシブル・アームを前方にむけた。が、その間に、店筋は視界から消えて後方に流れていた。

「なにやってんのっ！」

「やり直します！」

　パイロットがそう言ったとき、機体が旋せん回かいしたので、ステラの足がハンドレールの上をすべった。ナイフがパイロットの眼前で踊おどった。

「グヘッ！」

　チャムの反対側で、ナイフがどうかしたのだろう。兵士が呻うめいた。

「言っただろう！　殺されたくなければ、やりなっ！」

　いま見たのとはちがう角度で、店筋の光の列が、ブリッジの窓から見える。

「正面右のむこうっ！」

　チャムがするどく叫さけぶ。ジョクとの連れん携けいプレーのときの癖くせだ。

「はいっ！」

　おびえきった兵士が絶ぜつ叫きようするのと、窓の外にフレイ・ボンムの閃せん光こうが走り、地上が赤く染まるのは同時だった。四条のフレイ・ボンムの筋が地に突つきささって赤い炎ほのおの輪をひろげたのだが、チャムが背後の窓を見ても爆ばく撃げきは確認できなかった。

　しかし、ジョクと飛行しているのではないと思い出したチャムは、黙だまってパイロットのつぎの行動を待つ気になる。

「もっとだ！　確実に焼くんだっ！」

　ステラの絶叫が、フレイ・ボンムを発射した音おん響きよう以上にブリッジにひびけば、顔一いつ杯ぱいに汗あせを吹ふき出させた兵士は、泣くような声を張りあげて、機体を傾かたむけていく。

　またもフレイ・ボンムの筋が窓の外にきらめいて、闇やみのなかに真まつ赤かな閃光を噴ふきあげて、今度は、店筋を焼いていった。

　チャムの目にも地上にはじける炎ほのおの塊かたまりが木々をはらい、小屋を薙なぎ倒たおしながらひろがるのが見えた。

「いけっ！　やれーっ！」

　炎の色は、感情を激発させる。ステラが興奮した。

　チャムは、あの炎のなかで、ザナドとトモヨというジョクのことを話していたふたりが焼かれることを念じた。しかし、確実に焼いたとは感じない。

　まさか、その周囲で、数百十の人々が、業火に焼かれて、逃にげ惑まどっているなどとは想像もしなかった。それは、ステラもおなじで、チャム以上にそのことは思いついていない。

　ステラは、自分が侮ぶ辱じよくされたていどのことなら、殴なぐり合いですませられる女である。

　しかし、自分の客であったはずのザナドが連れてきた女騎き士しトモヨ・アッシュは、クの国の者であり、ザナドとねんごろにしながらも、自分の女を投げ与あたえることにも傲ごう慢まんで、しかも、ザナドからジョクのことを聞き出そうとした。

　クの国のパイロットで、そのような行動をとることを考える女が、バーン・バニングスにとって、良好な関係をたもつ者とは思えなかったのだ。そんな女なら、バーンをうしろから射うつパイロットだと直感したのである。

　結局、フレイ・ボンムの斉せい射しやは、数回にわたってつづけられたが、これは戦せん闘とう行こう為いではなく犯罪であった。

「ステラ、もうメチャメチャだよ」

「そうか……よし、ゼイエガが停てい泊はくしている場所にむかえっ！」

「そんなっ……!?」

「そうしたら解放してやる」

　ステラの恫どう喝かつに、パイロットの兵士は抵てい抗こうできない。善良な兵士なのである。

　炎が浮うき立たせる煙けむりが林を舐なめ、谷間を覆おおうようになった光景を見下して、ステラは、ザナドとトモヨを焼いたと思いたかった。

「まちがいないな？」

「え？　ええ……店はメチャメチャになったよ」

　チャムはさすがに、破は壊かいのすさまじさに言葉を濁にごしながらも、殺害の確認はとりようがないと気づいている。

「下に降りて確めたいが……」

「見てみる？」

「……いや、偵てい察さつ部隊だってくる。ゼイエガのほうに移動したほうがいい……低空でな？」

「は、はい……」

　一方の頰ほおを斬きられたパイロットは、血で汚よごれたままの顔に涙なみだと汗あせと鼻水をながして頷うなずく。

　しかし、このときのチャムとステラの不安は、的中していたのだ。

　ザナドとトモヨという秀すぐれたパイロットが、ドッフオのフレイ・ボンムの攻こう撃げきから逃げ出すことは難しいことではなかった。

　操縦者が、ステラの脅きよう迫はくにしたがって攻こう撃げきをかけてきたために、その爆ばく撃げき行動は、実戦ほど切せつ迫ぱくしたものではなかった。ふたりが交合しているときであれば、ステラとチャムの期待する機会もあっただろうが、ステラの攻撃は早すぎたのである。

　ザナドはまたも勃ぼつ起きしそうになった一物をなだめるだけのことで、退たい避ひできた。

　ふたりは、ドッフオの動きから、なにがおこったのか想像がつかないではなかった。だからといって、ステラがパイロットたちを挑ちよう発はつしたというほど正確に事態を把は握あくしたわけでもない。

　なぜなら、チャムにおびき出された兵士たちは、後難を恐おそれて逃とう亡ぼうしてしまって、事情を聞くことなどはできなかったからである。

　こうなれば、店を焼かれた商人たちにはとんでもない夜であっても、ザナドとトモヨは、ザナドの艦かんのドメーロが出で迎むかえにくるまでのあいだ、爆撃に遭あわなかった店の一角で、お互たがいに気を抜ぬき合うことをしてすますことができた。
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「エレさま。失礼いたします」

「はい？」

　エレづきの侍じ従じゆう長ちようクタス・カズンが呼んでくれたのをしおに、エレは隣となりの部へ屋やにたった。アリサとリムルにふたりだけの時間をつくってくれるものだとわかっていても、押おしつけがましくなく、自然な立ち居振ふる舞まいに見えた。

　巨きよ大だい戦艦ゴラオンのエレ・ゴウの居室である。

　円窓の外には、スィーウィドーの長大な茎くきと葉をささえるための気き囊のうのひとつが、ふんわりと浮ういているのが見えても、機械の動きは感じられなかった。

「……わたくしは、これからミィゼナーに帰る便で抜け出して、国に帰ります。どうなさいます？」

　ふたりはひとつのソファにならんでいたが、アリサはリムルを見ることもしないで、単刀直入にそう口にした。

「あ、はい……。ご同道させていただけましたら、ぜひ」

「いいのですね？」

「はい」

　似たような立場にいながら、別々に行動しなければならなかったアリサとリムルにとって、このような状じよう況きようでときをおいて会えば、その思いが同質なものになるようだ。

「こんなことは、ミィゼナーの誰だれも許してくれませんから、ミハンを説得するのに時間がかかりました。わたしが乗り込む前に、ミハン機に乗せてもらうように……」

「はい」

　ゴラオンでエレの相手をするしかなかったリムルにすれば、思い悩なやんでいたことを解決させる方法が、突とつ然ぜん目の前にあらわれたのだが、喜ぶのは、脱だつ出しゆつが成功してからのことであると承知している。だから、表情も物もの腰ごしにも変化を見せず、むしろ、周囲に気づかれないようにするために、いつものとおりにして見せることに気をつかう。

「エレさまにも、ご内密で……」

　そのアリサの言葉を聞きながらも、リムルが現実的な問題を意識すれば、お茶に手をのばそうとする腕うでにもつい力がはいってしまうのが、子供のようだと感じてしまう。

「……ギブン艦かん長ちようたちの作戦会議は、もうじきおわるようです」




　エレは、ふたりの内ない緒しよ話ばなしがおわった頃ころ合あいをはかるようにして、部へ屋やにもどってきてくれた。

「そうですか……よかった……」

「よかった？」

「はい、ミィゼナーは人手不足ですから、早く帰ってやらなければなりませんので」

　アリサは口に出してしまってから、そのミィゼナーを裏切ろうとしている自分の立場に、身が引き締しまってしまい、それが態度に出たのだろう。

「……気になることがおありですか？」

　エレが意地悪ではない。アリサの態度に何事かのふくみを感じてしまえば、そこは年とし端はのいかない姫ひめで、アリサとリムルを姉と思っている甘あまえが出てしまうのだ。

「はい、ギブン艦長がお願いいたしていることが、フォイゾン・ゴウ王に認められれば、嬉うれしいのですが、ミィゼナーは、お国にとっては他所よそ者ものの艦ですから心配なのです」

「ああ、兵員の補ほ充じゆうのことでしたら、心配のないようにいたしましょう」

　アリサの思いを承知すれば、エレは自分がしなければならないことを理解して、そう応こたえてくれる。

「ありがとうございます」

　アリサは深く頭をさげ、リムルもそれに倣ならうので、

「まあ、お姉さまおふたり、どうなさいました？」と、微び笑しようをみせるのだが、その瞳ひとみは笑ってはいないのだ。

　頭をあげたアリサは、そのエレの瞳に答えることはできない。

　ミィゼナーから脱出したいのは、自分が納なつ得とくしたいだけという側面を否定できないために、伝えることができないのだ。

　そんな逡しゆん巡じゆんをも見み抜ぬいているらしいエレが、あらためて問い質ただすことをしないからには、アリサとリムルがいまここで約束したことを決行して良いということであろう。そう勝手に解かい釈しやくしてしまう。

「……エレさまのお姿は、日ごとに神こう々ごうしく感じられまして、つい頭こうべが垂れてしまうのです」

「なにをおっしゃいます。お爺じいさまの威い光こうに隠かくれて、虎とらの衣をかぶっている姫ひめでありますのに」

　エレのその表現さえ、アリサにはすさまじいものに聞こえてしまう。

「過大のご謙けん遜そんは、姫さまでも許せませんよ？　将兵、臣民に慕したわれるぶん、その思いにこたえる毅き然ぜんさと洞どう察さつ力りよくをお見せいただかなければなりません。国をも導かねばならないのが、姫さまなのですから、ただのお礼ではありません……威おどしかもしれないのですよ？」

　アリサは、新しいお茶の用意をするために、入口のわきに用意されていたポットを取りに立ちながら、ようやく、いつもの姉らしい口のききかたができた。

「怖こわいことを……そんなことは、わたくしにはできません」

　エレは自分の椅い子すにちょこんとすわって、背筋を伸のばした姿勢で、アリサを見つめている。

「はいはい、できないことは承知であります」

　アリサはおどけるように言いながら、エレのカップにお茶をそそいでやる。

「そのお姿をお見せ下さるだけで良いのです。そのエレさまのお姿をお守りしたい、エレさまがご不安なくお暮しいただけますようにと、下々は頑がん張ばるのです。そう思わせるお姿をおつくりになればよいのです……国民の心張り棒でいらっしゃれば良いのです」

「いればいいだけ、とおっしゃるのですね？」

　口を尖とがらせて不服そうな表情をみせるのも、アリサの言葉の意味を充じゆう分ぶんに理解してのことである。

「はい……ジョクから……いえ、聖戦士殿どのから、かの国のことを聞いたことがございます。聖戦士殿のお国には、テンノーという国の象しよう徴ちようになる方がいらっしゃるそうです。けど、コモン界でいう王とか領主とちがって、国の政治についての責任は一いつ切さいとらないのです」

「テンノー？」

「世せ襲しゆう制ですから、政権が交こう替たいすることがあっても、テンノーは替らないのです。新しい政治を司つかさどる王がきまれば、まちがいのない政治をせよ、とおっしゃるだけなのだそうです」

「それですむのですか？」

「昔は、テンノーが貧びん乏ぼうであったり、ときには人質になって、権力者の意のままになることもあったようですが、現在は、それですんでいるようです」

「そうなのですか？」

「テンノーが殺されても、すぐにテンノーの世襲制を守る勢力が出てきて、その家を守り続けてきたのだそうです」

「そんな人は、人形ではありませんか？」

「フフ……似ていましょうな。でも、ジョクのいうことでよくわかることは……」

　アリサは、ここではジョクの呼こ称しようを言い直すことをわすれた。

「……テンノーという制度は、異民族の集った領土をまとめていくうえで、有効な手段だったのではないかということです。その時々に、武力をふるう権力者があらわれて国を治めても、そういう人たちのうえに、テンノーのような領土の象しよう徴ちようになる人をおくのです。そうすれば、武力や政治的な権力をもった人々は、テンノーの信用をとりつけなければ、好きなことはできませんから、ときどきの権力者は、テンノーがこういった、テンノーがこう望んだというふうにとりつくろったりして、政治するのだそうです」

「そういうときに、テンノーは、権力者がまちがっていれば、諫いさめたりはするのでしょう？」

「しないのです」

「はい？」

　この話の展開は、率直に物事を考えようとするエレの想像力をこえてしまう。

「テンノーは、そのときの権力者にしたがってしまうのです。家にとってのお爺じいさんのようなものですね？」

「国のお爺さん、ですか？」

「はい、それを、国という大きな所帯でやっているのです。……さて、ようやく、いればいいだけのお話にもどりましょうね？……そういう不思議な人を国の一番上におくと、国家の体制を根本的に変える必要がなくなるのです。人が心棒になりますから……」

「家があって、お爺さまがいれば、主人がなにをやっても、家にしろ、その家の伝統にしてものこるということでしょうか？」

「そうですね……ジョクがいうには、いろいろな場所からいろいろな人々があつまって国造りが始まったときに、国王が替るとすべてが変ってしまう体制では、混乱が繰くり返されるだけだと考えた人々が、テンノー制度を発明したのではないかと……それで、永遠につづく国家を産み出したのであろうというのです」

「聖戦士殿どのがおっしゃった？」

「はい……内ない緒しよ話ばなしですけれど、王家が、永遠に優ゆう秀しゆうな跡あと継つぎを手に入れることなど、ありえませんものね？」

「お爺さまも、それで悩なやんでおいでです」

「あ、申し訳ありません」

「いいのです……長おさが怠たい惰だであったり、まちがいを犯しても、お爺さまお婆ばあさまがいれば、そのまちがいを正すことはできましょう。家長よりも長生きをして、つぎの家長を待つこともできるわけですから……それで、いるだけでも、国を正し人を正せる徳を体現せよとおっしゃるのですね？」

「御ぎよ意い……」

　その間、リムルは、エレの言葉を息をつめるように、凝ぎよう視ししている気分になっていた。エレの反応とか答えは、リムルにとっては教師になった。

「リムル、わたくしたちは失礼して、ギブン艦かん長ちようの帰投のお手伝いをいたさねば……」

「はい……エレさま、アリサさまは、聖戦士殿どのとのご挨あい拶さつもありましょうから、整備デッキでのお見送りの下見にいって参ります」

「そうしておくれ、頼たのみます」

　リムルが気き丈じよう夫ぶに挨拶をしてみせたので、アリサは、自分とおなじ以上に悩なやんでいただろうリムルを知っていたから、内心、感心をした。

「……クタス・カズン、武官たちには、お姉さま方を案内したら、ここにもどるようにと伝えて下さい」

　エレは、アリサとリムルを見送りながら、侍じ従じゆう長ちようにそう命じる。

『ああ、エレさまは、すべてを見み抜ぬいておられる……』

　アリサは、通路の待ちうけるふたりの武官を目にして、エレに手をあわせたい気持ちになったが、それは許されることではない。

　武官たちに案内されるままに通路に出たリムルは、アリサの肩かたに自分の肩を触ふれさせて、

「聖戦士殿がおっしゃっていました。エレさまが、わたくしたちにこのようなことをできる機会をつくって下さっているのではないかと……本当になってしまいましたね」

「そうなんですか？　ジョクがそんなことを言ったのですか」

「はい……」

　そして、それぞれに武官をしたがえたアリサはジョクの部へ屋やに、リムルは整備デッキに降りていった。
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「自分は、エレさまのお呼びがありますので、いったんもどりますが、お帰りまでには、ここにもどってまいります」

　アリサを案内した武官はそういってから、目の前のドアをノックしてくれた。

「どうぞ!?」

　ふたつの声がした。

　武官がドアをひらいてくれて、アリサは、ジョクの個室にニー・ギブンの姿を見とめて、動どう揺ようした。隠かくし事のある心にとっては、ジョクしかいないはずの部屋に別の人物がいるだけで、ドアに一歩踏ふみこんだ足は、とまってしまう。

「ジョクの怪け我ががたいしたことがないと知って、安心しました。これなら、つぎの戦せん闘とうには間にあうというものです」

　ニーは、アリサに屈くつ託たくない顔をむけてきたので、戦場のことしか頭にない青年を、アリサは無神経だと思う。

　ジョクは、ベッドの上体をささえる部分をあげて、背をもたせるようにしていた。

「すこしはジョクの身のことを考えて、一戦ぐらいはジョクなしでやって下さいまし」

　戯たわむれた気分などはなく、アリサはそう言ってしまう。

「申し訳ありません。しかし、ジョクがこんなにも回復しているなど……嬉うれしさでつい……ジョクの聖戦士たるところを眼の当りにすれば、当てにもしてしまいます」

　最後の別れを伝える覚かく悟ごを抱いだいてきたアリサにとっては、ニーのきさくな態度が、ほんとうに癇かんに障ってしまう。

「すまないな、ジョク、ゆっくり休んでくれ」

「気にするな。アリサの我わが儘ままだよ。ニー相手だからいえるのさ」

　夫婦の関係ならジョクの言葉も、日本人的な謙けん遜そんとして、アリサにも聞き流すことができるのだが、別れの挨あい拶さつぐらいは、ふたりだけでさせて欲ほしいという思いが募つのるだけで、ジョクの口ぶりさえ冷たいものに感じられて、情けなくなった。

「じゃ……またな……」

　ニーはベッドわきのストールの上においてあった革かわ兜かぶとを手にしてくれたのだが、

「どうした？　アリサ……？」と、ジョクが目をみはったので、ニーもアリサを見る。

「……アリサさま？」

　アリサは、あふれる涙なみだの筋を頰ほおにつくっていたのだ。自分でも、どうしてこんなにもあからさまに涙がこみあげてくるのかわからなかった。肩かたが上下に波だつのも抑おさえられなかった。

「アリサ……」

　ふたりの男性も、そんなアリサに呆ぼう然ぜんとして、

「……失敬する。見送らなくていいぞ？」

　ニーはジョクと握あく手しゆをするのもわすれて、アリサの脇わきをすり抜ぬけて出ていってくれた。ドアが閉じた。

「アリサ……すまない。ぼくが、よけいなことを言ったのか？」

　ジョクは、日本人的な謙遜言葉のことを気にしてくれたのだ。

「いえ……ちがうのです……」

「……!?　……つらいことがあるのはわかるが……」

　ジョクの両りよう腕うでが前に伸のびたのだが、アリサは鼻をつまらせながら首をふった。

　前に踏ふみ出すことができず、ジョクの腕までの距きよ離りがとんでもない空白のように感じられて、嗚お咽えつをつづけるだけになった。

　いざとなると全身に力がはいらない自分に、いっそう情けなくなっていた。

「……ジョクが考えているようなことではないのです……」

　アリサは意識さえも殺して、涙の意味を隠かくさなければならないと思った。相手は、テレパシーに似たようなもので意思を伝達することもできるからだ。

　しかし、いまのジョクは、身体からだが不自由だという意識があるばかりに、アリサにむける気持ちも優しいだけだったので、情におぼれているアリサの感情に圧あつ倒とうされて当とう惑わくしていた。

　そして、そんなジョクの状態も、いまのアリサにとっては、痛つう烈れつに痛いものになる。

「アリサ……」

　立ちつくしたままのアリサのために、ジョクの足がベッドから降りるのが見えたので、アリサは、ジョクを動かしては傷のために良くないと思う。しかし、嗚お咽えつは、それを制止させる表現を思いつかせない。

　ジョクがアリサにむかって歩いてきたが、痛みを感じさせるようなものではなかった。アリサは、そのジョクの身体からだをささえなければと思いついて、ようやく足が前に出ていく。

「……寂さびしいのはわかる……しかし、どうしようもできないのだ。許してくれ、というしかない」

「そういうことではないのです。そういう……」

　アリサは手を伸のばした。ジョクの指先が触ふれてくれて、男の重さを感じた瞬しゆん間かん、

『ああ、この感かん触しよくをわたしは手放してしまうのだ！』

　嗚咽のなかで、アリサの意識が絶ぜつ叫きようした。それがジョクに伝わる。

「どういうつもりなのだ？　アリサ……」

「ウッ、アーッ！」

　ついに声を出して、アリサはジョクの肩かた口ぐちに額を押おしあててしまう。

「いいんです！　もう、あたしはドレイクの娘むすめですから、ときに、力を見せてみたいんです。もう聞かないで下さい」

「なにを考えているんだ!?　いまは動いてはいけない……アリサ……！」

「……嬉うれしい、嬉しい！　……気持ちいいんです。これでいいんですよ」

　アリサはジョクの傷を思いながらも、それでもジョクの背中いっぱいに両方の掌てのひらをはわせて、その感触を記き憶おくしようとする。

「……アリサ、お前は!?」

　ジョクのうめきに似た呼びかけも、アリサには鈴すずのように聞こえる。アリサの手と腕うでは、ジョクの肉厚な身体を撫なで、記憶し、そして、ジョクの唇くちびるに自分の唇を重ねた。

「愛してますのよ……愛して…………」

「ぼくもだ。アリサ。アリサはぼくの花なんだから、泣かないでくれ……」

　アリサの男は、唇をあわせたまま言葉をからませてくれる。

「ああ……ジョクが……！　ジョクが世界を見せてくれるというのに！」

　アリサの思考が抽ちゆう象しよう的てきな落し穴にはしるのは、そうしなければ、ジョクに計画を読まれてしまうと恐おそれたからだ。

「……アリサ、手伝えることがあるなら……」

「ジョクはいいのです……あたしはドレイクの娘なのです」

　アリサは、ジョクの舌先を吸うままに言った。それがジョクを求めることのさきがけになる。

「ああ……ジョクは聖戦士、あたしひとりのものであるより、どこまでも聖戦士なのです」

　アリサはジョクの唇を自分の唇にうつしとりながらも、両方の掌はジョクの脇わき腹ばらの厚みをはかるように、撫でおろしていく。

「……大だい丈じよう夫ぶ……？」

　アリサは、肉欲のことだけに集中するようにした。それが、アリサの最後の防衛線なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　アリサ……!?」

　ジョクの唇くちびるが、アリサの頰ほおから瞳ひとみの上にはいあがってくれた。それは、腕うでの暖かさとおなじくらいに嬉うれしいことだ。アリサは、その感かん触しよくを味わうことに没ぼつ頭とうする。

「……ああ、ジョク……あたしの男でいて欲ほしいのに……」

「アリサの男だよ」

　アリサはジョクの男性自身に触ふれてみた。ほかを触れることが怖こわかったのは、傷口のせいだからだ、と頭のなかで言い訳をする一いつ瞬しゆんはあった。

「…………!!」

　ジョクの唇が応こたえてくれて、アリサの唇を吸い舌をもとめてくれたので、アリサは口をひらいて、ジョクに舌のぜんぶをあずけながらも、身体からだには負担をかけないように、両の手でジョク自身の力の源みなもとを握にぎりしめる。

『熱い……この熱気を！』

　そういう意識だけがはじけた。ジョクもアリサの手に応えて、律動してくれる。男だと全身で感じられた。

『ジョク、ジョータケシ、世界のものっ！』

　アリサの意識が別れの言葉をならべようとしたので、アリサは、ジョクの腰こしのものをおろして、脈動するそのものだけに意識を集中する。

「ジョク……いいですね……」

「アリサ……？」

　瞳をおおうようにしていたジョクの唇が、熱気を吹ふきつける。アリサは、ジョクの唇から別れて、上体をおろすと、もうひとつのジョクに正面から唇をあててふくんでいった。

　脈打つ力がアリサの口くう腔くうをみたして、頭の芯しんまで空白にしてくれた。表層の意識をジョクに読まれたくないのだから、アリサはもっともっとおぼれたいのだ。

　それはジョクもおなじで、その眼には、待ちうけている戦場が死し霊りようの舞まう舞ぶ台たいでしかないのだから、いまこのときを、アリサのなかに埋うもれて、刻ときを全身で満まん喫きつしたいと願うのだ。

「ムウッ……」

　そのふたりのうめきだけが、ふたつの肉にあたえられた共有の刹せつ那なで、それは、ふたりの決別を内包していた。
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　ドレイク・ルフトの後妻、ルーザの連れ子のリムルなどに、ミハン・カームはなじんでいない。

　それでも、発着艦かんデッキの備品窓口から黄色の傘かさをうけとると、それをリムルに渡わたすことなどはした。

「傘なんて、なぜですか？」

「自分の機体は、このデッキの外にありますので、いろいろ降ってくるんです。スィーウィドーの胞ほう子しや昆こん虫ちゆうの死し骸がいなんかが、すごいんですよ」

　スィーウィドーの織りなす音おん響きようが発着艦デッキをみたしていたから、ミハンは怒ど鳴なるようにして説明してくれた。黄色の傘が、デッキで行動することを認められているサインにもなっているのだ。

　天てん井じようのないデッキには幌ほろの庇ひさしが設営されて、オーラバトラーはその下に置かれていたのだが、横手からもスィーウィドーの茎くきに付着した苔こけやら粘ねばついたものが飛んでくるので、傘は必ひつ須す備品なのである。

　頭上をおおうスィーウィドーの茎々は、霞かすみのなかから垂れ下るようにして揺ゆれていた。その重く低い音響が周囲の空気をふるわせて、ゴラオンは、その音響に耐たえている風ふ情ぜいをみせる。

　ミハンは形どおりに機体の各部の説明をしながら、リムルをタラップに案内した。

「とても簡単に見えますが、操縦はむずかしいのでしょう？」

　コックピットをのぞいたリムルは、そんなことを訊きいたりしたが、ミハンは逆に訊いてきた。

「本当に、アリサさまとご一いつ緒しよに脱だつ走そうするんですか？」

　コックピットに上体をかがませたまま、リムルはミハンに目をむけて、

「……はい……このまま、ミハンのコックピットに隠かくれていろ、とおっしゃってくれたのです。ミハンは気が利くから任せよと……」

　ミハンはリムルの話を半分も聞かないうちに、タラップの上から、発着艦デッキの周囲を警けい戒かいするようにした。

「リムルさまもですか……」

　ミハンは、アリサがこの計画を言い出したとき、ドレイク・ルフトが乗っているはずの巨きよ大だい戦艦ウィル・ウィプスに接せつ触しよくできる保証などはない、と拒きよ否ひをしたのだ。が、アリサは、それならアの国の首都ラース・ワウまで逃にげこんでくれとも言った。そうなれば、機体は軽いほうがいいのだ。

「アの国の軍隊は、地上からもオーラバトラーが発進するんですよ？」

「……覚かく悟ごの上です。頼たのみます。この機会しかありません」

　ミハンは、リムルなどルーザの陰かげに隠かくれている人形以上の印象しかなかったので、そのリムルのきっぱりさが意外でもあった。

「……まったく……わかりました。そうなれば、このデッキで行ったり来たりはまずいでしょう。このまま、コックピットにもぐりこんでいただけるなら、なんとかなるかもしれませんけど、窮きゆう屈くつですよ」

　ミハンは傘かさを横にして自分の身体からだでハッチを塞ふさぐようにしながら、リムルをコックピットの奥おくにはいるように促うながした。

「三人は、無理なのでしょうか？」

「空中で白兵戦をすれば、死にますよ」

　応こたえながらも、ミハンは何度となくデッキ上を気にする。周囲に整備兵がいないからといっても、どこに兵員の目があるか知れないのだ。

「……シートのうしろにしゃがんでください。自分は、ここにいらっしゃったリムルさまを送ったようにするために、一度機体を離はなれます。お隠かくしいたすためのシートなども必要ですから……」

　ミハンの立場では、ジョクの内ない縁えんの妻であるアリサ、昔なら、アリシアの娘むすめという畏い敬けいの念をもてた姫ひめが同道を許した少女の言うことは、断りようがないのだが、すこしぐらいの意地悪はしてやろうという気分はわく。

「そのあいだに、整備兵たちに見つからなければ、お連れしますよ」

「わかりました。よろしく頼たのみます」

　リムルは、コックピットのシートと背後の壁かべ、マッスルがむきだしになっている隙すき間まに身体を小さくしてかがんでみせた。

　戦せん闘とうに突とつ入にゆうするかもしれない艦に移乗したリムルは、キュロット状のものを穿はいていたので、そんな姿勢もとれるのだ。王おう侯こう貴族の婦人たちが好んで身につける強きよう獣じゆうの骨の枠わくのはいった裾すそ拡ひろがりのスカートなど身につけていれば、こんなこともできないものではない。

「その姿勢で結構です」

「でも見つかったら……？」

「昔からの兵と会えたんでここで遊んでいた、ぐらいは言ってみてください。それでも、機体から引きずり下されたら、縁えんがなかったのです。整備完かん了りようというのではありませんから、ハッチを閉じるわけにはいかんのです」

　意地悪を意識しながらも、シートの背後の床ゆかにすわったリムルが、親鳥に忘れられたひな鳥のような表情を見せたので、ミハンは多少溜りゆう飲いんをさげて、傘をとるとタラップを降りていった。




　ミハンは、リムルのもっていた傘を、発着艦かんデッキの奥おくの備品管理の受付けにもどしながら、

「すまないが、一メートル四方ぐらいの薄うすい幌ほろをわけてもらえないだろうか？」

「官姓せい名めいと所属部隊名。使用目的を具体的に申告しろ。それ次第だ」

　備品係の窓口は、返へん却きやくリストの伝票の整理で顔もあげない。

「ミィゼナーのミハン・カームだが、制式所属は……」

「ミィゼナー!?　こりゃ失礼いたしました……ああ、リムルさまの傘かさでありましたか……ご無礼いたしました」

「いや……」

　ありがたいということは、こういうことだ。聖戦士のちかくで働いているという事実は、前線部隊では、尊ばれている。この手続きで、リムルは、このデッキから帰ったことになるのである。

「所属部隊名は結構です。我々もよく知らんので、ミィゼナーだけで十分であります。どういう幌ほろがご入用ですか？」

「スィーウィドーでは機体が汚よごれすぎて、困っているのです」

　ミハンはそれだけ言った。相手が一方的に好意をもってくれているなら、あとは相手に任せたほうが良い。

「ああ……ミハン機の場所は天てん井じようなしですからな。そりゃ、ご苦労でありましょう。機体清せい掃そう用の布を一通りそろえましょう。ボロ布ばかりというわけではありませんぞ」

「では、姫ひめさまのことがあるので、ちょいと出るが、すぐにもどる」

「はい……！　直ちに用意させます」

　備品担当の士官には、リムルを見送ると思わせながら、ミハンはその場からもっともちかいトイレをつかっただけで、備品担当の窓口にもどる。

　そこで用意してくれた幌と清掃用の布の束をうけとって、デッキに出れば、発着艦かんデッキは、ゴラオンの作戦会議に出席していた艦長たちがそれぞれの所属艦かん艇ていにもどるところで、ますます喧けん騒そうが激しくなっていた。

「ミハン！」

「はい……!?」

　アリサが、一方の通路からミハンの姿を見つけて駆かけ寄ってきてくれたが、その顔はこわばっていた。

「リムルは？」

「コックピットに隠かくしていますが、見つかっているかもしれません」

「そう……艦長にも内ない緒しよです。本当にご苦労さま……リムルは部へ屋やに帰った？　元気がないようでしたが、どうしたのでしょうねぇ？」

　最後の言葉が大きくなったのは、ちかづいてくるエレ・ゴウとそれにしたがうニーとジョクに聞かせるためだからだ。

「ジョク！　いいんですか!?」

　ミハンは重傷で寝ねているはずのジョクまでが歩いてくる姿に、歓かん声せいをあげる。

「まだ駄だ目めだ。姫さまがお許し下さらない」

　肩かたをすくめてみせたジョクは、負傷兵が着せられる白いうわっぱりの上に、騎き士しらしいローブを羽織っていた。

「明日にもミィゼナーにもどします。けど、ミハン・カームも大変技量をあげられたと聞きましたので、ジョクは必要なくなったのではありませんか？」

　エレ・ゴウは、ミハンを見上げながら、そんなことを言った。ミハンは、エレの異常な気安さにシドロモドロして、

「そんな……!?　このすさまじいゴラオンがあれば、ジョクはミィゼナーに来てもらわないとバランスがとれません」

　ミハンはうかつに、ミィゼナーのなかでつかうような気安い口のききかたをした。

「ミハン！　ここはゴラオンだぞ！」

　ニーが色をなしながら、黄色い傘かさをミハンにさしかけてくれる。

「ハッ……!?　ああ、申し訳ありません。姫ひめさまがあまりに……」

「それにしても、だよ！　では、エレさま失礼いたします」

　ミハンを肘ひじで押おしあげるようにして、ニーはミハンに傘をさしかけて、ミハンの機体のほうにむかった。

　アリサは、一言、二言、エレと挨あい拶さつをかわすと、武官からうけとった傘をさした。

　ミハンは、アリサが口にした芝しば居いがかった言葉で、ニーとジョク、それにエレが騙だまされたとは思えなかった。いまの挨拶のなかで、アリサはエレを言いくるめたのだろうと思うしかなかった。

　エレとジョクが侍じ従じゆう長ちようと武官をしたがえて、整備デッキの脇わきの回かい廊ろうにあがっていく姿を見上げながら、ミハンは、デッキ中央を歩行運動をするオーラバトラーが通りすぎるのを待った。

　エレは、舷げん側そくまで出てオーラバトラーの発進を見送ることは許されていないのであろう。発着艦かんデッキの中央あたりのキャット・デッキから、デッキを見下すようにした。

　コックピットにタラップをつけたままのミハン機は、なにも変ったことはなかった。

　周囲で立ち働く整備兵たちと、発進するオーラバトラーを誘ゆう導どうする甲かん板ぱん員いんの怒ど声せいが、スィーウィドーの音おん響きようのなかにはじけていた。

「あ、艦長は、こちらの機体です」

「おお、上まで傘はいらないのか？」

「庇ひさしがありますから」

　ニーはミハンが言うままに、ミハン機の隣となりのゴラオン所属のドウミーロックのタラップの前に立ちどまって、ミハン機にむかうアリサを見送る。

　ミィゼナーからこのゴラオンに来るについては、ゴラオンの所属機が各艦かん艇ていの艦長を運んだのである。アリサを運うん搬ぱんしたミハン機だけが、ゴラオンに接せつ触しよくすることを許された他艦のオーラバトラーだった。

　帰りもまた、ニーとアリサは別々のドウミーロックでミィゼナーに帰投する手て筈はずである。

　タラップを上りながらミハンは、背後から上ってくるアリサの傘を見やった。

　緊きん張ちようの面持ちをみせたアリサは、タラップの段のとちゅうで立ちどまって、エレとジョクのほうに傘を差し上げたりした。いつものように演技してみせる、ということであろう。

『妙みようなんだよな……ドレイクだってアリシア時代のドレイクじゃないのに、なんでおれはこんな厄やつ介かいな仕事を請うけ負おっちまったんだ？』

　ゆうべから考えていたことが、また頭によぎる。

　アの国の反逆者であるミハンがアの軍と接せつ触しよくすれば、終身刑けいか死刑である。生き延びられる可能性は、ラウの国の捕ほ虜りよになったとみえるアリサをドレイクのもとに送り届けたことで、罪は軽くなるというていどである。その場合、リムルがいることは悪いことではないはずだった。

　しかし、ミハンには、別の期待があった。

　昔からの騎き士し道どうにたてば、反逆者でも捕虜を奪だつ還かんして送り届ければ、その後、敵味方として、いさぎよく戦場でまみえるために黙だまって釈しやく放ほうしてくれるという話だ。

　騎士道の華はなやかかりし時代の寓ぐう話わである。

『……おれはそんなにロマンチストかよ……？』

　そう自じ嘲ちようしてみても、ミハンはヒーローになるか処刑されるかという運命の岐き路ろに立つことが、恰かつ好こ良よい生き方かもしれないと憧あこがれる青年になっていた。

　農民上りの朴ぼく訥とつな青年が、いきなり仕えたのがジョクという聖戦士であったという不幸である。ミハンはアリサの懇こん願がんをきいたとき、寓話の主人公になる夢をみたのである。

「あ……大だい丈じよう夫ぶで、よかったですね？」

　ミハンはシートの陰かげのリムルに、思わず声をかすらせる。

　身分の高い少女が膝ひざをかかえて、椅い子すの陰に隠かくれるようにすわって、ミハンの顔を見ると、力なくも嬉うれしそうにしてみせた。

　この条件がととのいすぎている光景に、ミハンは意地悪をする気分を忘れて、抱かかえてきたボロ布の束から、薄うす手での新品の幌ほろをとりだして、それをリムルにかぶせようとした。

「あ、いるのですね？」

　タラップを上ったアリサの声が、ミハンの背後ではじける。

「床ゆかに伏ふせていてください。発進する前に、必ず整備兵がここをのぞきに来るのです。これはパイロットでも拒きよ否ひできません」

「造作をかけます」

　幌の下から、リムルの声がした。

「……アリサさまは、リムルさまのお身体からだをまたいで足をおいて、来たときにおなじように立って下さい」

　ミハンはシートにすわりながら、発進前のいつもの手順をしていく。

「……ドウミーロックの手に乗せて下さい」

「ハッ……!?　スィーウィドーを抜ぬけるのです。そんなことは危険です」

「マントはあります。あとはミハンの操縦次第でありましょう？　ジョクにもエレさまにも、わたくしの姿を見ていてもらいたいのです」

　アリサの声は凜りんとしたもので、タラップの下で隣となりの機体の発進準備を待つニーもギョッとした。

「どうなさった？」

「ジョクを驚おどろかせてやるのです。ドウミーロックの手に乗って帰ります。ミハン、急ぎなさい。整備兵が参りました」

「は、はいっ！」

　ミハンはコンソール・パネルを前にまわして、エンジンを始動させる。

「失礼！」

　アリサの立つタラップに、甲かん板ぱん士官が駆かけ上ってきて、

「発進するなら、報しらせてくれなければ、困るではないかっ！」

　そう怒ど鳴なりながらも、それは形だけである。甲板士官にとっては、下の兵にたいしての示しをつけたいだけなのだ。

「すまない。姫ひめさまがあのとおりだ」

　ミハンは顎あごをしゃくりながらも、苦笑半分という顔をみせる。

「まったくな……では、すぐに誘ゆう導どうするぞ。隣となりの三十三番機といっしょだな？」

「そうだ」

　甲板士官は形通りにコックピット内を一いち瞥べつしてから、ハッチの扉とびらを閉じてくれた。

　ミハンは、自機の左手をアリサの横になる位置に上げて、アリサがドウミーロックの掌てのひらに乗ってすわるのを待つ。甲板士官は、ミハン機の指が、アリサの身体からだをささえるのを確認してから、タラップを移動させる。

「よーし！　ミィゼナー五番機、ゴーラ三十三番機、発進位置に！」

　突とつ然ぜん、ミハンのコンソール・パネルの前のスピーカーに、鉱石無線特有の激しいノイズとゴラオンの発着艦かんデッキの管制官の声が飛びこんできた。

「ミィゼナー五番機、ミハン、発進位置に移動します」

「どうぞっ！　急いでっ！」

　ニーが隣のドウミーロックのコックピットに乗り込むと、そのタラップも整備兵の手で機体の横に移動させられるのが見えた。

　ミハン機の左手にすわったアリサは、キャット・デッキのエレとジョクのほうに大きく手を振ふって、はしゃいでいるように見せていた。エレも応こたえているようだった。

　甲板士官の旗が発進をうながすように振られたので、ミハンは自機のエンジンの回転をあげて、オーラ係数がレッド・ゾーンに飛びこむのを待つ。

「ミィゼナー五番機、発進します！」

　ミハンは、自機の羽根をつかった。それの浮ふ力りよくで可能なかぎりゆっくり機体を離り艦かんさせて、アリサに不安を感じさせないように機体をまわして、アリサの視界をエレとジョクのほうにむけてやるのだ。

　その間に、ニーを乗せた同型機が離艦した。

「……リムルさま、もうよろしいでしょう」

　ミハンは、言ってしまった。

「あ？　はい！」

　布がゴソゴソと動いて、リムルが立って顔をのぞかせる。

「ああ……！　これがゴラオンなのですね……！」

「はい、これが動くということは、恐おそろしい光景です」

　ゴラオンの全体を視界にいれるには、かなりの距きよ離り、後退しなければならない。その距離感が、ミハンにあらためてゴラオンの巨きよ体たいさを認識させた。

　ミハンは、発着艦かんデッキの人ひと影かげの識別ができなくなったので、速度をすこしだけ増しながら、ニーを乗せたドウミーロックを追う姿勢をとる。

「三十三番機。アリサさまをコックピットに収容する」

「急いでくれ。あとから発進する連中からどやされるからな！」

　ミハンは、スィーウィドーの海かい藻そうの葉の上に機体を滞たい空くうさせて、アリサに高度差を感じさせないようにしてから、アリサを乗せた掌てのひらをハッチ前に引き寄せる。

「アリサさま、どうぞ」

「すまない。厄やつ介かいをかけました」

　アリサの表情には、ジョクに別れの挨あい拶さつができたという納なつ得とく感が見えて、穏おだやかなものになっていた。

「いえ、このようにしていただけましたので、みんなの目をごまかせました」

　アリサに手を貸しながら礼を言うミハンは、すべてアリサが言い出したことから始まっていることなどすっかり忘れて、この脱だつ出しゆつ行こうに全身全ぜん霊れいをかけるつもりになっているのだ。

　アリサは、リムルと肩かたをよせあって、ミハンのシートの背後の隙すき間まに立って、リムルの手を握にぎりしめていた。

　リムルには、別れの挨拶をするような相手がいなかったことを思い出せれば、自分はまだ幸せの縁ふちに手を掛かけているのだと感じた。

　こうして、ふたりの姫ひめがミハンのシートの背後に立つ形になった。あとは、随ずい伴はんするゴラオン所属のオーラバトラーをどう巻くかだけである。

　が、それはこれまでの作業ほど難しいものではない、とミハンは計算していた。

『ニー艦長、すみませんが、勝手やりますぜ？』

　ミハンは胆はらのなかでそう言うと、スィーウィドーの森を抜ぬける直前で、随伴機の三十三番機が追えなくなってしまったという芝しば居いをして、ニーを乗せた機体の追つい跡せきを振ふり切ることができた。

　ミハンは、そこまでパイロットとして成長していたのである。







　15　のこされた戦士







「リムルさまも、おわかりだったと存じますが……」

「情じよう況きよう的てきにわかっていたということと、現実にリムルさまがいなくなっていることを識しることとはちがいます」

　エレの語気が感傷を抑おさえているぶん、激しくふるえる。まるで、成熟した女性が親の死にたえて、弔ちよう問もんの挨あい拶さつをうけているふうだ。

　ジョクは、気をつけの姿勢を硬こう直ちよくさせるだけで、なす術すべもない。アリサがミィゼナーに帰るときに、リムルの姿がないことを意識して看過したという感かん触しよくがあった。それは、エレもおなじだったはずなのだ。

　直立するジョクは、おさまっていた痛みがまたぶり返してくるように感じられる。ズキッとゆるやかにはいあがってくる痛みは、萎なえる意識と連動しているらしかった。

　アリサを見送ってからぶり返した痛みに、ジョクはしばらくベッドに横になっていたが、リムルの姿がなくなり、ミハン機が行方ゆくえ不明になったという報告がきたときには、痛みはおさまっていたので、自分の足でエレの居室にきたのである。

　しかし、また痛みが神経の配列を頭に刻みつけるようにしてくれるのだ。

　エレは、テーブルの本を閉じて、

「勉強を教えてくださる方が、ひとりいなくなりました」と言った。その本は、歴史の教科書だった。

「申し開きできません……が、あのふたりにとっては、姫ひめさまとフォイゾン王のご好意が厚すぎて、耐たえられなかったのでしょう。アリサは、自分の内ない縁えんの妻であります。処しよ罰ばつが自分におよぶのなら、それは甘かん受じゆいたします」

　エレはジョクの言うことなど聞いていない。

「父には、無用な捜そう索さくなどさせないほうが良いと伝えておきます」

「自分のことにつきましても、ご判断を仰あおぎます」

　念を押おすジョクに、エレはようやく怒おこった顔を上げて、

「そんなことをいうのでしたら、わたくしだって知っていたのですから同罪です」

「アリサは、自分の妻でありますから」

「内縁のご関係でしょう。そんなこと……聖戦士殿どのは休むがよい。ラウのためミのために、じゅうぶんに働いてもらわなければならないのです。それが罰ばつといえば罰であります。父王も同じお考えであることは、わたくしが保障いたします」

「ハイ、よしなに……」

「退さがって良い」

「ハッ……」

　最後の一言は、できすぎた姫ひめ、エレにしては投げ遣やりで、自分の感情を扱あつかいかねているふうである。ジョクは頭こうべを垂れて退出すると、自室にもどっていった。




　ひとり寝ねなければならないベッドの部へ屋やには、探そうにもアリサの香かおりの残ざん滓しもなかった。

　そのベッドに、ひとり横になったジョクは、エレはチャムのことを口にしなかった、と思い出せて、それも寂さびしかった。

「…………!!」

　アリサ……。

　自分は、あの女性を便べん宜ぎ的に扱いすぎていたのではないかと怪あやしんでしまう。あのハンダノの城での短い、ままごとのようだった生活は幻げん想そうだったのではないか、と思えてしまうのだ。そうではないと思いたかったが、現実の結果がこうであれば、幻想だと思える。

　アリサがドウミーロックに乗る前に、この部屋を訪れてくれて、肉のざわめきに身をゆだねた記き憶おくは、現実のものではある。あのとき、ジョクは、アリサの実態があったと記憶しているのだ。

　そうなら、ハンダノの暮しだって本物だと思いたいのだが、索さく漠ばくとした思いが胸を空くう洞どうにしていけば、空洞になった胸の面がじょじょに外にひらいていくように感じられて、内臓を押おしつつむ内ない殻かくがひっくりかえって、虚きよ無むに対面するようになる。

　それが、浮ふ游ゆうするという感覚を得たときに、ジョクの感性が拡散した。

「…………!?」

　眠ねむりの感覚……？

　そうではない。

　索漠感？　そうでもない。

　空くうに涙なみだがあふれ、はしる。そう知覚できた。が、それも怪しい認識で、意識が錯さく綜そうしているだけのことだと意識しているのだ。

　眠りを捕つかまえたときには、絶望的な空くうの感かん触しよくが霧む消しようしたときで、それでも、ジョクの全身の神経は泣いていた。その悲しみで神経節はたえまなく痙けい攣れんして、表皮一枚で形成されているジョクという存在を波うたせ、そして、また言葉が産まれる。

『かなしいよ……オウッ、オッオッ…………かなしい……ウッウッ……』

　こんな言葉であらわすことができるのは、その悲しさを忘れはじめていることだ。

『……オッ、オッ、オッ……ああ、人間って奴やつは、ただの畜ちく生しようだよぉ……オッオッオッ……絶望的な悲しささえも忘れられて、腹がすく、小便をたれる、肉がそれを要求する……オッ、オッ、オッオッオッ……これが人間の機関だとよ……オン、オン、オオン……』

　ジョクは夢のなかで、意識がすがれるもの、甘あまえられるものをもとめて、涙のうねりのなかを泳いでいた。

　ダッポリ、ダッポリ、ダブリ……おぼれちまう……。

『杏あ耶や子こさんっ……さん、さんっ！』

　涙なみだを泳ぐのがこんなにも重いのか!?　涙というやつはいつまでも粘ねばるのだ。泳ぎながら、ののしっている。

『アヤコッ……ここはさ、おなじなんだよぉおぉぉ……！　アヤコッ、その手をのばして、掬すくい上げてくれっ！　もうみんないなくなっちまったんだ……！』

　涙のうねりのむこうに、ドウッと飛沫しぶきがふくれあがって白い山になる。その飛沫の山は、ゴウゴウと足元の波を前後左右にはじき飛ばす。

　グッハッン！

　うねりがジョクの眼前を襲おそい、そのときジョクの眼まなこは、飛沫を降り落したものが、杏耶子の腰こしそのものだとわかる。

『そこに行くまでっ！』

　涙の海の上にあらわれたのが腰の山なら、その涙の下には杏耶子の芯しんがある。そこにもぐりこめば、悲しみは忘れられるのだ。

『アヤコ、アヤコ、アヤコッ……!!』

　香かぐわしい薫かおりが、涙色の海を豊ほう饒じようなものにかえるのだろうか？　ジョクの腕うでと脚あしが狂くるったように波をかきわけて、杏耶子の山に突とつ進しんする。白い壁かべは、杏耶子の肌はだそのもの……。その中心はどこだ？　杏耶子の核かくはどこだ？　杏耶子、そばにいるのなら、ぼくを救ってくれっ！

『ああ……杏耶子が崩くずれる。涙海に沈しずむ……泡あわになるな！　杏耶子、ぼくの男の心張り棒になって、涙海をかきまわしているのだぞ！　それを感じて、ぼくの前に塊かたまりになれっ！』




　　＊　＊　＊




　その日、戦線の中ちゆう核かくに位置するミィゼナーは動くことはなかった。フォイゾン・ゴウは、エレの進言をよく聞いて、言った。

「ミィゼナーには、二機のオーラバトラーを補給するように手配して、聖戦士殿どのの帰き艦かんのおりに、同道させよう」







　16　暗号はトロゥ







「ゼイエガであることは、まちがいないのか？」

「この暗号表を見ればわかるだろう？」

　頰ほおの傷のために、顔半分を包帯でつつんだパイロットの兵士は、口がよく動かない。バンソウコウがないので、そういうことになったのだ。彼は、ブ厚い暗号表の一ページをステラにしめして、ますます情けなそうな顔をみせた。

　その艦かん影えいを山ふたつほど前方に捕ほ捉そくして、パイロットは、その艦ふねの無線から、艦名を特定してくれたのである。

　パイロットの腰こしには太いロープがくくられて、それがブリッジの中央に設定されているハンドレールにつながっていた。パイロットの両手を拘こう束そくすることができないので、ステラとチャムにとって気の抜ぬけない状じよう況きようがつづいたのだが、そのロープは気安めになっていた。

「よし、無線でトロゥと呼びかけるんだ」

「トロゥ？　なんだ？」

「よけいなことを訊きくんじゃない。トロゥだけで用はたりる！」

　ラース・ワウのステラの店に居ついていた、オスのフェラリオの名前である。

　朝になってから、ステラのドッフオは、何回かドレイク軍のオーラバトラーの動きを目もく撃げきしては、山やま肌はだに這はいつくばり、森にもぐりこむように飛行したのだ。

　ステラの乗るドッフオは、カラカラの山さん塊かいのカタムの谷で、アの国とクの国の将兵が遊んでいた店筋ひとつを炎えん上じようさせたのである。トモヨ・アッシュとザナド・ボジョンを殺せないにしても、所属部隊の連中が掃そう討とうにくるのは当然だろうし、バーンの乗る艦かん艇ていを特定できたにしても、ノコノコと接せつ触しよくするわけにはいかないのだ。

　そこでステラは、トロゥという名前を発信させた。

　その名前は、ステラの店に出入りをしていたバーンなら、この名前が伝えられれば、迎むかえにきてくれるはずだと踏ふんだのだ。

　ステラとチャムの捕ほ虜りよになっているパイロットは、なれない手つきで電でん鍵けんを叩たたいてくれた。

「トロブになっている！」

　チャムが、コンソール・パネルの上から怒ど鳴なった。

「なんだって!?」

「えっ!?　そうか？　ちゃんとやっているぜ」

　チャムをのぞきこんだ憔しよう悴すいしきったパイロットは、ステラの突つき出したナイフに怯おびえて、またも額に脂あぶら汗あせを吹ふき出す。

「最後は、トントンツーでしょ！」

　チャムが正確にモールス信号風の符ふ号ごうをおぼえていたわけではない。が、ミィゼナーに同乗していたおかげで、いくつかの信号は知っていたのだ。

「正確にやるんだ。ゆっくりでもいいはずだろう！」

「ああ、やるから。今度は、まちがいない……」

　パイロットは、額の汗あせを拭ぬぐう暇ひまもあたえられず電でん鍵けんを叩たたいて、チャムの了りよう解かいをもらうと、ドッフオの機体を下げていった。

「……しばらくしたら高度を上げて、艦の動きをみる……」

「どうなるんだ？　いつまでもこんなことやっても、いつかは撃げき墜ついされちまう」

「いまの暗号電文で、迎むかえがくることになっているんだよ。そうすれば、無事釈しやく放ほうだ」

「そんなバカな……」

「ホラ、前が崖がけだ！　高度を上げたら、また無線だ」

「あ、ああ……」

　ブリッジの小さな窓に断だん崖がいがせまり、ドッフオはそれを乗り越こえるようにして、前方の視界がひらく。と、チャムが、ひっくり返るような声で、オーラバトラーの接近を叫さけぶ。

「こっちにむかっている！」

「トロゥだ！　打電しないと攻こう撃げきされるぞっ！」

　ステラは、パイロットの腕うでが飛んでこない距きよ離りをたもちながら、前方の窓をのぞいてみたが、正確な板ガラスになっていない窓からでは、歪ゆがんだ光景しか見えないので、あわててしまう。

「まちがいないか？　チャム!?」

「ウン、あの船のところから出たよ。オーラバトラー、四機だ」

「……こちらのことを認めてくれたなら、なにか反応があるはずだ」

　パイロットがモールス信号を打っているあいだにも、ステラは見よう見まねで操そう縦じゆう桿かんを押おして、機体の高度を下げて、いざという場合、谷間に隠かくれるのだ、とパイロットに指示をする。

「あ……来た!?」

「なんだい？」

「ステラ、ステラって……そう聞こえるけどな……？」

　パイロットはブリッジの窓に上のスピーカーから聞こえたノイズの断続音を解読してくれた。

「それが暗号だっていうの！　こちらの位置を教えるために、トロゥはここ、ステラはここ、って、そう発信しなさい！」

　チャムがそう命令した。もう完全にカットグラかミィゼナーにいる気分になっている。

　ステラは、そのチャムのいうことがとんでもなく正確なことらしいと感じて、パイロットに数度頷うなずいてみせる。

「……やんなさいなっ！」

　チャムはそう怒ど鳴なりながらも、ふつうのフェラリオ以上に機械のことを知っていることを、ステラに知らせてしまったと気づいた。

　チャムは、パイロットの手が電鍵をつかう音を聞きながら、ガラスのもっとも透すけて見える部分に顔をよせて、山並のむこうに大きくなってくる機き影えいを観察して、事態が自分に面おも白しろい方向に推移していないことも気づいてしまう。

『バーン・バニングスが来るの……？　どうしよう!?』

　もしそうなら、姿を見られてはいけないとは思う。かといって、機械なしでミィゼナーにもどることもできない位置にいるのだから、接近するオーラバトラーが、ステラを確認した返電に憂ゆう鬱うつになる。

「よし、これで絶対攻こう撃げきされない……あたしは、上で迎むかえに出るからね」

　ステラはブリッジの中央のハンドレールに足をかけると、ブリッジの中央天てん井じようのハッチの扉とびらのハンドルをまわしてからハッチをひらいた。と、吹ふき込んだ風がブリッジ内にまわったので、チャムは窓まど枠わくにかじりつく。

　ステラは、その風にさからいながら、ブリッジの屋根にあるプラットホームに上っていったが、オーラバトラーの戦せん闘とう空域にはいってしまった今、助かるためには、ステラの言うとおりにするしかないと判断したパイロットは、機速をおとしていった。

「……音声受信に切り替かえるぞ！」

　パイロットがプラットホームにあがったステラに呼びかければ、プラットホームに立ったステラが、どういうことだ、と怒ど鳴なり返してくる。

「拡声器に接近するオーラバトラーのパイロットの声が聞こえるようにするんだ！」

「そんなことができるんなら、さっさとそうしなよっ！」

　額に青筋を浮うかべたステラが怒鳴っている間に、

「……トロゥを語る者は、ステラなのか！」

　受信音のノイズのなかに、増ぞう幅ふくされたバーン・バニングスの声がひびいた。プラットホームから逆さまになってその声を聞いたステラは、

「そうだと言え。こちらステラです！　だ！」

　ステラの声は感極まってひっくりかえってしまう。

　そのステラの声を聞けば、チャムは良かったと思うのだが、そのことと、自分の問題はまったく別なのだ。接近しているのは、チャムがよく知っている敵で、チャムひとりではどうすることもできない情じよう況きようになってしまったのだ。

『逃にげるしかないのぉ……!?』

　窓枠にかじりついたチャムは、さらに大きくなるオーラバトラーの影かげに迷った。

「そんなの……こっちは声は発信できないんですよ！」

　顎あごをじゅうぶんに動かすことのできないパイロットは、真まつ青さおになって電でん鍵けんを叩たたけば、

「そこで待機！　こちらから接せつ触しよくする……!?　ドッフオの後方、追つい尾びする機き影えいっ！　所属部隊はどこかっ！」

『え!?』

　チャムはスピーカーのバーンの声が、まったく違ちがうことを叫さけんだので、ステラのほうを振ふり仰あおぐと、ハッチのむこうに、プラットホームのハンドレールにすがって乗り出しているステラの背中がのぞけた。

『バーンは、誰だれに呼びかけたの!?』

　チャムはパイロットに聞こうとしたが、包帯だらけのパイロットは、前方のオーラバトラーの動きに戦せん々せん恐きよう々きようとしているだけで、チャムの存在などは眼中にない。

「クッ……!!」

　チャムはプラットホームに上がるハッチにむかって飛んだのだ。が、チャムにすれば、猛もう烈れつな風が吹ふきこんでくるハッチである。

「うわっ！」

　風にあおられたチャムは羽根をうしろにひっぱられて、ブリッジに押おし戻もどされてしまう。

「ステラ！　なにが来ているのっ！」

　窓ガラスのひとつにぶつかって、身体からだが壁かべにそって転がる。それでも、吹き荒あれる風から脱だつ出しゆつしようとして、折れたかもしれない羽根に力をこめて、背中にそわせたまま全力ではばたく。

「クッ！　こんなのっ！」

　戦せん闘とう中のカットグラから放ほうり出されるほうが、よほどひどいと言い聞かせながら、吹き込む風にさからって、チャムはハッチの縁ふちに摑つかまることができた。

「ステラッ！」

　プラットホームに身体を押し上げようとしながらも、チャムは一方の空を見上げて息を吞のんだ。空を飛ぶ習性を身につけているミ・フェラリオだから、空での反応も早い。

　雲ひとつむこう、といっても、それほどの距きよ離りではない空域に、ピンクのオーラバトラーを認めたのだ。

「五時、上四十度！　敵機！　逆に逃にげるんだ！」

　チャムはジョクに呼びかけるように、包帯だらけのパイロットに絶ぜつ叫きようする。

「えっ!?」

　チャムの足元にいるパイロットが、肩かた越ごしに振ふりかえるのを、チャムは、『それでは遅おそいんだ！』と感じてしまう。

　チャムの前に立つステラの足が、チャムの声に空を振り仰あおいだように動いたのだが、チャムは、そのステラの足のむこうにバーン機の機き影えいを認めながらも、もう一度、後方を振り仰ぐ。そのピンクの機体は、すでに攻こう撃げき態勢にはいっていて、フレイ・ランチャーの狙ねらいも定まったと見えた。

「ステラッ！　下にぃっ！」

　絶叫した勢いにのって、チャムはステラの踵かかとあたりに飛びつくつもりで、上体を乗り出したのだが、反応遅く、ドッフオが退たい避ひ運動にはいり、気流が、チャムの身体をプラットホームから引きはがすように働いていた。

「おいっ!?」

　ステラの顔とその手が、チャムを捕つかまえようとしたのが、チャムに見えたが遅かった。

　空に泳ぐステラの指がとても美しく伸のびやかで、そのむこうのステラは、つぎになにが起ろうとしているのか予測がついたような表情になって、その恐きよう怖ふを忘れるために、チャムを助けるというよけいなことに意識を集中させたのだ、とわかった。

「ステラ！」

　そこに立っていてはいけないんだ、と言いたかった。が、しかし、つぎにチャムが見たものは、フレイ・ボンムの筋だった。

　それはまちがいなく正確にステラを中心にして、炎ほのおの筋をつくっていた。

「うわーっ！」

　一いつ瞬しゆんの熱気がチャムの身体からだを襲おそったが、それが羽根を焼くことはなかった。チャムの小さな身体は空を舞まい、なかば気絶した状態で落下した。







　17　交こう錯さく







「…………!!」

　身体つきや髪かみ型がたなどを識別する距きよ離りまでは、もう一息になったときに、バーンは自機を加速させて、僚りよう機きを後方にしていた。

「ステラかっ！」

　その人ひと影かげが、手を振ふるのが見えた。

　接近する怖こわらしいオーラバトラー、ディーモッシュを、バーンが操縦していると知って振られている両りよう腕うで！

「バーン！」

　その女が、そう叫さけんでいる、と見えた。

「ステラ、なんの用でこんなところまで来たのかっ!?　俺おれに会うためか!?」

　そのときのバーンは、俗ぞく世せいのしがらみを忘れてそう叫べた。




　バーンの母ぼ艦かんゼイエガが、手配中のクの国のドッフオが、接せつ触しよくを要よう請せいしてきた語句を、パイロット詰つめ所しよで聞いたバーンは、ステラが来たと直感できた。

『……トロゥと発信しているのか？』

　バーンは無線室の情報士官に、ドッフオの無線内容の確認をすると、自ら接せつ触しよくすると申し出たのは、店をもたせておきながらも、地上界から帰ってから、会ってやっている暇ひまなどがなかったと思い出せたからだ。

　しかし、ステラは、そんなことで愚ぐ痴ちをいう女でもなく、屋や敷しきに押おしかけてくるような無ぶ粋すいなことをする女でもなかった。身分と器量の分ふん別べつをもっている女、というよりも、ひとりの女として気位を誇こ示じしているようなところがある女だった。

　だから、前線まで、オーラマシーンに乗って接近してきたとなれば、よほどのことである。

『なんでステラが……？』

　この情じよう況きようは、理り屈くつではありそうもないことなので、怪あやしいと感じた。

　だからこそ、バーンは、周囲には適当に言いつくろって、ドッフオのプラットホームに、ステラその人を見たのである。

　顔が識別できる距きよ離りになっても、事態の怪しさが解消することはなかった。

「……!?」

　バーンは、勃ぼつ起きするような思いにとらわれながら、この現象はなんだ!?　と、ステラに問いかけた、そのとき。

　ステラの姿は、フレイ・ボンムの直ちよく撃げきのなかに消えた。ドッフオを追撃してきたトモヨ・アッシュのピンクのオーラバトラーがやったのだ。

「トモヨ……!!」

　しかし、バーンの思いは、おおやけに口にできる性質のものではなかった。

　カラカラ山さん塊かいのカタムの谷たに間あいで奪うばわれたクの国のドッフオなら、目撃しだい撃げき墜ついして良いという命令が、全軍に発令されていたのである。噂うわさでは、そのドッフオは、トモヨが女を買うために調達したもので、それをミの国の残党が奪い、後こう陣じんの店筋を焼いたという。

　ならば、それをトモヨが追って撃墜したというのは、正当なものであった。

　ドッフオは、機体中央を直撃されたために、フレキシブル・アームを四散させて火の塊かたまりになって、山と畑のひろがる地上に黒こく煙えんの筋を伸のばしていった。

「ステラ……!?」

　バーンは、気休めを承知で、ドッフオが直撃をうけた空域にすべりこんで、彼女の身体からだが見つからないものかとさぐった。

『トモヨ……!!』

　黒煙が柱を崩くずしはじめた。空域にホバリングしたバーンのディーモッシュは、接近するトモヨ・アッシュの痛いようなピンクの機体を振ふり仰あおいだ。

「責任上、あたしがやらせてもらった」

　いきなりトモヨ・アッシュの声が、バーンの耳を貫つらぬいた。

「……我が艦かんとの接触を要よう請せいしていたようだった。手が早すぎるな……!?」

「そうかい？　奴やつらには恥はじをかかされたんだよ」

「そうらしいな……軍用機を私用につかったから、こういうことになったのではないのか？」

「なんとでもいえっ！　私用ではなかった」

　トモヨ機は、バーン機にフレイ・ランチャーの銃じゆう口こうをむけたままホバリングしていた。無神経なのではなく、場合によっては、射うってくるかもしれないという殺気があった。

「……長ちよう距きよ離り飛行をしてきたのだろう。我が艦で機体の点検をして、帰投するがいい」

「そうさせてもらう……あたしだけじゃないからね？」

　ピンクの機体がバーンの視界の上に消えると、かなり遅おくれた三機のオーラバトラーの編隊が雲間からあらわれ、トモヨ機と合流をする。

「トモヨの編隊を誘ゆう導どうしてさしあげろ！」

　バーンは、僚りよう機きにそう命令すると、僚機がトモヨの編隊に合流するのを確認もせずに、まっすぐに母艦にとって返した。

「ステラ……こんなところまでなにをしに来たんだ？」

　バーンはトモヨの編隊を背にしながら、あらためて口のなかで問いかけていたが、解答など返ってくるものではない。

「くそおっ……！」

　バーンは、自分の不徳、という言葉を思いついて、ブルルと全身をふるわせた。




「……騎き士しバーン・バニングス？」

　長身のトモヨ・アッシュがちかづいてくる姿は、風に吹ふかれて梢こずえをさわがしている大木がすべってくるような威い圧あつ感かんがあった。

　バーンは、彼女を正面に迎むかえながら、革かわ兜かぶとをとって総そう髪はつに風をいれた。

「ご活かつ躍やくだな？」

　ピンクの機体はよく見知っていても、このようにトモヨに対するのは初めてである。

「皮肉はいい」

「一射で仕留めたのは見届けたぞ？」

　バーンの眼に冷笑があると感じたのだろう。トモヨは、眉み間けんにたてに皺しわをよせて、

「聖戦士の威力に気絶して、戦線を離り脱だつした情けない女パイロットだよ。あたしは？」

　その声も、バーンには大木の梢がザワザワと鳴っているように聞こえる。彼女の背後の発着艦デッキから外が見晴らせて、艦の構造物の風切り音が渦うず巻まいているせいではない。

　しかし、先の戦せん闘とうで、トモヨがオーラ光につつまれた艦にはねとばされて気絶したからといって、それはトモヨだからである。ふつうのパイロットがトモヨのような情じよう況きようにあえば、撃げき墜ついされているという威力だったのだ。

「そう謙けん遜そんできるのは、貴公が優ゆう秀しゆうなパイロットである証明だ。つぎには偉い大だいな戦果をあげよう。それを祝福しておこう」

「世辞は抜ぬきだと自惚うぬぼれていいのだな？」

「もちろんだ」

　そう答えながらバーンは、トモヨという大木の枝が逆立ったと感じる。

「聖戦士のひとりといわれる騎き士しバーン。その本量を見せてもらえると嬉うれしいな」

「貴公には、もともと力量がある。ディーモッシュでも、ピンクのガウベドにはかなわないだろう」

「フン、騎士の家の出というのは、あたしたちとちがって口がたつものだな」

　ビジッ！

　トモヨは真まつ赤かな口紅を歪ゆがんでみせると、一方の手に握にぎった手て袋ぶくろで、あいたほうの掌てのひらを叩たたいてみせた。その音は、するどく力があった。

「わたしは、パイロットとしては、貴公より実績があって、いろいろなパイロットを見てきた。この目がいうことは、すこしは信用しろ。貴公に負けないように、叱しつ咤た激げき励れいの言葉を自分に投げかけているのが、わたしなのだ。その結果は、ムザとは負けんということではある」

「そうして欲ほしいな。世界の層フイールドを縦にはしった騎士などは、バーン・バニングスだけなのだからねぇ？」

「そうだ」

　バーンの返答を待たずに、トモヨは気配も感じさせずに、ヒョィと背をむけた。

「…………!!」

　トモヨの流りゆう麗れいにみえる背中が、バーンには険しい断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに見えた。バーンは、ステラのスの字も口にできない自分に奥おく歯ばをならして、呻うめいた。

『そうか……ステラは、この女を見たのか……』

　ステラは、このようなトモヨのことを知ったから、身を挺ていして教えに来てくれたのだ。彼女には、そのようなマメなところがあった。

　バーンはステラのそういう部分を愛したからこそ、身分が決定的にちがう相手であっても、忘れることも、無下にすることもできなかったのである。

　ステラが北方のどこの地方の出かさだかではないのだが、ラース・ワウの市に薪まきを売りに来たときに、バーンが見み初そめて店をもたせたのである。山出しの女に人づきあいができるのか、と思わせながらも、それをやってみせてくれた意地の強さと、気性の素直なところがあった。そのため、店は繁はん盛じようした。

　ステラは、経済的な自立ができたころ、ジョクがラース・ワウに現れたので、まずステラの店に隠かくれさせたりしたのだが、今回の経けい緯いについては、さすがにバーンにも想像はつかなかった。ステラは、彼女自身が意識していなくても、目の前で起った事象をつなげていける力をもった人だったのだろう。敵を引き出すようなことができるような立場にいる人とか、なんでもかんでも運を呼びこめる人とか、その逆の人と、人にはそれぞれ引くものはある。

『偶ぐう然ぜんで、こんなに近くまで来れるわけがない』

　バーン・バニングスの母ぼ艦かんゼイエガは、この一昼夜、忙いそがしかった。

　ステラがカタムの谷にたどり着いたころには、補給のために、後方のミの国の艦かん艇ていの工場群のある町、テッテサマに移動していた。そして、この昼には、さらに、アの国とミの国の国境ちかくの水すい晶しようの森にせっする村、クッタウラーガへむかう途と中ちゆうだったのである。

　ドレイク・ルフトが、つぎの艦隊戦の前に、ゼイエガをウィル・ウィプスに接せつ触しよくさせよという命令を出したのは、バーン・バニングスの戦隊にあずけるものがある、という理由があったからだ。

『こちらが動きすぎで、ステラを苦労させた……』

　まさに、このような経けい緯いでは、偶然以上のなにかが働いたと考えるしかない。

『あの女は、丸まる腰ごしのステラを殺した……この仇かたき、とってやる』

　トモヨの実態に接することができた僥ぎよう倖こうをステラに感謝し、バーンはそう決した。

　しかし、だからといって、バーンは、ふくらはぎの横に装備している短たん剣けんを抜ぬくことはしなかったのは、そのときは、ステラへの哀あい惜せきの念にとらわれていて、それを忘れていたのである。

　もし、このとき、感情にまかせてトモヨに仕し掛かけていたら、バーンは死んでいただろう。気力の在り様が、あまりにもちがっていたからである。

「騎き士しバーン！　艦内電話がはいりました。無線室に上ってくれということであります」

　甲かん板ぱん士官のひとりが、バーンに声をかける。

「今度はなんだ!?」

　バーンは、再度、無線室にあがって、つぎの所属不明機の存在を知った。

「ラウの国の投降機であります」

　無線室に駆かけ込んだバーン・バニングスは、無線士の背後にあるデスクの上の地図に目をやったが、数種類の色の玉のピンが林立しているので、問題の機体が、どの色のピンで表示されているのかわからなかった。

「赤の大きいピンが、我がゼイエガで……」

「そのていどのことはわかっている。この茶色のピンか？」

　バーンは、ゼイエガの進行方向で接するのではないか、というコースをとるピン列をさした。

「そうです。このコース、奇き妙みようだと思いませんか？　投降の意思表示をしながらも、途中の我が観測所の指示にしたがうことなく、直進しているのです」

「たしかに、一直線のコースではあるが……捕ほ捉そくしてからどのくらいたつのか？」

「はい、ミの国の国境線を越こえたこの観測所で、このオーラバトラーの投降の意思表示を受信してから、一時間たちます」

「接触した機体はないのだな？」

　訊きくまでもないことは、地図をみればわかる。そのコース上にある定点観測所は、三ヵ所しかなく、オーラマシーンが駐ちゆう留りゆうできるような基地はないのだ。

「問題なのは……」

　無線室のドアがひらいて、ストラド・スケンソン作戦司令がはいってきた。

「そのドウミーロックは、ウィル・ウィプスの所在を知って飛行しているようにしか見えんということだ」

　地図の前に立ったストラドが、残りすくない白はく髪はつの髪かみを両手でうしろに撫なでつける癖くせは、神経にきているからだ。

「……トモヨ機が撃げき墜ついしたドッフオとの関係は？」

「まったく見えません。ドッフオは、我が艦かんを追う気配がみえましたが、その侵しん入にゆう方向や時間から考えあわせてみても、こいつが連れん携けい行動をとっているとは……それで……」

「騎き士しバーンの所見を聞きたくて呼んだ」

　ストラドが、無線情報士官の言葉をうけてきた。

「偶然ではないのでしょうか？」

　そう言いながらも、バーンは、ストラドの懸け念ねんはもっともだと感じている。ミの国とラウの国境を越こえてからのコースは、ゼイエガよりもずっと効率的に、ウィル・ウィプスが係留されているクッタウラーガの村に接近しているのである。

「投降なら、コースをかえてどこかの基地に降りるわな？」

「……なにがご心配で？　このまま我がゼイエガが進行すれば、たいして時間がかからずに、オーラバトラーで接せつ触しよくできる距きよ離りにつめられます」

　バーンは、地図上のピンに表示されている時間を確認するために、無線情報士官からうけとった表で、茶色のピンの移動時間を確認する。

「偶然にしても、だ、ウィル・ウィプスの所在を知っている飛行物体が、前線の小こ競ぜり合いを抜ぬけてここまで来たとなれば、よほどの覚かく悟ごであろう」

　騎馬の戦争しか知らなかったストラド・スケンソン司令がそう言うのは、初老になってから機械をつかう戦争に対応しようとする努力のゆえんとわかるので、バーンは黙だまって聞いてやった。

「でな、騎士殿どの……この投降をよそおうドウミーロックは芝しば居いであって、ウィル・ウィプスの所在を確認したら、なんらかの方法で、後方の敵部隊がウィル・ウィプスに襲おそいかかる意図があると考えられんか？」

　ストラドとバーンの家には、隣りん接せつした土地の境界問題などをかかえてはいたものの、このような場では、老人の質問は明めい瞭りようだった。

「それはないでしょう。聖戦士の機体は、ザナド・ボジョンが損傷させています」

　バーンは、スケンソン司令の想像を否定しながらも、死亡でもしないかぎり、ジョクならこんな作戦を提案して、ラウのオーラバトラー部隊にやらせるだろうと思った。

　ミの国のオーラマシーン部隊の手て強ごわかった戦いぶりは、ジョクがマシンのネットワークを組んでのことであったと、その後の調べでわかっているのだ。

「高空の監かん視しはどうなっているのだ？」

　バーンは考え直して、情報士官に訊きく。

　そのバーンの態度は、ストラドにとって安心できることだったので、将軍は、ようやく地図の前の椅い子すにすわった。

「現在のところ、各監視所では一万五千メートルを越えたオーラバトラーの動きは確認できません」

「雲のためか？」

「観測機器も整備されておりませんので……」

　急進的に機械の生産が拡大しているアの国でも、直接武力として威い力りよくを発揮するものにかぎられていて、前線で使用されるこまかい道具の生産と補給には、まだ手がまわらないのが実情なのだ。戦線を拡大しすぎたからでもある。

「……トモヨの編隊はどうした？」

「訊ききます」

　無線室の一角で、下士官が発着艦かん甲かん板ぱんに連れん絡らくしてくれて、トモヨたちはすぐに帰投すると伝えてきた。

「トモヨたちには、投降の意思表示をしているドウミーロックと接せつ触しよくさせるな。この機体については、なんとなく気になる。乗員の尋じん問もんの機会もなく、トモヨの流りゆう儀ぎでパタパタと落されては、ロクな情報収集もできない」

　バーンの命令は、受話器を手にした下士官から、甲板士官にまで伝えられた。

　その間、

「騎き士しバーン、行ったり来たりですまないが、そろそろオーラバトラーの足で捕ほ捉そくできる距きよ離りになる。このドウミーロックと接触してくれんか？」

「一番ちかい艦の任務ですが……？」

　なんでまた自分なのか、とバーンは一いつ瞬しゆん思う。トロゥの言葉で、かってに偵てい察さつに出てしまった自分への当てつけかとも思う。

「いや、ほかの者でもいいのだがな、なんというか、投降の意思表示をしているにしては、このドウミーロックの動きは、切せつ迫ぱくしすぎていると感じるのだ」

「わかりました」

　老人は勘かんがにぶるというのは一面の真理であろうが、このときのバーンは、歴戦の勇士であるストラド・スケンソンの一言に共感していた。

　再度、バーンが、ディーモッシュのコックピットにすわったときには、あの目め障ざわりなピンクの機体のガウベドの姿は、発着艦デッキからいなくなっていた。







　18　チャムの怒いかり







　チャム・ファウは、あの母親の胎たい内ないにも似た平へい穏おんなクスタンガの丘おかの夢をみていたというよりも、そのなかにいる、というほうが正しいかもしれない。

　ウラシマソウのような仏ぶつ焰えん苞ほうにつつまれたチャムは、立ったままでも身体からだ全体を苞がつつんでくれていたから、怖こわくはなかった。身体をつつむものは、クスタンガのものがすべてそうであるように身体にはやさしかったので、チャムは眠ねむるつもりだった。

　それでも、仏焰苞から直接茎くきになっている部分がグングンと伸のびているのを、チャムは全身で感じていた。

　頭上の葉は、まるで翼つばさのように左右にひろがって、花か序じよ軸じくから伸びたつり糸のような糸は前方に大きく伸びて、茎全体がむかうべき方向をアンテナのようにさぐっていた。

『どうしたの!?　あたしは、疲つかれているんだから、もう寝ねていたいんだよ！　おばあちゃん……！』

　叫さけんでみても、その声をうけとめてくれそうな実態、たとえば、モアイとかジャコバ・アオンとか、エ・フェラリオのお姉さんたちは見えなかった。

　チャムの視界にうつるのは、空間でしかなく、オーラ・ロードではない。しかし、雲につつまれているらしい空間は、空間という実感がとぼしくて、たとえば、夢をみながらも、それが夢だとわかっていると、夢のなかの広いイメージも自分の布ふ団とんのなかでしかない、とわかっているような場フイールド、といったような、そういう空間に感じる。

　しかし、周囲は、力いっぱい飛んでいるときのようなスピード感はある。

　不思議に嫌いやな感覚なのだ。

　チャムを乗せたウラシマソウの先せん端たんが、くるっとチャムのほうに縮むようになる。生なまものが乾かん燥そうしてそりかえるのに似ていて、それにあわせて、翼がわりなっていた葉も、そりかえっていった。

　と、チャムをつつんでいたはずの仏焰苞までが、外にむかってチャムをはじきだしていた。

「あっ……あ──っ！」

　真実、落下する恐きよう怖ふがチャムを襲おそい、そうわかったときに、ザーッ！　と、空気が耳元をながれて、髪かみが後方にひっぱられ、羽根が背後にそりかえるのがわかった。

　雲のなかといった空間が、突とつ如じよ、現実の空間を現出したのだ。

　大地のディテールが見えて、それがグルグルとまわっていた。

「うう、うわぁーっ！」

　羽根を空気の抵てい抗こうにさからって、ひらくと身体が浮ういて、それで、滑かつ空くう姿勢にはいれた。

　いつもの空を飛ぶ感覚がようやくチャムの意識をみたしてくれても、まだ落下する恐怖感がのこっていて、神経がささくれだって頭に血が逆流している。足にむくみがあって、重くなってしまう。

「ウウウッ……」

　唇くちびるがふるえて、チャムは、とんでもなく寒いところにいるとわかって、すこしでも早く下に降りないと危険だと感じた。

　羽根をもった小さなものが落ちるのは、それほど速くない。チャムは羽根をふるわせて、大地にむかう降下姿勢にはいるのだが、その場合は、身体からだにそわせた羽根を、小さく震ふるわせるだけだ。

『なんだ、なんだったの!?　いまの花はさっ！』

　チャムの意識がようやく正常にととのいだしても、つぎのおこった音おん響きように搔かき乱された。

　グオンッ！　と、一方からせまった音響で、チャムの身体がはねとばされた。オーラバトラーのドウミーロックだった。それがチャムの視界いっぱいにせまって、激げき突とつされる、といった調子だった。

「チャム!!」

　とてもするどい女性の声が、空をきってチャムの耳をうったが、それがどういうことなのか理解する間はない。姿勢を立て直すのが精せい一いつ杯ぱいで、そのドウミーロックの機体が、フワッフワッとチャムの視界のなかで出たり入ったりした。

「……アリサだった……!?」

　聞こえた声の印象から、その名前を口にしてみたが、まだ、夢のなかだ、と考えてしまって、上下感覚がもどってから、ようやく、正立したドウミーロックを目まの当たりにできた。

「チャム!?」

　また足元から、アリサの声がして、アリサ・ルフトの姿が、ズイッと下からあらわれた。

「アリサ!?　本物のアリサ!?」

　目の前だったので、呆あきれた。自分が正気になったと思えなかったほどだ。足元は、山の斜しや面めんの木々のディテールが見分けられる高度になっていた。

　アリサは、ドウミーロックの左手の上に乗って、チャムとおなじように瞳ひとみを見開いて、

「チャムよね!?　チャム・ファウよね？」

「チャムに決っているじゃない！　あたしはっ！」

　チャムは、ドウミーロックの指にかじりついているアリサの質問が、とてもバカバカしいものに聞こえてしまう。

「……チャム、こっちに乗れっ！　こんなところでとまっていたら、やられちまう！」

　チャムを叱しかりつける男性の声は、コックピットから覗のぞくミハン・カームのものだった。

「話は乗ってからするんだ！　アリサさまとリムルさまを連れたまま、こんなところでやられたくない！」

「でも、なんで、こんなところにいるの!?」

　チャムはミハンに怒ど鳴なりながら、アリサの顔ちかくによって、

「ここ、ミの国かアの国ですよね？」

「そう。チャムがこんなところにいるのも、なんでなんです？」

　アリサの手がチャムを抱だいてくれる間に、ミハンが、アリサの乗ったドウミーロックの手をコックピットの前に接近させて、ふたりはコックピットにすべりこむことができた。

「みんなで心配していたのよ？　ジョクだって、心配しっぱなしだったのですよ」

　アリサが叱しかる間に、ミハンはハッチの扉とびらを閉じる。

「いろいろあったんだよ。ジョクは、死んだのか？」

　チャムはアリサの手のぬくもりと、リムルとミハンに囲まれて安心してしまったので、そのことだけが気になった。

「バカは言わないで！　もう、元気になっています」

「そうか！……ミハン、水あるでしょ？　ちょうだいよ」

「水すい筒とう、借りていいですね？」

　リムルが、ミハンより先にシートの横についている水筒のキャップをはずしたので、ミハンはひどく恐きよう縮しゆくをして、操そう縦じゆう桿かんにかじりつくようにした。

　チャムは、ヘッドレストの上に立って、リムルが手にしたキャップから、水を飲ませてもらって、

「あはーっ！　おいしいっ！　けど、まずい水だ」と感かん嘆たんする。

「……それで、どうしたんだ？」

　ミハンが訊きいてきた。

「バーンのオーラバトラーを見たんだよ。ステラっていう友達とバーンを追いかけてたんだけど、ステラはピンクのオーラバトラーにやられて、落っこっちゃって、バーンも見えなくなっちゃって、気がついたらここなんだ」

「バーンやピンクの機体が、このちかくにいるのか!?」

　チャムにむけていた上体を正面にむけると、ミハンは警けい戒かい姿勢をとっていく。

「あたしが乗っていたドッフオが、やられたんだからっ！」

　チャムの説明に、三人の同乗者は顔をひきつらせて、周囲の警戒を厳重にしながら、

「……爆ばく発はつなんか見えませんでしたよね？」

「ええ、オーラバトラーだって、右の高い山のむこうにでも飛んでいたのかしら？」

「この空域で戦せん闘とうがあったっていうのか!?　チャム？」

「そうよ。あたしは気絶しちゃって、気がついたら、このオーラバトラーがいたんだ」

「どのくらい気絶していたんだ？」

「気絶していた人に、そんなことわかるわけないでしょ！」

　チャムのいうことは正しい。ミハンは前方の空域を睨にらんで、「追つい跡せきらしいのはみんな振ふり切ってきたのに……」と呻うめいた。

「場所がちがうのではないでしょうか？　チャムさん、景け色しきのちがいはわかりませんか？」

　リムルが訊きいてくれた。

「フン、そうねぇ……変なの……ここちがうわね……全然……！」

「おなじような景け色しきを見ただけでわかるのか？」

「あたし、空を飛べるのよ？　ミハンより空から見る景色のちがいはわかるわ。この山、ちがうもの……」

　チャムは、右手に流れていった高度のある山のことを言った。

「……あのね、ドッフオでゼイエガを追ったでしょ？」

「ゼイエガ？　バーンの母ぼ艦かんだな？」

「そ……ゼイエガが山のむこうにいたんだけど……」

　チャムはパタパタと羽根をふるわせて、ハッチのフロント・ガラスになっている処ところをのぞいたりした。

「そんな無線、傍ぼう受じゆしていませんよ？」

「チャムが風に飛ばされたということは、考られません？」

　ミハンとアリサの話も漠ばくとしたもので、周囲の山と荒あれ地ちのつづく空域は平へい穏おんに見えた。

「……みんな、どこに行くんだ？」

　ふたりのやりとりに、チャムがあらためてアリサを覗きこんで訊く。

「戦争をやめてもらうように、ドレイク・ルフトにお願いしに行くのです。リムルも協力してくれるというので、ミハンに危険を冒おかして飛行してもらっています」

「そのこと、ジョクに言っていないでしょ？」

「相談すれば無む駄だなことはやめろいわれます。ですから、無断でゴラオンとミィゼナーにお別れしてきました」

　アリサがそう言ったので、チャムは仰ぎよう天てんした。

「だって、アの国の軍に行けば、わたくしたちは、囚とらわれの身になってしまいます。そうすれば、もうジョクのところには帰れないでしょう」

「そんなの……!?　いいんだよ。あたしのことは気にしないでさ、ジョクと仲良くやればいいのに」

「ありがとう。できればそうしたいのよ」

　アリサの嘆たん息そくがチャムの前で風になったので、チャムは悲しくなって、ヘッドレストから飛びあがると、ミハンのかたわらに飛んでいった。

　ミハンは、機体を地表スレスレに飛行させながらも、ジグザグのコースをとるようにしていた。かなりの腕うでである。

「どこに飛んでんだ？」

「ラース・ワウに直線コースをとっている」

「それじゃ、摑つかまっちゃうよ？」

「撃げき墜ついされないようにすればいいんだよ」

　緊きん張ちようがつづくミハンは、チャムには優しくない。

「……ミハン……ゼイエガの位置というのは、その無線機とかではわからないのですか？」

「受信している電波なんて、ご存知のとおり不ふ明めい瞭りようですし、お互たがいに暗号もつかっていますから……」

　スピーカーは、たえずノイズに似た交信音が流れているのだが、性能の低い鉱石無線機では、電波の強弱から方位を推定することは難しいようなのだ。

「……！　チャムは、オーラ・ロードを往復したフェラリオですから、それに似た現象を体験して、こうしてわたくしたちの前に現れたのではないでしょうか？」

　リムルは、いままで口に出すことを堪こらえていた推測を言えば、アリサは、そうかという顔を見せたのだが、ミハンは、王家の姫ひめが相手だということを忘れて、つっかかるような口をきいた。

「そうなら、チャムは、我々に有益な情報のひとつでも持ってきたというんですか？」

「ジョクは言ってましたよ。オーラ・ロードをくぐり抜ぬけたからには、なにか意味があるはずだ、世界から託たくされた任務といったものがあって……。それを感じるから、ジョクは聖戦士になれて、とんでもない戦果を上げた……そういうことが、チャムにだってあるかもしれないじゃないですか」

「いまのチャムの話には、役に立つものなんかないんですよ。な!?　チャム？」

「なんだ？」

　肘ひじ掛かけの奥おくで背もたれに背中をあずけたチャムは、疲つかれが出たようで、コモン人たちの話を聞いていなかった反応をする。

「これですよ？　なにか知っているなんてこと、あるわけないじゃないですか！」

　機体を隠かくせる稜りよう線せんが見えたので、アリサは、とがった声を出すミハンの肩かたを叩たたいて、前方に注意をむけさせる。

　ミハンは機速をおとして、高度を低くとると、岩くれがゴロゴロしている山やま肌はだの斜しや面めんを眼下にした。そのときだった。

「ラウの国の投降機っ！」

　いきなり、その声がコックピットをゆるがした。

「バーン!?　なんで、すぐ来れなかったのよっ！」

　そのスピーカーからあふれた声に、真先に反応したのはチャムだった。

「チャム!?」

　アリサとリムルは、チャムの激しい反応にビックリした。チャムは、コックピット内で一周する間もなく、

「こういうふうにすぐに来てくれれば、ステラは殺されなかったんだよ！　バカがっ！　なにやってんの、ミハン！　四時、上五十度だよ！」

「そ、そうかっ……！」

　前方空域になにも見つけられなかったミハンは、狼ろう狽ばいしながらも、減速をして狙そ撃げきされないようにはする。

「バカな騎き士しなんだよ。こんなところで上じよう手ずにやったって、自分の女を目の前で殺されてしまったら、どうしようもないじゃないか！　ステラがどんなに苦労したか、知らないのか！」

　チャムは背後をのぞける小窓に張りついて絶ぜつ叫きようしながら、涙なみだをあふれさせた。

　アリサもリムルもチャムの真意を推おしはかることができず、それでも、チャムが大切なことを訴うつたえているのだろう、と聞き耳をたてる。

　ゼイエガを発したバーン機とその僚りよう機きは、チャムを助けた騒そう動どうで対空監かん視しをおこたっていたミハン機の背後から接近して、フレイ・ボンムの射程距きよ離りに捕つかまえてから、通信をひらいたのだ。

「よし、接せつ触しよくする。フレイ・ランチャーは楯たての上にのせて、こちらが接触するまで、その空域に滞たい空くうしろ！」

　バーンは、ミハン機のリアクションが投降機のものであるのを確認すると、三機の随ずい伴はん機きに左右と背後から接近させて、自身は、ミハン機の正面にはいっていった。




「あのオーラバトラーが、ステラが呼んでいた奴やつなんだよっ！」

　コックピットの三人に言いつけるようにしながらも、チャムはコックピットから飛び出しそうになったので、ミハンがその足をつかんで制止する。

「バーンなんだよ！　バーン！」

　ミハンに両足を摑つかまれてチャムがもがくそのむこうに、伝説の金スト剛ガロ人ンドのような黒い機体、ガベットゲンガーが、オーラバトラー同士の腕うでを伸のばせば接触できるほどに接近していた。

「待ちなさい、チャムッ！」

「だって、あのバカのおかげで、ステラが死んだんだ！」

　ヒステリーもここにきわまったという感じで絶ぜつ叫きようするチャムは、ミハンの手を振ふり切ると、ディーモッシュの開いたコックピットに飛びこんで行ってしまった。

「このバカっ！」

「……!?　なんでです!?」

　チャムの蹴けりを避さけながら、バーン・バニングスは、アリサとリムルを認めて声をかける。

「……なんでピンクのオーラバトラーが襲おそうのを、とめられなかったんだっ！」

　チャムは、狭せまいコックピットの壁かべを利用して、バーンに蹴りを入れようとするが、

「ステラがどうしたんだ!?　このフェラリオはなんなのです!?」

　バーンは両手を振りながらも、またアリサたちに訊きいた。

「チャムは、ステラという人といっしょに行動していたらしいんです」

　ミハンが、コックピットから身を乗りだして教えた。

「このフェラリオがか!?……ウッ!!」

　チャムの足蹴りが、バーンの頰ほおにあたったのだ。

「フェラリオ！　やめろ！　ちゃんと説明してくれないか!?」

「説明なんかしなくったって、ステラがやられるのを見ていたくせにっ！」

　ようやく、バーンはチャムの悲鳴のような言葉に整合性を感じて、自分がステラと見た女と行動をしていたらしいフェラリオの怒いかりに、動どう揺ようした。

「やめろっ……ウッ!!」

　バーンは後頭部を蹴け飛とばされ、前にながれてきたチャムの身体からだを捕つかまえることができなかった。何回かバーンにダメージをあたえて気がすんだのか、チャムは、ミハンたちのコックピットに飛びこんでしまう。

「チャム、ちゃんと説明してあげなければ、騎き士しバーンにはわかりませんよ」

　アリサが、チャムの身体を両手で摑つかんで叱しかったので、

「あいつは敵なんだ。みんなの敵だ！」

「わたしたちは騎士バーンとお話しをしたいのです。あなたのように頭ごなしでは、大事な話ができないでしょう」

「あたしは大事な話をしている！」

「フェラリオの娘むすめ、すまない。間に合わなかったのはわたしのまちがいだった。ステラがあのドッフオに乗っていたというのを、なんで知っているのだ」

「あたり前でしょうがっ！」

　アリサに胴どう体たい全体を抱だかれていたので、チャムは飛ぶことも殴なぐりかかることもできなくなってジタバタした。

「あのとき、アリサさまもご覧になっていたのでありましょうか？」

「は？　いえ……チャムとは、いましがたここで出会いましたので……その、ちょっと前です」

　アリサはチャムの顔をいっぽうの手でつつむようして、口を封ふうじた。これは上じよう手ずにやらないとチャムに指をかまれる危険がある。

「チャムは、ステラの機械に乗っていたのです」

「……騎士バーン。チャム・ファウは、ドッフオが撃げき墜ついされたのに居合せて、ここまで移動したことについては、記き憶おくがないのです。オーラ・ロードのようなもので、ここまできたのではないでしょうか？」

　ミハンは、足元がなにもないのを気にすることもなく、ハッチから身を乗り出して説明する。

　アリサは、日焼けした顔に辛つらそうな表情をうかべるバーンに、ステラという女を知っていると確信した。

「チャムが夢をみていたというのは、オーラ・ロードに乗っていたからかも知れないというのですか？」

　リムルがそうアリサに訊きくのは、リムルにはなじみにくい元気さをもっているミ・フェラリオが、ふつうのコモン人以上にいろいろな体験していることに、驚きよう嘆たんしているからだ。

「……事態の輪りん郭かくはわかりました。チャム・ファウとか……。ともに、地上界へも行った間あいだ柄がらである。あらためて、わたしの不明を謝罪する。我が身のためにも……」

　オーラバトラー同士の距きよ離りがあったので、バーンの謝罪も怒ど鳴なり声になった。

「本当に、そう思っているんだね!?」

「そうだ。だから、どうかそなたの知っている事情について、もうすこしわたしに理解できるように説明していただきたい」

　コックピットから身を乗り出すようにしていたバーンの絶ぜつ叫きようは、オーラバトラー二機の羽音をすり抜ぬけて、ひびいてきた。

「そういうの全部、説明したよ！」

　チャムはすこしは機き嫌げんを直したものの、言葉は簡単である。

「バーン、その前に、わたしたちは父のいるところに行きたいので、こうしてもどって参りました。そのお手配を願えませんか!?」

　チャムが口をつぐんでくれたので、アリサは、ようやく自分たちの目的を口にできた。

「ハッ……！　それはできましょう。お待ちください。チャム殿どのはすこし、すこし待っていただきたい」

　無線機をつかうために、バーンがシートにすわった。

「……あれがバーンか……ジョクの敵……」

　アリサはあらためて、以前から知っているバーンではない、敵の姿を見るような気持ちになっていった。アリサの掌てのひらにつつまれて、ヘッドレストの上に立っていたチャムも、気持ちが落ち着いたようで、しゃがみこむようにした。

「……アリサさま、どうなさいます？　むこうに移りますか？」

「そうですね……。チャムもいっしょに……」

「あたしは厭いやだ！」

「でも、チャム、バーンは、決してジョクを憎にくんで戦っているのではありませんよ？　ステラさんのことでも、心を痛めていらっしゃいます」

「そうだぜ？　チャムの話は、バーンの話と合わせないと信じにくいんだから、アリサさまに聞いてもらって、判断してもらわなくっちゃ」

「あたしはウソなんかついてない！」

「それはわかっていたのよ。チャムさん……」

　チャムがミハンに嚙かみつこうとしたので、リムルまでが牽けん制せいするようにした。

「ンッ……モウ！　トモヨがジョクをやっつけるっていうのは、あたしが聞いたんだけど、バーンを殺すといっているのは、ステラが教えてくれたんだ。バーンは、あたしたちの敵だから、敵同士で殺し合うのはいいんだよ。でも、ステラはバーンが好きで、いい人なんだ。あたしはステラのごはんをもらったんだから……」

「そう……そういうことを順序良く、バーンにも話してあげてくださいな」

　アリサはチャムを抱だき上げると、キスをしてやった。







　19　ウィル・ウィプスの壁かべ







　ミハンのドウミーロックとバーンのディーモッシュが、コックピットのハッチを合わせるように空中で接せつ触しよくする姿は、人の抱ほう擁ようを思わせる。ちがうのは、両機が巨きよ大だいな羽根をふるわせていることぐらいである。

　アリサがチャムを抱だいて、ディーモッシュに乗り移ると、計四機のオーラバトラーは、バーン機を先頭にウィル・ウィプスにむかった。

　バーンの母ぼ艦かんであるゼイエガは、その編隊を追ってくるのだが、その艦かん影えいはここからは見えない。この隔かく絶ぜつした距きよ離りを、バーンとチャムは埋うめたのだが、チャムがどのようにして、この距離を跳はねたのかは、想像を働かせるしかなかった。

「……モアイが助けてくれたんだよ。あのお婆ばあさんは口はうるさいけど、あれで案外、優しいからね」

「そうでしょうね、クスタンガの丘おかにいらっしゃるあなたたちの乳う母ばですね？」

　バーンは、その女同士の会話にはくわわらずに、チャムの話してくれたステラの肖しよう像ぞうから、まちがいなくステラ本人であると確信し、その背後に、トモヨとザナドがからんでいることを知った。

『ステラの魂たましいよ、地に這はうことなく、迷わずに天にいたれ』

　バーンにできることは、ザナドとトモヨに対して対処することぐらいで、いまは、そう念じるしかないのが無念だった。

「…………!?」

　チャムは、シートの横に押おしこむようにしてあったボロ布の上にしゃがみこむと、モソモソともぐって眠ねむるつもりになった。布の油あぶら汚よごれも気にならないようだ。

「この席をお貸しいたしましょう。ウィル・ウィプスが見えるまでは、自分が立ちます」

「お気になさらずに……。こんな戦場で、騎き士しバーンと会えただけでも、僥ぎよう倖こうだと思っていますから」

　もう攻こう撃げきをうけないですむとわかれば、コックピットに立っていても危険ではない。パイロットのすわるべきところを借りるのは、甘あまえである。

　アリサにすれば、子供の頃ころから俊しゆん英えいといわれて、早くからラース・ワウの出入りを許されていたバーンは、没ぼつ落らくしかけたバニングス家をしょってたつ騎士と誉ほめそやされていたのを知っていた。つまり、ジョクというとんでもない存在が現われなければ、夫になっても不思議でない騎士だったのである。

「……教えて欲ほしいのですが……」

「どうぞ？」

「ミハン・カームは、どうやってウィル・ウィプスが停てい泊はくしている場所を知ったのでしょう」

　アリサはパイロットというのはそういうことを気にするのか、と納なつ得とくして、

「そんなことは知りませんでした。ラース・ワウにもどるつもりで、直進していただけなのです。ラウの情報収集能力というのは、ジョクが期待しているほどのものではありませんでした。無線も有線の通信にしても、ミの国ほど整備されていませんし……」

　アリサはコックピットの壁かべにもたれたまま、目を閉じるつもりになっていたから、漠ばく然ぜんとした気持ちでそんなふうに説明した。バーンにすれば、ラウの国の情じよう報ほう網もうは気にするほどのことはない、と楽観するような話でなく、力が抜ぬける話ではある。

「……でも、ミハンはラウの軍がつかんでいた情報から、アの軍の展開のうすいところを通ってきたつもりのようです」

「なるほど……。アリサさま？」

　バーンはアリサの気配が消えたので、振ふり仰あおいでみた。

　コックピットの壁に頭をあずけたアリサは、目を閉じていた。下から仰いで見るアリサの顎あごの白い肌はだが、ひどく生々しく女を見せて、マントで前を深く合わせていたので、そこだけがますます鮮あざやかにうつった。

　感情が波立つ。

　バーンは、あわてて正面にむいて、アリサの姿勢が壊こわれないように、機体がエア・ポケットなどに飛びこまないように、と細心の注意をすることになった。

『……なんという出会いであるか……このフェラリオは、ステラとわたしの関係のすべてを洞どう察さつしているように行動し、わたしの前にあらわれたアリサさまを背におぶうようになってしまっている……わたしはわたしで、オーラ・ロードさえもつかって、地上界から帰ってきたときには、エ・フェラリオともまぐわってしまった……ジョクは、ワーラー・カーレーンでジャコバ・アオンという長おさと出会ったともいう……そういうことをわたしに教えてくれたのは、あの地上人、ショット・ウェポンだ……。こうもつごう良く偶ぐう然ぜんがかさなるということは……世界が関かん与よしていると考えなければ道理がとおらないというのは、たしかである……』

　バーンは、革かわ兜かぶとなどはかぶっていなかったが、額から汗あせが吹ふき出ていた。

『……世界がひとつのものに収しゆう斂れんされようとするなら、それはどういうことなのだ？』

　そう思いついたとき、バーンは、その言葉の行き着く先がとんでもなく不幸なことではないのかと想像した。

「……そうであってはならん！」

　低い声だったが、バーンはそう言い放ってみた。

　が、不ふ吉きつな感かん触しよくを振ふり払はらえるものではなく、胃の腑ふと胸といわず、体内全体に澱おり物もののように沈ちん澱でんしたという感触は、意識するしないにかかわらず、バーンを縛しばった。




　かすみのなかにも、いっそう白く輝かがやくところがあるとすれば、それが水すい晶しようの森である。

　バーンは、その輝きの左端といったところにコンパスをあわせて、左右の地形も観察してから、地図と照合をして、飛行方向を確認する。そして、自機をゆっくりと縦に回転させて、ミハン機の正面に接せつ触しよくする姿勢にはいる。

　背後の壁かべを背に眠ねむっているアリサを起さないように気をつけたつもりだったが、チャムが床ゆかの上で一方にすべっていき、姿勢がくずれたアリサは、目をひらいてしまった。

　ミハン機も縦になって、機体同士を正対させるようにしてくれたが、バーンは、この至近距きよ離りで無線をつかうつもりになった。

「騎き士しミハン・カーム」

　バーンは、成り上りの青年に昔どおりの騎士の呼こ称しようをつけるのには抵てい抗こうがあったが、ミハンの技量は、すでに正規のパイロットのものであるから、納得してそう呼びかけた。

「ハッ!?」

　緊きん張ちようしたミハンの声が無線機のスピーカーから飛び込んでくると同時に、ハッチの扉とびらを押おし開いて、バーンのほうを覗のぞくようにしたのが見えた。

「ミハンは、捕ほ虜りよになる覚かく悟ごはあるのか？」

「自分はアリシアさまとアリサさまには、目をかけていただきました。ご本人は、我々下々にどのようなお声をかけたかなどは、お忘れでありましょうが……」

「よけいなことはいい。覚悟を聞きたい」

「むろん、覚悟の上です。心配なのは、この機体を敵の中ちゆう枢すうに運んだことで、ラウの国に負担をかけることになるのが、心苦しいのであります」

「そうだな。それはうかつだった……。しかし、病むことはない。このディーモッシュにしろ、クの国のガウベドにしろ、性能的には貴公のドウミーロック以上のものだ。ドウミーロックの機体の性能を、我らが知ったからといって、ラウが不利になることもなければ、我らが有利になることもない」

「はい……」

「多少の尋じん問もんの覚悟はしておけ。……ラウというか、ミィゼナーに帰る気はあるのか？」

「それは……」

「正直にいえ。故く郷にに帰りたいか？」

「故郷には、誰だれもいませんから、そんなことはないのです。聖戦士殿どのと戦いたいだけです。アの国が相手でなければ、気持ちがいいのですが」

「よくわかった。釈しやく放ほうの方向で働きかけてみるが、期待はしないでくれ」

「ああ、はい！　ありがとうございます。騎士バーンのそのお言葉だけで十分であります」

「それ以上はいい」

　バーンは機体をもとの飛行姿勢にもどすと、アリサを振ふりかえって、起してしまったことをあやまった。

「なんの……バーンの気き遣づかいには、感謝します」

「造作がないこととは言えませんが、努力はしてみます。チャム殿の件は、どういたしましょう？」

「なにがチャム殿だ？」

　足元からチャムの声がした。自分のことになると、起きてくるのだ。

「チャムも捕ほ虜りよになるか？」

「嫌いやだよ！　そんなの！」

「だとすれば、敵の兵隊の目から逃にげなければならない。この機に隠かくれていれば、なんとか逃がす方法を考えないでもない」

「ここにひとりで隠れていろっていうの!?」

　水すい晶しようの森の北ほく端たんが眼下にせまって、その輝かがやくディテールがかすみを払はらうようになれば、ボロ布からぬけだしたチャムは、プッと頰ほおをふくらませた。

「チャムには、ここで見たことをジョクに伝えて欲ほしいのです。けど、あなたの力では、ジョクのところまで飛んでいけないでしょう？」

「…………!?」

　ムッとアリサをにらみ上げたチャムは、「みんなであたしを嫌きらいなの……？」と、言いながら、涙なみだをあふれさせた。

「そうではないですよ……チャム。ミハンは捕虜になってしまいますから、あなたにやってもらわなければならないお仕事があるのです」

「どうした？　気の強いフェラリオが？」

「あ、あたしはどこにも行けないの？　ここにしかいられないの？」

　チャムはポロポロと涙をながしながら、アリサのほうに飛びあがって、その肩かたにとまる。

　チャムは、自分がとんでもなく難しいところにいて、自分ではどうしようもできないとわかって、悔くやしいのだ。アリサの髪かみにもぐりこむようにして、首にかじりついて嗚お咽えつすれば、髪からはみ出ている羽根が、フワフワと大きく揺ゆれた。

「騎き士しバーン、この娘こは自分でもわからないほど、いろいろなことを経験したようで、そのことを理解しかねていて……」

「わかります。こういう状じよう況きようなら、我々コモン人でも感情がたかぶってしまいます。ウィル・ウィプスは目の前です。チャム殿どのは、ウィル・ウィプスの連中の目に触ふれないようにしませんと……」

「チャム、騎士バーンは悪人ではありません。いまは、バーンに隠かくまってもらいましょう。そして、あなただけはミィゼナーにもどるのです」

　アリサは、チャムの折りたたんだ羽根をやさしく撫なでてやりながら、辛しん抱ぼう強づよく言い聞かせてやる。

「バーンは、ジョクの敵なんだよ……」

「でもさっきチャムは、バーンの敵は、トモヨとかザナドだと言いましたね？」

「ウン……」

「バーンにも、本当の敵がわかったのですから、大だい丈じよう夫ぶ。わたしもリムルも不自由な身になるでしょうから、ここは、騎士バーンの助けを借りなければならないのです」

「……バーン、ジョクのところに帰してくれるの？」

　ようようチャムは、バーンに身体からだをむける。

「無論だ。戦せん闘とう中だから絶対という約束はできないが、約束する。貴公には借りができてしまったのだ。それは騎き士しとして返させてもらいたい」

「キコウ？　キシ……よろしくお頼たのみ申します」

　チャムは、バーンの物言いに最敬礼をかえした。チャムの涙なみだの露つゆがチリリチリと散って、それがバーンにも見えた。

「……ン。チャム殿どのも、堪こらえてくれ」

　バーンは無感動をよそおい、「……そろそろです。アリサさま……」

「ああ……!!」

「チャム殿は、ここに入るがいい」

　バーンは、シートの下の備品入れのわきから革かわ鞄かばんを引き出すと、そのベルトをはずして、なかにあった着き替がえなどをとりだして、そこをしめした。

「はい……」

　アリサの手をはなれたチャムは、そのバッグのなかに、自分のもぐりこめる場所をつくりはじめる。




　水すい晶しようの森を産み出すことを予想させるような火山岩の峨が々がたる地形のなか、そこここの岩のくぼみの土が堆たい積せきしたところに、緑の盆ぼん地ちが形成されて、川がその地形をこまかく分断していた。

　その盆地のひとつ。北西に隆りゆう起きした岩にそってできた谷に、段々畑をせおった十数戸の村、クッタウラーガがあり、その奥おくに、ウィル・ウィプスが隠かくれることのできる規模の谷たに間あいがあった。

　岩山のいくつかが眼下にはしり、墓地がながれて見えた。

　そして、その巨きよ大だい戦せん艦かんウィル・ウィプスの先せん端たんにバーン機が触ふれんばかりに接近したときに、アリサは打ちのめされていた。

『こんなものを造らせてしまったら、誰だれでも、あとにひけるものではない』

　アリサは、全身に悪寒が襲おそうままにまかせて、谷底に係留されていても、眠ねむっているという雰ふん囲い気きのない巨大戦艦ウィル・ウィプスの赤せつ褐かつ色しよくの船体を見上げた。

　中央に巨大で複雑な尖せん塔とうに似た構造物をもち、左右に分厚い台座といった船体をもって、オーラの気といったものを放っている建造物。それは、アリサの父、ドレイク・ルフトが建造させたのである。

　もともと、オーラマシーンであるのだから、妖よう気きのような〝気〟を発散していると感じるのは当然にも思えるのだが、アリサは、ウィル・ウィプスが潜せん在ざい的にもっているオーラ力が、どのような性質のものか想像してしまったのだ。

『これは、アの国の人民すべてのオーラを吸っている……』

　これとおなじ巨大戦艦であるラウのゴラオンには、それは感じなかった。

　それは、敵味方の関係とか、善悪の関係ではなく、ただゴラオンがスィーウィドーという、コモン界でもまったく別の世フイー界ルドで静止していたために、その〝気〟が攪かく乱らんされていたからかもしれない。それにしても、ゴラオンの人工的な美意識につつまれた船体にくらべても、醜しゆう悪あくさを感じてしまうのは、偏へん見けんがあるからだろうか……。

　ゴラオンもオーラ・エンジンに生気が注入されて、スィーウィドーを出たときには、このウィル・ウィプスとおなじような〝気〟を発散するものになるのだろうかという疑問は、ないではない。

「どうなさった!?」

　アリサの異常な雰ふん囲い気きに、バーンが振ふりむいてくれた。

「いえ、風邪かぜのような感じで、ちょっと悪寒が……大だい丈じよう夫ぶです」

　その巨きよ大だいな構造物の周囲には、どこかに行くつもりの仲間を待っているふうに、数機のドメーロとオーラバトラーがゆったりと遊ゆう弋よくしていた。そんな光景だけでも、ウィル・ウィプスを中心にしたアの国の艦かん隊たいは、活発な行動をしていると想像できる。

　ウィル・ウィプスの構造物のディテールが、アリサの眼前に巨大な壁かべになってせまってくれば、そこに無数といえる円窓がならんでいるのを呆ぼう然ぜんと眺ながめるだけになった。

「…………!!」

　そのどれかの窓から、父のドレイクが見ているのではないかという思いつきは、アリサに鉄てつ槌ついでうたれるにひとしい絶望感をあたえた。

『来るのではなかった……こんなものを造らせた父に、戦争をやめさせることなどは、できるものではない』

　よしんば、父、ドレイクが戦争をやめる意思があったにしても、この物体の存在がそれを拒きよ否ひするであろう。物量が見せる威い力りよくは、具体的すぎて愛あい嬌きようがない。造られてしまった物体は、実在することで戦うことを要求しているのだ。

　バーンは、ウィル・ウィプスの発着艦デッキの監かん視し所じよと、進入についての短い交信をすると、周囲に滞たい空くうする後こう輩はいのオーラマシーン乗りに手本をしめすように、模も範はん的な着艦をして、デッキ上を数歩すすんでから停止した。

　それにつづいたミハン機は、中級者という腕うでを見せたのだが、緊きん張ちようしていたのだろう、よろけてきたので、バーンは道をあけてやって、ミハン機を整備デッキに数歩すすめさせた。
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　甲かん板ぱん要員がそれぞれの機体にタラップをよせ、それにつづいて、近衛このえ兵へいやら陸戦隊の将兵が駆かけ寄ってきたので、バーンは、足元の鞄かばんに身をひそめているチャムに一声かけてから、軽くベルトをかけた。アリサの思いやる声に、

「息はできますね。しばらくの辛しん抱ぼうです。バーンが良くしてくれますから……」

「ウン、真っ暗じゃないから、我が慢まんできる」

　チャムはくぐもった返事をしたが、それを、バーンが制止した。

　外からハッチの扉とびらをひらいたふたりの近衛師団の士官は、シートと壁かべのあいだに立ち尽つくしているアリサのほうを気にしたので、バーンの鞄などに注意をむけることなどはない。

　バーンが計器板を横にすべらせてくれるのを待って、アリサは前に出て、

「リムル・ルフトは？」

「ハッ、我が近衛師団の者が、お出で迎むかえさせていただいております」

　近衛兵の返答に、アリサは鷹おう揚ように頷うなずいてみせながらタラップを降りて、前方、左に位置しているミハン・カームの機体に目をやったが、そのときは、リムルの姿は、近衛士官たちがさえぎっていて見えなかった。

「御おん前まえに……！」

　慇いん懃ぎんな督とく促そくの言葉をあびれば、歩をすすめるしかなく、前方では、発着艦かんデッキの奥おくにある待機所を背にして、リムルが数人の士官たちに囲まれて、アリサを待っていてくれた。

　ミハン・カームは、タラップの上、コックピットの前で、数人の陸戦隊の士官と兵に取り囲まれたままで、アリサは、彼に目礼を送ってから、リムルと肩かたをならべるようにされて、整備デッキの奥に案内された。

「これへっ！」

　鉄てつ格ごう子しがならぶ壁の前に立りつ哨しようしていた兵が、その鉄格子の一部を押おしひらくと、そこに小こ部べ屋やがあらわれた。

　アリサは、一いつ瞬しゆん、牢ろう獄ごくではないのかと思ったが、近衛士官の四人もアリサとリムルをなかにして立ちならんだので、エレベーターだとわかった。

　入口に立った兵士が、部屋のすみのハンドルをまわして、鉄格子の扉とびらが閉じられれば、つぎのボタンで、その小部屋全体が上じよう昇しようをはじめる。

　壁一枚むこうでワイヤーが緊きん張ちようして触ふれあって鳴る音がして、金属レールをすべる滑かつ車しやの音がひびいた。出入口のうえに設備されている時計の針のようなものの動きを見て、アリサは、

「これ、ゴラオンで使われているものより、早いようですね？」

「静かですし……」

　と、リムルと頷うなずきあう。

　そのことで、左右の士官たちの了りよう解かいもとりつけたかったのだが、絢けん爛らんたる軍服に身をつつんだ近衛このえ士官たちは、自分たちの主人が、このふたりの姫ひめにどのような裁定をするか想像つかなかったので、石になって、ただ案内するだけの人形に化していた。

　四階ほど移動した中甲かん板ぱんのひとつで、エレベーターの鉄てつ格ごう子しのドアは、そこに立りつ哨しようする兵がひらいてくれた。

　一方が空にひらけて、一方が、艦の構造物の壁かべになっている甲板である。エレベーターのドアは、その壁を右正面に見るようにしてあった。

「……よくもどってきた」

　ひどく唐とう突とつに左の空間だけの甲板から、ドレイク・ルフトが影かげになって、アリサの視界にはいってきた。エレベーターを一歩出たところだった。

「お父上……!?」

　なにから言おうかと考えていたはずだったが、明るいドレイクの声を聞いた瞬しゆん間かんに、すべてのことがスッポリと頭から抜ぬけ落ちてしまった。

「リムルもよくも無事で。ン……大過ないようすで嬉うれしいな……アリサも結構だ。肌はだの色いろ艶つやもよいようで、瞳ひとみも輝かがやいておる」

　ドレイクは、ふたりの姫を前にしたときは、養女となったリムルの名前を先に言う気き遣づかいを忘れてはいない。

「お父さまにも、ご健勝であらせまして、ご武運ますます隆りゆう盛せいのこと、なによりと存じます」

　リムルのほうが、しっかりと礼式にのっとった挨あい拶さつをした。

「それでこそ、我が姫だ。帰き還かんしてすぐではあるが、リムルには、我が名代として、ただちにクの国に行ってもらう。ルーザが出立するところであったので、こういうことになった」

「……!?」

　あまりにも唐突である。アリサは徹てつ底てい的に敗北を感じて、本当に膝ひざが折れ、まっすぐに身体からだをデッキに落してしまった。

「姫さま!?」

「お姉さま？」

「いえ……いえ、大だい丈じよう夫ぶであります。お父上の、王のあまりに寛かん大だいなお言葉に、気が緩ゆるんでしまって……」

　意識だけははっきりしているのだ。しかし、身体に力がはいらないので、目だけがドレイクを振ふり仰あおぐようになる。

　そのアリサにうつったドレイクの姿には、威い圧あつ感かんというものもなければ、皮肉な相そう貌ぼうというものもない。娘むすめふたりがもどってきてくれたことを嬉しがっている父親、という姿しかなかった。それが、アリサには信じられないのだ。

『これでは、予定が狂くるうのに……!!』

　アリサの意識はそう絶ぜつ叫きようして、敵たる王、ドレイクの前でひな鳥のように、膝を屈くつしてしまったのである。

「ウィル・ウィプスが明日にも出しゆつ撃げきできるという目安がつき、クの国のゲア・ガリングも舳へ先さきをそろえて、艦かん隊たいの前に出てくれるという。その上、おまえたちの帰き還かんである。これは我が大望が成じよう就じゆする徴ちよう候こうであると読めた」

　ドレイクは、リムルを正面にしてその肩かたを抱だいていた。リムルは、その義父ちちの手に、力より熱を感じて圧あつ倒とうされていた。

「ご、ご同どう慶けいのいたりであります。心よりお祝いいたします」

「他た人にん行ぎよう儀ぎを責めはしないが、もうすこしなじんで欲ほしいな。ええ!?　リムル……。時間がなかったのだからやむをえないが、戦争が終結すれば、すこしは儂わしにも時間をくれまいか？」

「もったいないことを……」

「ン……アリサとリムルを、そこの待ち合い室に案内せい……アリサ、歩けるか？」

　ドレイクは、近衛このえ兵へいの士官に左右をささえられたアリサの足元を見やって、リムルの肩を抱くと、デッキの一方の出入り口にみずから案内するのだった。

「足元が高くなっている。気をつけてな……」

「は、はい……」

　リムルは、あまりにも優しさをよそおうドレイクに身体からだを硬かたくして、艦内につうじる通路にはいる。

　左手すぐのところのドアが、あいていた。

「…………!?」

　その部へ屋やのテーブルの上で、バッグの片付けをしていたルーザ・ルフトが振ふりむいてくれた。旅たび支じ度たくというよそおいである。

「リムル……!?　よくもまあ……」

「叱しかるでない。姫ひめたちにも姫たちなりの悩なやみがあってのことである。それを聞いてやれなかった我々夫ふう婦ふに問題がある……そうと認めなければならない」

「……王のお口より、恐おそれ多いお言葉を……アリサさま!?　どうなさいました？」

「疲つかれが出たのであろう。安心して気が抜ぬけたのだろうが……」

　ドレイクは、近衛士官にささえられて入室してきたアリサが、ソファのひとつに横になるのを見届けてから、ルーザに苦笑をみせた。

　そのドレイクの物もの腰ごしは、けっして芝しば居いを演じているふうではないのだが、それが、アリサには不気味なのだ。

「……リムル、ルーザがおまえの旅支度をしているのだぞ？」

「もったいない……わたくしが……」

「旅というほどのことではない。オーラマシーンの時代、半日飛ぶこともなく、クの国へは参れる時代になりましたからな？」

「はい……でも、どういうことでありましょう？」

　リムルの質問に、ルーザの眉み間けんが険しくなったが、口調はおだやかだった。

「クの国の巨きよ大だい戦せん艦かん、ゲア・ガリングが進水するのです。その式典に、王の名代として、わたくしが出席いたします。リムルもアの国の同盟国を視察するのはよい折りであろうと、取り急ぎ決めたのです」

「あのビショット・ハッタさまのお国でも、ウィル・ウィプスのような巨大戦せん艦かんを？」

「もちろんでありましょう？　ラウという強国を倒たおすには、ウィル・ウィプスでじゅうぶんであります。けれど、王の目的は、国を倒すことではありません。民を宣せん撫ぶし、機械の時代の到とう来らいを知らしめ、このコモン界を根本的に改革なさるという、コモン人として、至高の願望をおもちなのです。そのためには、巨大戦艦がひとりアの国のものではないと、クの国にも建造をお許しになったのです」

「ルーザ、理り屈くつは良い。リムルは賢かしこい姫ひめだ。事象を見れば理解できる。そのためにも、ルーザに同道させて、ゲア・ガリングを見せてやりたいのだ」

「御ぎよ意い……」

「そのようなご配はい慮りよでありましたら、よろこんで行かせていただきますが、こんなに急に帰って参った上で……」

「おまえたちの帰き還かんの報をうけてから、支し度たくをさせていたのだから問題はない。が、な、問題はあるにはある。リムル……」

「はい？」

　ドレイクが、いたずらっぽい表情をみせたので、リムルも微び笑しようをつくってみせた。

「式典で、ゲア・ガリングの命名式もあるから、この名前は知らないという顔をしていなければならんのだ。そして、命名式ののちには、恐おそろし気な感じはするものの、すばらしい名前で、この艦にふさわしいものである、というぐらいの世辞はいわなければならんのだ。できるかな？」

「お芝しば居いでありますな」

「芝居ではない。これがつきあいというものだ。外交でもあるな」

「はい……それは……もう……」

　そう答えるリムルをソファの上から眺ながめていたアリサは、リムルも覚かく悟ごをしたのだと感じた。

　アリサの視界をさえぎるようにして、老いた侍じ女じよが、グラスについだ飲み物と薬をもってきてくれた。

「アリサさま、お薬を一服……精がでます」

　ドレイクの采さい配はいであろうからことわる面めん倒どうをさけて、アリサは、黙だまって口に苦い煎せんじ薬ぐすりをふくんだ。それは漢方薬に類するもので、アリサが小さいときから、暑気中あたりなどで飲んでいたものだ。

「アリサ、儂わしは、まだ艦の采配のことがあるので出るが、ルーザが発たつときにはもどる。それまでここにいるがいい。お前の部へ屋やの用意もさせている最中さなかだからな……」

「はい。造作をかけます」

「なに……ルーザ、リムルの用意はじゅうぶんではないが、ビショットも事情は知っているのだ。不足の衣類などは、あちらで調達させろ。趣しゆ味みがあわんというなら、ラース・ワウに電信して、取り寄せるのもよい」

「ああ、それなら、必要品をラース・ワウに電信して、カリングに届けさせるようにさせましょう。そうすれば、明日中にも手にはいりましょう」

「そうさせろ」

　ドレイクは上じよう機き嫌げんの声をのこして、みずからドアを閉じて退出した。

『…………!?』

　あらゆることが流れるように展開されていったが、どこもかしこにもひっかかる、という感かん触しよくは拭ぬぐいがたい。しかし、口にできることではなかった。

　リムルは、アリサを気にしながらも、ルーザが用意してくれたバッグの中味を確認して、ルーザに礼をいったりしてみせた。

『……機嫌が良ければ、話を聞いてもらえる時間も取ってくれるかもしれない……』

　アリサは、物事をよい方向に考えることで、気を晴そうとした。

「アリサさま、母はわたくしの旅たび支じ度たく一式をそろえて下さったのですよ？　信じられます？　こんな軍ぐん艦かんのなかで……！」

　リムルは、ルーザの気持ちを推おしはかって、喜んでみせた。

「こうやって無理をして帰ってきて、本当に良かった。これからは、いい娘こにして、お母さまのお言いつけを守って下さいな？」

　アリサは上体を起しながら、ルーザの達観したような姿に、礼を言った。

「……リムルさままで巻き込んでしまいまして、本当に申し訳ありませんでした。王のお怒いかりもなく、まるで、天国にもどってきたような気持ちでございます。これも、お義母かあさまの広いお心の賜たま物ものであろうと感謝いたします」

「なに、王のお心がもともと広いだけです。わたくしは、王の申されるとおりに、身を処するだけです。むしろ、アリサさまには、なにかと気配りのないリムルが厄やつ介かいをかけたのではないかと心配でありました」

「ラウの囚とらわれ人びとのあいだ、リムルさまは、ご立派にルフト家の姫ひめの矜きよう持じをたもっておいででした」

「そうおっしゃっていただけて、ありがたく存じます」

　そういうルーザは、さらに侍じ女じよたちが用意した荷物の点検に忙せわしくしていく。

　彼女は、癇かんの強い女王である。ドレイクの命令で、リムルを叱しかることを堪こらえているのは明白なのだ。しかし、この旅のことで、アリサとリムルを引き離はなすことができるということが、ドレイクとルーザの目算かもしれないのである。

「……お義姉ねえさま……本当によろしいのですね？」

　ソファのすみに腰こしをおろしたリムルが、アリサの手にそっと触ふれてその確認をする。

「本当に、父の反応の優しさに気が抜ぬけたのよ……でも、これだけでおわるはずはないでしょう」

　リムルは返事のかわりに、ただアリサの手を握にぎりしめてくるだけなのだが、了りよう解かいという意志は読み取れた。

「……式典がおわりましたら、またお会いできることを楽しみにしています」

「わたくしも……」

　アリサもリムルの手を握にぎり返して息をつく。もう言葉などは、なんの役にも立たないのだ。事態は、世界が動かしているのだから……。

　ドスッ、と床ゆかが揺ゆれる感かん触しよくがあった。

「機械の用意ができたようですよ？　リムル？　着き替がえは、機械のなかでできるようですから、出しゆつ発たついたしましょう。おまえのおかげで、遅おくれたのですから」

「はい、でも、ドメーロで着替えができるのでありましょうか？」

　リムルは、アリサとの手をできるかぎり長くつないでおくようにしながら、立ちあがる。

「わたしたち用に改装したドメーロがあるのです。アの国は、機械の先進国だということをお忘れでない」

「はい」

「さあ、荷物を機械のほうへ！」

　ルーザの命令で、侍じ女じよたちがバッグのいくつかを抱かかえるようにして出ていけば、ルーザは、リムルを先に行くように手でしめしてから、アリサに別れの挨あい拶さつをする。

「……ビショット・ハッタさまにも、ご武運をと……」

「もちろん、申し伝えましょう」

　ルーザが退出すると、アリサは見送りのためにソファを立った。




　ドレイクは、二機のドメーロの中央に立って、ルーザとリムルを出で迎むかえる。

　なるほど、甲かん板ぱん上のドメーロは、機体全体を黒の漆うるしで塗と装そうして、窓やらハッチには、金きん箔ばくの彫ほり物ものをほどこしていたし、チラッとのぞけるブリッジの内装にも、ビロードの地で張りつめられているように見えた。

「では、行くがいい」

　馬車とちがって、機械の見送りはあっけないものだった。

　二機のドメーロが上じよう昇しようすると、上空に待機していた三機のドメーロが先導し、左右には、六機のオーラバトラーがしたがって、南の空に消えていった。

「アリサは……」

「はい……」

「すこし休め。晩メシはつきあえるな？」

「はい……」







　21　アイリン・ツーの影かげで







　バーンは、ミハン・カームの尋じん問もんに、同席させてもらった。

「……妙みような話だな!?　ミハン・カーム。ミィゼナーはラウの艦かん隊たいの最前線にたって、我が艦隊と戦せん闘とうをしている艦ふねなんだぞ。そんな艦に、アリサさまとリムルさまを預けっぱなしにしていたというのでは、ラウは、おふた方を捕ほ虜りよにする価値もないと考えていたんだ。つまりだな、人質を楯たてにしようって魂こん胆たんだったんだろう!?」

　下士官たちは、ミハンの供述など頭から信用していないのが、バーンにはおかしかった。

「ですから、フォイゾン・ゴウ王がミィゼナーにも訪問されまして、ミィゼナーの戦闘能力を信用してくださったから……」

「こちらは、フォイゾンが旗艦にしているハンラウゴの動きは、承知している！」

　尋問をしている下士官は、棍こん棒ぼうでテーブルを叩たたいてみせたりした。

「ミハン、つぎの戦闘開始のときに、ラウの艦隊は、ミィゼナーを楯にするつもりで、姫ひめさまおふたりをミィゼナーに乗せていたのではないのか？」

　尋問室のドアを背にして、士官たちの意志をなぞるように、尋問官の頭越ごしに尋たずねてやる。ミハンに弁明させてやろうとしたのだ。

　多少でもニー・ギブンの人ひと柄がらを知っていれば、姫ふたりを楯にするような騎き士しではないのだから、尋問官たちが考えているようなことはないのだ。

「それは、そちら側の考え方であります。フォイゾン王がミィゼナーに訪艦されましたとき、ミィゼナーの歴戦の戦いぶりをお誉ほめになるだけで、姫さま方の処しよ遇ぐうについては、姫さま方の御ご意志を尊重なさっていらっしゃいました」

「トマラーザ、どう思う？」

　バーンは、尋問の責任者に声をかける。

「……単純すぎますな？　フォイゾン王とは、そんなものですか？」

「わたしは、フォイゾンを知らん」

「どうなんだ？　ミハン、ハンラウゴが、スィーウィドーで補給することは考えられる。戦争をやっているんだからな？　そうなれば、フォイゾンは、アリサさまとリムルさまをハンラウゴに収容しようが？　最後の切り札になるかもしれんのだからな？」

「おかしいですよ。いま尋問官は、フォイゾンが、姫さまたちは捕虜の価値がないとみなしているといって、こんどは逆のことをいう……」

「……逆らうなっ！　こっちは可能性をいっているんだ。全方向から考えて、尋問しているんだよ！　貴様の意見などは、聞いてない！」

「ラウの軍に手を貸しているからって、ミィゼナーは、他所よそ者ものの悲ひ哀あいをうけている艦です。ラウの艦隊から出る命令を黙だまってうけて、協力するしかない立場ですから、ラウの艦隊の動きなど、具体的に知ることなどありはしません」

「それがウソだっていってんだろう！　ええ!?」

「ミィゼナーにフォイゾンが来たんだろう!?　つまりだ、ラウの艦かん隊たいから当てにされている艦じゃないか。そんな艦に、捕ほ虜りよを置いておくか!?　作戦をまったく知らされていないなどということはあるものか！」

　尋じん問もんの下士官たちが、左右からミハンに嚙かみつくように吠ほえるのが、かしましい。

「ニー・ギブン艦長も、フォイゾンに会ったんだよな？」

　ミハンの正面の士官のトマラーザが、ミハンを下からのぞくようにして訊きく。

「ニーは神経的に参っているようでありますから、口もロクにききませんよ」

　ミハンは投なげ遣やりになった。尋問に耐たえられないと芝しば居いをうっているのではないか、とバーンは用心する。

「それもおかしいんだ。そんな艦長の艦なら、我が艦隊がとっくに撃げき沈ちんしている」

「聖戦士がおります」

　ミハンは両方の足を左右いっぱいにひらいて、その膝ひざに手をおいて、尋問官をにらみつけるようにした。

『気張らずに受けなければもたないぞ？　ミハン……』

　バーンがそう思ったとき、背後のドアがひらいて、近衛このえ士官のひとりがはいってきて、バーンに耳打ちをした。

「ン……お召めしならすぐに行こう。騎き士しトマラーザ、頼たのみます」

　尋問主任を任されている騎士はバーンを送ってくれたので、通路に出たところで、バーンは言った。

「私見だが、奴やつは、騎士の出でない。ろくな情報ももっていないと思うが？」

「しかし、敵艦隊の渦か中ちゆうにいたのです。見聞したものだけは、吐はき出させませんとな」

「そりゃそうだ……が、急げよ。ドレイクさまは、あの手のパイロットなどは、すぐに釈しやく放ほうしろと言うだろうからな？」

「そうでありましょうか？」

「可愛かわいいかどうかは知らんが、実の娘むすめに、ルーザの連れ娘ごまで連れ戻もどしてきたパイロットだ。ドレイクさまにとっては、ルーザさまに貸しをつくっておきたいだろうし、ニー・ギブンが、ミィゼナーごとこちらにもどりたいという意思表示かも知れんしな？」

「……!?　……虫がいい話だな」

「反逆してみたら、アの国の良さがわかったという話もある」

　バーンは自分はなにを考えて、こんなことをしゃべっているのだろうか、と思う。

「それこそ騎士道にも悖もとります」

「そういう連中だといっただろう。ウィル・ウィプスは出られるのだから、正面からの力押おしでラウの艦隊など破ることができる」

「ハッ？……ああ、そりゃそうでありましょうが、ああいう顔を見ると無性に許せんのです」

　トマラーザという騎き士しは、騎士としては生き真ま面じ目めである。

「それも認めるさ……」

　バーンは、自分がミィゼナーのクルーの気分になっているのではないか、と錯さつ覚かくしそうになったので、任せる、と言いおいた。




　ウィル・ウィプスの艦かん橋きようにちかい頂上部に、ドレイクの戦せん闘とう指揮所があり、その直下といったところに、ドレイクの居室があった。

　当番兵の案内を待って、バーンは、ドレイクの部へ屋やにはいった。

　三面がガラス窓いっぱいで、左右にほそながい部屋の中央には、ブリッジからつながっている螺ら旋せん階段があって、正面の壁かべによせて巨きよ大だいなソファがおいてある。

「…………!?」

　そこに真しん紅くの塊かたまり、白い肌はだをもった小こ柄がらな女が、ひどくくつろいだ姿勢ですわっていた。

　絹のロング・ドレスが真紅で、バーンの視覚を刺し激げきしたが、トモヨと思わなかったのは、ひどくおだやかで、ふっくらとした気配だったからだ。

　まさか、以前、ドレイクが口にした、バーンの花はな嫁よめ候補ではあるまいと思いながら、バーンは、そのおだやかな気配のなかに身を沈しずめている女性を見つめてしまった。

　ドレスの袖そでにもたっぷりと生地をつかった絹のドレスは、手首のすこし上でしぼってあった。

　その首筋も驚おどろくように白ければ、指もしなやかだった。が、彼女が、手にしていた手帳から視線をはずすことはなかった硬こう質しつな姿勢に、第一印象は撤てつ回かいする。

『……奴やつか……!?』

　そう考えながら、ドレイクの姿はない、とバーンの視線が泳いで、その視線を、真紅のドレスにもどしたとき、バーンはうかつに息を吞のんでいた。

　その女が、数歩手前にいたからだ。気配はなかった。正面からバーンを見たその瞳ひとみには、艶つやではなく、閃せん光こうが光る。

「バーンさま」

　さいごの二歩、彼女が歩いたとき、ドレスの衣きぬずれの音が聞こえた。まさか、魑ち魅み魍もう魎りようではあるまいと疑った瞬しゆん間かんである。

「ドレイクさまは、すぐに降りて参ります」

「……？　ああ、騎き士しアイリン・ツーか？」

「そう、ガルガンチュアのアイリン・ツーです。ご昵じつ懇こんに……」

　バーンの肩かたぐらいしか背せ丈たけのない女は、微び笑しようを浮うかべたのに、また気を奪うばわれて、バーンは彼女の白い手の甲こうが、まじかに踊おどったのを見み逃のがしていた。

「…………!?」

　手の甲をさしだして、そこにキスをしろというのだ。が、貴人ではない女、いや、氏素性を知らない女に、騎士たるものができる挨あい拶さつではない。

　と、バーンはまたも、なんの前兆もなく、その女の眉み間けんにかすかな陰かげが、筋になったのを見た。が、こんどは避さけていた。三度も気配を読めないでは、バーンではない。

　バーンの頰ほおに閃ひらめいた彼女の手は遠く流れて、上体を立て直したアイリン・ツーは、息を継ついで、とても形の良い唇くちびるがかすかに割れて、白い歯がのぞく。

　平手打ちをしたのである。が、バーンはそれを紙一重という間合いで、避けていたのだ。

　ふたたび彼女の手の甲こうが、バーンの前にさしだされる。

「さすが、バーン・バニングスさま。恐おそれ入ります」

「自分は寡か聞ぶんにして、噂うわさでもあなたを知りません……その鞭むちのようにするどいお手に打たれていれば、顎あごの骨が砕くだけていたでしょう」

　バーンは、アイリン・ツーの黒い瞳ひとみの奥おくを凝ぎよう視しして、つぎは、彼女の指が、自分の眼球を抉えぐり抜ぬくかもしれないと警けい戒かいしながら、その右手をとって手の甲に唇をあてる。

　バーンの触ふれた指もそうだが、唇も彼女の熱気を吸っていた。

　おだやかな少女の殻からに、真しん紅くの〝気〟をのぞかせた女の懐ふところに、バーンは飛び込めたと感じる。

「……さすが噂の騎き士しバーン・バニングス。聖戦士であろうという噂を信じましょう」

　アイリン・ツーは、掌てのひらをかえそうとしたので、バーンはその右手首をつかむや、左手と足の攻こう撃げきを予測しながら、その手首を、背中にまわして逆手にとっていた。臀でん部ぶにも、片足をいれて、彼女の爪つま先さきを宙にあげる。相手の力点を奪うばい、密着した体勢で逆手をとられれば、どのような武芸者であろうとも、死に体である。

「クッ……!?」

　アイリン・ツーの顎があがり、バーンは、その束ねられた黒くろ髪かみの油の香かおりを、猥わい雑ざつに感じながら、

「爪つめに毒を塗ぬりつけておいて、よくいうな？　アイリン・ツー？　ドレイク王のご命令であったにしても、冗じよう談だんではすませられん。この腕うでを折って、自分の爪で、その白い肌はだをひっかいてみせるか!?」

「……!!　そんなことがわかるはずがない。よしんば毒をぬっていたにしても、臭においがしたり色が変るようなものを、誰だれがつかうものかっ！」

　アイリン・ツーの声には、棘とげがありすぎた。

「貴公の気力あふれる声こわ音ねが、証明しているよ。ドレイク王の威い光こうを笠かさに着るにしても、貴公の態度、やりすぎである」

　バーンが、そこまで言ったときだった。

「バーン、許してやってくれまいかな？」

　頭上から、ドレイクの声が降ってきた。

「ハッ……？」

　そうだろう、と直感して、バーンはアイリン・ツーの腰こしにいれていた足を引いて、王を迎むかえる姿勢をとる。

　螺ら旋せん階段の上に、長なが靴ぐつの鋲びようが鉄を踏ふむ音がした。

「毒が塗っているという話は、冗談にしてもらいたいな。騎士バーン」

　ドレイクがブリッジから降りながら、おかしそうに笑っていた。

「……お聞きになっていらっしゃったのなら、そう思うしかない騎き士しアイリン・ツーの態度でありました」

「そうなのか？　アイリン……？」

「はい……痺しびれ薬を用意いたしました。すべてが芝しば居いでは、バーンの本気はうかがえませんので」

「そういう女だ。バーン。アイリン・ツーは、自分の上に立つ騎士の力量を、どうしても試したいというのでな……こやつの我わが儘ままには、儂わしも弱い。許せ……」

「恐おそれ多いお言葉で……無礼を重ねました」

「なんの、儂も貴公に安心をした。いまほどの手際をみせてくれなんだら、騎士としての貴公の技量能力を疑ったところだ」

「…………!?」

　ドレイクは迷っていると、バーンは感じた。

　こんな女がいることをバーンに紹しよう介かいしたからということではなく、アリサとリムルが帰ってきたことが、今後の戦局にどのように作用するか気にしているというような性質のものでもない。

　もっと根本的なところで、ドレイクに落ち着きがないように感じられたのだ。

「あらためて紹介しよう。貴公は、騎士という世事をつかったが、そのような昔の呼こ称しようはつかわんでいい。アイリン・ツーは、オーラバトラーのパイロットである」

「ガルガンチュアと申しましたな？」

「ショットに造らせたよ。貴公のディーモッシュと同型であることは、ディーモッシュをみてわかった。まったく、ショットのやること、信用できん」

　ドレイクは、ショット・ウェポンとバーンが、内密で建造していたオーラバトラーについて指し摘てきしたのだ。

　これについては、バーンも黙もくするしかなかった。この問題については、ショットからなにも聞かされていなかったし、ガルガンチュアを見ていないので、口裏のあわせようがないのだ。

「がな……いまは身内の問題などで、心を煩わずらわされるつもりはない。打だ倒とうラウが急務である。それについて気になるのは、バーンの身辺が寂さびしいということだ。それで、アイリンを用意したのだが、的中したようだな……」

　アイリン・ツーのすわっていたソファに身をくつろげながら、ドレイクは言った。

「ハッ……？」

「ザナド・ボジョンか？　あれとクの国のトモヨ・アッシュは、バーンを食うつもりでいる輩やからである」

「…………!?」

　これにも応こたえようがないのは、バーンは、あのふたりをそれほどの者とは感じていないからである。

「怒おこるなよ。儂わしがかってに感じていることで、バーンの力量を心配してのことではない。それは、いまも確認した。時代の趨すう勢せいということだ……でな、アイリン・ツーのようなパイロットをつけることを前々から考えて、儂の故郷で、猿さるのように暮しているこの娘むすめを発見したのだ。ショットも誉ほめる素養をもっておった」

「……はい……」

「隠かくし弾だまになる素質をもっていることは、保証する。ディーモッシュとガルガンチュアの戦せん闘とう小隊はよく協調して、先せん鋒ぽうの任を果せ」

「ハッ……！」

　バーンに許されている反問などはなかったし、語られていることの半分以上は、ドレイクの本音であろう。それはわかるつもりだったので、まだ疑念もあるのだが、頷うなずいてみせる。

「バーンには、どうしても聖戦士として、前に立ってもらいたいのだ。そのための補ほ佐さに、ザナドでは力不足である」

「御ぎよ意い。心配はひとつ。アイリン・ツーの気持ちのほうが、自分には気になります。よろしいのか？」

　バーンは、ドレイクにソファを譲ゆずって、窓に背をもたせかけているアイリンに振ふり向いたが、こんどは、別の意味で驚おどろいていた。

　彼女は爪つめに塗ぬった痺しびれ薬を、綿をかぶせた布で拭ぬぐいながらも、バーンを凝ぎよう視ししていたのだ。

「あたしは、ドレイク王より、騎き士しバーンが好きだな」

「ハハハ……！　これだ！　歳としはとりたくないものだ。バーン、認めてやってくれ」

　バーンにすれば、ドレイクの寵ちよう愛あいをうけたパイロットというていどの噂うわさは耳にしているのである。そういう女なら、パイロットとしての技量などは、信用できるものではなかったが、そうではないというのは、すでに実感した。

「腕うでは信じます。パイロット、アイリン・ツーの力量……自分がフォローできるのかと怪あやしんでいるくらいでありますから」

「ガルガンチュアで模も擬ぎ戦せんをやる必要はないのだな？」

「勿もち論ろんです」

　そのバーンの返答に、アイリンは、爪を拭っていた道具をかたわらの小テーブルにもどすと、

「騎士バーン、よろしくお願い申します」

　膝ひざをかすかに折って、軽く頭をさげて、礼式にのっとった挨あい拶さつをかえしてくれた。







　22　第三勢力・ビショット







　進水式の儀ぎ式しきが形どおりに終しゆう了りようすると、ビショット・ハッタ王は、ドレイク・ルフトの名代であるルーザ・ルフトとその娘むすめリムル・ルフトを先頭にたてて、ゲア・ガリングにあがるエレベーターに案内していた。

　クの国の周辺国の王族貴族、大使と武官たちは、それを見上げるようにする。

　近衛このえ士官の手で操作された艤ぎ装そう工事用のエレベーターが上じよう昇しようを開始すれば、ハンドレールにリボンを飾かざりたてたエレベーターの中に立つ者たちは、諸国の貴族高官たちを睥へい睨げいすることになる。

「オオゥーッ!!」

　進水式の式典に参列することを許された高位高官たちの歓かん声せいが、ゲア・ガリングの船首部を前にした式典会場からおこって、左右に津つ波なみのようにひろがっていけば、それが、進水式につづく、出しゆつ陣じんの儀式になった。

　オーラの陽光をうけるゲア・ガリングの上空には、数十機になんなんとするオーラバトラーとオーラマシンが三機、六機と編隊をくんで、巨きよ大だい戦せん艦かんの出陣を祝うのだ。

「なんとまあ……まことに、ビショット王のご威い光こうには驚きよう嘆たんいたすばかりで、身がすくむ思いでございます」

　ルーザは、ここでも扇せん子すをつかって、艶えん然ぜんとした微び笑しようをビショットにむけて、感嘆して見せた。

　羽根扇子の裾すそから、足元にとおくなっていく高位高官たちと、上空を整然と飛行するオーラマシンの編隊を、惚ほれ惚ぼれと見やってみせるのも、ルーザの至芸である。

「……！」

　不ふ遜そんさが、宝石と絹を着ているような母の姿に、リムル・ルフトは、自分が穢けがれるのは仕方がないにしても、世が汚よごれるのはなんとかしたい、と感じてしまう。その感じ方は、パットフットのような人々を知ってしまったからであろう。

「アッハハハーッ……ドレイク・ルフト王が戦線におりますので、今日の出陣の式典に華はながなくなるのではないか、と案じておりました。が、しかしぃ、ルーザさまとリムルさまのご来臨をたまわりまして、クの国が、アの国と一枚岩であることを満天下にあらわすことができて、安あん堵どいたしております…ハーハハハッ……」

　ビショット・ハッタの甲かん高だかい笑い声は、ポーカーフェイスを気取るものであることは、誰だれの目にも明らかなのだが、それでも、それが、ビショットの真意を見えなくしているのも事実ではあった。

　だからこそ、ドレイクは、ふたりの密通の噂うわさも利用して、ルーザが、自分とビショットの将来性を両りよう天てん秤びんにかける賢さかしい女なら、ルーザをダシにして、ビショットを隔かく離りする手段をこうじているのである。あからさまにいえば、ふたりのあいだに口実をつくらせて、クの国を無血で手にいれる算段がある、ということだ。

　ドレイクが、リムルをつけたのは、ルーザに母親らしい心情があるなら、いまのうちだぞ、というサインである。それは、ドレイクが生来もっていた善意の発動である。




　ビショットがルーザとリムルをゲア・ガリングのブリッジに案内をすると、ブリッジ全体がかすかに震ふるえはじめて、巨きよ大だいなオーラ・エンジンに火がともったことを人々に報しらせてくれる。

　それはまた、分厚い複葉機にも似た巨体が、世界に晒さらされるときでもあった。

「発進でありますか？」

「ハッハハハァ……我らは、ドレイク・ルフト王の要よう請せいにこたえるにあたって、時間がないといいながらも、万全の準備をしたつもりであります。艤ぎ装そう中でも、数回のテスト飛行をすませて、艦かんの不都合のすべてを改善させてあります」

　ビショットはブリッジにあがっても、いつものベルベット製のとんがり帽ぼう子しをぬぐことはなかった。その頭三つはあろう高さの帽子をふりたてて笑うのである。

　ズズッ！

　ブリッジ内の十数人の担当下士官の計器を確認する声がしずまると、ブリッジの床ゆかがかすかにはねるように感じられて、つぎに、足元から腰こしに、浮ふ游ゆう感がつたわる。

『飛んだ……!?』

　リムルは、ルーザとビショットの背後の席にちいさく身を沈しずめながらも、ゲア・ガリングの飛行性能のスムースさに、この艦の潜せん在ざい的な能力がとんでもないものらしいとわかる。

　身内の生体オーラ力ちからが、ザワッとそそけ立ちながらも、神経が外にむかってさかだつような感かん触しよくが喚かん起きされた。

　ゴラオンに滞たい在ざいしているときにも、全身を圧あつ迫ぱくするような力を感じたものだが、それは、スィーウィドーがかもしだす重苦しい気配と、ゴラオンの巨大なオーラ・エンジンが、コモン界のオーラを吸引するためにおこる空気の流動感である、と教えられたものだ。

　しかし、このゲア・ガリングで感じる圧迫感は、もうすこし明確に神経にさわった。それは、まだ稼か動どうしていないゴラオンと、飛ひ翔しようを開始したゲア・ガリングのちがいなのかもしれなかった。

　しかし、リムルは、

『物をつくる人の意志がちがえば、物もちがうものになるのではないか？』と、疑うことができるようになっていた。

　肉体を構成する体液という体液が波立つような感触……感覚がおぞけるというのとはちがう、もっと微び妙みようなものに身をまかせながらも、リムルは、毛穴という毛穴からにじみでるものがあるような気がして、そっと脇わき腹ばらをなぞってみた。しかし、掌てのひらに汗あせは感じなかった。

「馬車なら半日はかかる距きよ離りですぞ！　あれが我がカリングの王城であります」

　そういうビショットの最後のほうの言葉は、またも笑いにまぎれる。

「おお、あの切り立った断だん崖がいの上の、白くかがやく城でありますな。ハッタ王がつね日ひ頃ごろ、ご自じ慢まんになさっていたお気持ちが、よっくわかる景観でありますなぁ」

　ルーザは、席からなかば腰こしをうかせるようにして、明るいオーラの光をとりいれる正面の窓をのぞく。

　リムルにとっては、聞くにたえない会話なのだが、上じよう昇しようするゲア・ガリングの飛行の静かさが、会話をきわだたせていることはわかっていた。その上、ビショットが説明をする外のようすから、ゲア・ガリングの巡じゆん航こう速度もかなりのものだと知れた。

『この形態とこの大きさでありながらも、ミィゼナーなみの速度をもっているということなの……？』

　専門家でなくとも、その意味することが、戦場では強力な威い力りよくとなることは承知していた。真まつ青さおな空の色しかなかった正面の窓に、左右にはしる雲がみえだしたときに、艦の速度は、リムルが想像する以上のものになった。

「リムル、いらっしゃいな。すぐにカリングのお城が、この下をとおっていきます」

　席を立ったルーザが、ブリッジの右側の中央に設けられたハンドレールから呼んでくれる。

「はい？」

　あまり無愛想では、ドレイクの名代の母についてきた姫ひめとしては、物議をかもしだしそうに感じられて、リムルはシート・ベルトをはずして、立ちあがっていく。

「いやー、ここからガダの爆ばく弾だんを投下すれば、我が城も炎えん上じようするという寸法でありますな。ハハハァー、いや、なんとも空爆というものは、恐おそろしいものです」

　ルーザがのぞくハンドレールの反対側から、床ゆかにしつらえられた窓をのぞいたビショットは、あいかわらず上じよう機き嫌げんである。

「まあ……！」

　真下にみえる地上の光景は、斜ななめに遠望する景け色しきとちがったすごさがあった。見える物の位置関係のすべてを、洗いだしてくれているようで、隠かくれるところがないと見えるのである。

　地上の隆りゆう起きと田園の関係、そのあいだをはしる道路と集落の関係。さらには、ビショットの居城のひとつが、急速にはしっていって、ゲア・ガリングの下部の構造物の下にながれこんでくれば、その白くかがやく城じよう壁へきは、夢と可愛かわいさを象しよう徴ちようする精せい巧こうな工芸品そのものに見えた。

『……あのなかで、このビショットさまが育ったか……』

　思わずリムルは、人の成り立ちを赤子の時代から考えて、醜みにくい大人おとなになっていってしまう原因といったものを考えようとした。

『いけない……これは聖戦士殿どのの悪い癖くせだというわ……わたしにも、それが伝染してしまったのかしら……？』

　リムルは思わず身をひいて、うろたえてしまう。

「どうなされたかな？　リムルさまには、ご心配事でもおありなのかな？」

　笑いをふくんだビショットの言葉には、リムルが聖戦士との感応を見み抜ぬいたような棘とげがあった。

「いえ、この艦が飛行しているにもかかわらず、下のデッキでは、働いていらっしゃる将兵たちがいるので、驚おどろいたところであります」

　リムルはそう口にしながら、頭に湧わき出てしまう想念をうちけそうとした。事実、リムルは下部デッキにうごめく人ひと影かげに感かん嘆たんもしていたので、その感想はウソではないのだ。

「おお!?　いわれてみれば、下の屋根に働く将兵たちの姿がありますな」

　ルーザの間の抜ぬけた感嘆が、リムルの感想を堅けん固ごなものにしてくれた。

　リムルは思考を停止して、ルーザが感嘆してみせる下部デッキの将兵の動きに、意識を集中させて、その姿に感動するようにした。

『風に足をとられないのかしら？　周囲の景け色しきがみえないから、平気なのではないのか……』

　と……。

　ゲア・ガリングは、左右に広がる翼つばさのようなものを船体にして、それを二重にしていたので、ブリッジからは、その下部構造物の天てん井じようともいえる部分が見下ろせるのである。そこの天てん蓋がいなどに、いまだ艤ぎ装そう作業をしている兵員たちが、ときに天井にのりだしたりしているのである。

「いや、まったく。軍人や技術者というのは、不思議な連中でしてな？　彼らは、任務に夢中になると、ほかのことが、耳にも目にもはいらんようで……」

　ビショットのちょっと生き真ま面じ目めな声こわ音ねが、リムルには不思議だった。

「まったく、彼らは物にたいして実直というか、直線的でありますからな。電球などもつくってくれましたが、電気なるものがどういうものか、目にはみえませぬゆえに、とんとわかりかねます。オーラ・エナジーにいたっては、動く機械をみせられましても、そのエナジーとの関係がわかりかねて、さて、なにやらかと……」

「彼らが、これこれであるからして、これこれである、と懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれることは、釈しやく然ぜんとしなくても、ま、電気のパン焼き器ごときものを見せられれば、それでよしとして、報ほう償しようをあたえるようにしております。そうすると、つぎにもっと便利な機械を製造してくれます。ハッハハァー……」

「豪ごう胆たんなことを。そのお心があるからこそ、日短くしてアの国に秀すぐるとも劣おとらないものを、このようして手にいれるのでありますなぁ」

　そんなルーザとビショットの怪あやし気げな会話を耳にしながらも、言葉以上の意味を推量しないようにするのは、リムルにとっては緊きん張ちようする作業だった。

「……姫ひめさまにあっては、このゲア・ガリング、お気に入り下されたかな？」

「はい！　ウィル・ウィプスの飛行を経験しておりませんでしたから、感動いたしております。旧来のオーラシップにくらべたら、天と地ほどに乗り心ごこ地ちのよいものです。これが戦場に押おし出だすところを想像いたしますと、戦争などはただちにおわって、将兵、人民の苦労もすくなくてすむでしょう」

　リムルは、追従に似た言葉がスラスラと出たので、知らずに微び笑しようもうかんだ。

「ご賢けん察さつであります。しかし、リムルさま……？　世の中は、それほどかんたんに平へい穏おんにならぬのが現実であります。ドレイク王に反旗をひるがえすラウの国でも、巨きよ大だい戦艦の建造がされているという噂うわさでございます。ゲア・ガリングとウィル・ウィプスが押おし出しただけですむかどうか……これは、楽観できるものではございません」

　最後の言葉には、ビショットらしからぬ慎しん重ちようさがあった。

　いや、リムルには恫どう喝かつに聞こえた。リムルが見知ったラウの内情について話してくれなければ困る、という威い圧あつ感かんだ。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、リムルは、ゴラオンでのエレ・ゴウとのみじかい生活を思い出してしまって、それを意識の外に追い出すのは、むずかしいのである。

「噂は、ラウで囚とらわれの身になっていた私には、聞こえませんでした。物事は、なにごとも、近くの者よりも遠い者のほうがわかる、ということがございましょう？」

「……お上じよう手ずな口のききよう……ハハハーッ！　賢かしこい姫ひめさまでいらっしゃる」

「恐おそれいります」

　ビショットの大人おとならしい引きぎわに、リムルは軽く頭をさげてみせたが、首をのばすように頭をさげてしまったので、首くび斬きり台だいの上に頭を差し出すときの感かん触しよくはこういうものではないのかと想像してしまう。首のまわりに冷気がとりついて、それがネックレスのようになったのだ。

　しかし、そのリムルの想像を、ビショットが感知することはなかった。ズッズズズッ！　と、正面の窓ちかくを横切ったオーラシップが、ブリッジを震ふるえさせたからだ。

「よーし、もう一度だ。やってくれ！」

　ブリッジの正面に位置する士官たちの怒ど声せいが、炸さく裂れつしていた。

　と、そのオーラシップは、もう一度船体をかたむけながら、ゲア・ガリングの前を横切っていった。それも、なにかのテストのようだった。

　ゲア・ガリングは、慣熟飛行をするあいだ、まだまだ整備をしなければならないことが山ほどあるのだ。




　ゲア・ガリングの左右と前後に、五隻せきのオーラシップが随ずい伴はんをはじめたのは、カリングの城をすぎて、しばらくしてからだった。

　その天を圧してみえる艦かん隊たいが、クの国を北上してアの国をかすめて、カラカラの主戦場にいたるのには、一昼夜を要するであろう。

　その間に、ゲア・ガリングは、各地の駐ちゆう屯とん地ちに配備してあったオーラバトラーを糾きゆう合ごうして、カラカラの山さん塊かいに参戦しなければならないのである。

　これは、外交的な思おも惑わくがあってのことなのだが、それ以上に、それぞれの王に、事態を自分ののぞむ方向に進展させられるという自負があるからこそ、やってみせることでもあった。

　しょせん、人の行こう為いなどは、自己の判断領域のなかで、どれほど自惚うぬぼれられるか、でしかない。

　しかし、オーラマシンという革命的な機械は、これら王たちに絶対的な自信をあたえて、王みずからをして、機械をつかう者と信じさせているのであるが、事実はまったく逆で、機械の存在が、王たちを急せき立てているのであろう。

　道具が自立したものとして存在したときから、つかう側の利便性以上のものを発揮していることを、人は忘れるのである。

　こん棒をつかうことを知った太古の時代から、道具は永遠に人の意思に従属するものであって、どのように道具が発達しても、道具は道具であると人は信じすぎてきた。

　道具や機械の利便性の進歩が、人の悟ご性せいにマイナスに作用した部分があると考えることは、産業革命以来の歴史をもっている地上人でさえも、できないのである。

　もちろん、部分的には、人がアニミズムの時代からもっていた鋭えい利りな感性が、道具の発達によって忘れ去られたと指し摘てきすることはあるのだが、製造業が、社会基き盤ばんの根底をささえる時代になって以後、人は、どのような機械や道具であっても、それらがメンタルな部分で、マイナスに作用することを認めるのを、忘れていったのである。

　それを認めることは、社会構造を変革することであり、経済社会を否定することにつながるからである。

　さいきんになって、ようやく環かん境きよう問題という側面から、道具の存在の懸け念ねんが発せられるようになったが、それでもそれは、巨きよ大だいすぎる機械、過大すぎる道具、手におえない機械にたいしての認識であって、道具そのものの存在の問題を指摘する視点はない。

　まして、オーラマシンは、コモン界の根源をささえる力エナジーを利用した機械であれば、コモン人は、機械の能力を自らの能力と一体化したものと信じて、みずからの能力を拡大してくれるものとしてつかうだけである。

　オーラマシン自体が独自に内包している力が、人の存在を凌りよう駕がするようなものであるかもしれないという想像は、誰だれひとりとしてもつことはないのだ。

　しかし、まさにオーラマシーンゆえに、それが人を支配するものであることは、地上界の機械以上に自明のことなのである。コモン人であれ地上人であれ、人の通つう癖へきとして、はじめての体験にたいしては、あらゆる意味で過か剰じよう反応をしめす。

　この時代、コモン人は、オーラマシンの価値を過大に評価して、はしゃいでいるのである。







　23　狭はざ間まのミィゼナー







　ジョクがミィゼナーに合流したときに、フォイゾン・ゴウは、近衛このえ部隊の竜りゆう旗き隊たいのなかから、さらに選せん抜ばつされた部隊、七しち竜りゆう旗きの二機のオーラバトラーをつけてくれた。

　フォイゾンが、ミィゼナーとジョクによせる思いがおしはかれる配備である。

　これによって、ミィゼナーのオーラバトラーは、ジョクのドウミーロックをベースとしたカットグラと、整備中のカットグラの補助機でプロトタイプから発展したⅡ型機の一機。それにマーベル・フローズンとソトロウ・レストラーマの乗るドウミーロック二機。そして、七竜旗隊のダッサ・コランザン、トリプース・セニオスの同二機の計六機のオーラバトラーが搭とう載さいされることになった。

　この数は、ミィゼナーにとっては通常より一機おおい編成で、艦かん体にとっては多少の過重になったが、決定的な不都合になることはなかった。

　ミィゼナーの脆ぜい弱じやく性は、パイロットの補助要員がいないことと、ジョクが傷が癒いえたとはいえ、まだ完調という自覚症しよう状じようを得るまでにはいたっていないことである。

　フォイゾンが、七竜旗隊のダッサ・コランザンとトリプース・セニオスをジョクの左右につけたのは、そんなジョクが過大に行動することを牽けん制せいさせるためであった。




「アリサさまがいらっしゃった部へ屋やを調べるのは、ジョクの仕事だろう？」

　ニーは、ジョクの歩き方を気にすることはやめて、フォイゾンがつけてくれたふたりの屈くつ強きようなパイロットがタラップを上がってくるのを制した。

「はっ？」

「軍議ではありません……プライベートなことでして……」

「ああ……ならば自分たちは、整備デッキで機体の点検整備にかかっております」

　ダッサ・コランザンとトリプース・セニオスのふたりは、気を遣つかいすぎたようだと苦笑を見せたので、ジョクもタラップに足をかけて、大だい丈じよう夫ぶだと上がって見せた。

　それでも、ふたりのパイロットに深く礼を送るのは、格式でいえば充じゆう分ぶんに上のパイロットたちだからである。

「どう？」

　七竜旗隊のふたりを送りながらも、タラップの下からマーベルが声をかけてくれる。

「ちょっと疼うずきがのこっているけど……」

　ジョクは中甲かん板ぱんにあがると、自分とアリサのために提供されていた小部屋のドアをひらいて、窓ぎわの小さいデスクの引き出しをひらいてみた。

「……!?　やはりあったよ。アリサからの置き手紙だ」

　ドアのところで、ニーとマーベルが待つようにしてくれた。

　ジョクは覚かく悟ごをしながら、アリサの手紙をひらいて目をとおすと、最後のほうの一文に呻うめいた。

「できるものか……！」

『……ウィル・ウィプスに接せつ触しよくできましたら、内部から瓦が解かいさせたいと思っております』

　それは、アリサの心意気でしかない。

　前文は、ミハンを巻きこんですまないがこうでもしなければ、ドレイク説得には出られないであろうということが認したためられ、最後は、ジョクのおかげで楽しい暮しができた感謝があった。

「……ずっと考えていたことだったか……」

　ジョクは、アリサの私情あふれる手紙をニーとマーベルに見せるのは抵てい抗こうがあったが、そうするしかない状じよう況きようだと思う。

　ふたりも、その手紙に目をとおすと、マーベルがきちんと封ふう筒とうに便びん箋せんをおさめてから、ベッドに腰こしをおろしているジョクの膝ひざの上にもどしてくれた。

「……リムルとのことが書いていないのは、リムルが脱だつ出しゆつするのは、ゴラオンに行ってから決めたことだったんだな？」

「そうでしょうね、あたしたち、リムルさまには冷たかったから……」

「どうしようもない。後妻の姫ひめさまだった」

　ニーにとっても、ほかのミィゼナーのクルーにしても、アの国の将兵たちは、ドレイクの前の后きさきであるアリシアを慕したっているのである。

　ルーザの時代になって、アの国策が尖せん鋭えい的になってからの騎き士したちといえば、戦功をもくろみ、戦争で身を立てることに汲きゆう々きゆうとする輩やからばかりなのだ。戦せん闘とう集団としては便利な人材であっても、平時の国の運営に適する者たちではない。

　それが顕けん著ちよになったのが、ルーザの時代のアの国なのである。




　ミィゼナーは数個の風船でアンテナ線をあげて、カラカラ山さん塊かいの渓けい谷こくをくだっていた。

「……どうだ。まだ聞こえるのか？」

「聞こえています。距きよ離りはとんでもなく遠いんですけど……」

「敵てき艦かん艇ていの動きが活発になっているので、それが周波数の分ぶん離りを悪くしているんです」

　メトー・ライランとキーン・キッスのふたりは、ヘッドフォンを耳にして無線機にかじりついたままで、ブリッジにあがってきたニーたちを見向きもしない。

　ジョクは、ニーとマーベルのあとを追って上がってきたのだが、思った以上に身体からだは動いてくれると実感していた。

「来ました！　こちらミハン、チャム、です」

「ン……ちかくなっているのか？」

「おなじようですね。さっきから……チャムとミハン、どうしていっしょなんですか？」

「そんなこと知るか。なにかの暗号かもしれないんだろう？」

「しかし、チャムとミハンですよ？」

「囮おとりだな……」

「背後になにがいるんだ？」

「ピンクの機体とバーン、それにぼくを負傷させたガベットゲンガーだな」

　そういいながらも、ジョクは自分の表現の粗そ雑ざつさに嫌けん悪お感を抱いだく。こんな粗雑な戦せん況きよう判断しかできないでは、結局、パイロットという立場は、歯車の歯の一枚にも相当しない存在だ、と実感するからだ。

『……世界もくそもあったものじゃない。おれひとりの命とか、この艦かんの生死だけが問題で、ほかのことに興味をもつ暇ひまもなく、まして、解決策を見み出いだせることもない、情けない立場に落とされているってことだ』

　そのような実感があるから、本性のところでは、自分を寂さびしくさせてしまったアリサがいなくなったことを恨うらみ、日本語で相談できる杏あ耶や子このような相手が欲ほしいんだ、と思ってしまうのだ。

　テレパシーに似た意思疎そ通つうの手段は便利なようでも、とんでもなく曖あい昧まいで、ロジックが見えないという感かん触しよくがある。

　しかし、現実では、他者の殺気を感じたときに無防備でなにもしなければ、即そく、自己の死という圧あつ倒とう的な結果に直面するのである。そこには、ロジックはなく、他者に翻ほん弄ろうされるだけの自己という存在しかない。

　それでは、存在は消失する。殺気をもったものの餌えさになって還かん元げんされるなら、それはそれでいいのではないか？　その仮定には、意識をもたされたものとして、容認できることではない、と思える。

　だからといって、言葉が実態を共有する道具でもないことも、ジョクはこの世界にきてからじゅうぶんに学習していたのだ。

『バアちゃんよー、どうしよう？』

　左右の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが、しだいに速度を増しているように感じられた。このまますすめば、ミィゼナーは、カラカラでの最前線の基地〝望ぼう楼ろうの布ふ団とん〟にいたるのだ。




「……まちがいないな？」

「はい、ミハンとチャム、そういっています。どこでどう合流したのかはしれませんが、無線には、チャムの声らしいものも聞こえました」

　メトー・ライランがそう言いながらも、なんとか電波をひろおうとするのだが、ノイズがひどくなるだけで、一向にその電波をとらえることはできないでいる。

「これが方位です……」

　ようやく、二本の赤い線をひきおえた地図を、キーン・キッスがさしだしてくれた。

　ミィゼナーからみた角度で、右前二十度ほどに、約四度の扇おうぎ状じようがしめされて、距きよ離りは、オーラバトラーの一いち戦せん闘とう飛行距離ギリギリというところである。位置不明の敵にたいして、接触をこころみるにはたしょう無理のある距離だった。

「逐ちく一いち、情報をおろしてくれ。オープン・デッキで発進態勢にはいる」

「頼たのむ。先せん鋒ぼうは騎き士しソトロウだ。いいな!?」

　ニー・ギブンの艦かん長ちようらしい声が、ジョクを制する。

　艦長といっても、作戦司令のようなことまでやらなければならないのが、ミィゼナーという他所よそ者ものの艦なのである。

「了りよう解かいだ」

　ジョクは、キーンの地図を手にすると、タラップのハンドレールをすべるようにして、オープン・デッキまでおりていったが、両りよう腕うでに体重をかけると、脇わき腹ばらにまだ鈍どん痛つうがきて、デッキで着ちやく床しようすると、右大だい腿たい部ぶも痛みできしんだ。しかし、痛みはこらえればすむ。

　問題は、こんな状態でカットグラの操縦をして、反応が遅おそくなるかもしれないことのほうだ。が、そんな気配をみせずに、ムッとした表情をつくって、オープン・デッキにめんした待機室の椅い子すにすわってみせた。

「……望ぼう楼ろうの布ふ団とんのムラソバ砲ほう台だいを中心にしたラウの艦隊の布ふ陣じんのうえに、いましがたのミハン機の推定所在位置をかさねると……こうなりますね」

　マーベル・フローズンが、壁かべの作戦地図上に記入した赤い線を見上げて、ソトロウ・レストラーマが眉まゆをひそめた。

「……想像でしかないが、ミハンが出てきた方位というのは、ウィル・ウィプスが消えていった方位と重なるんじゃないのかな？　アの国の主力艦隊は、東側に展開しているはずなんだぞ？」

「……囮おとりですな」

　七しち竜りゆう旗き隊たいのひとり、ダッサ・コランザンが、ミィゼナーのパイロットの気を悪くすまいというふうにしながらも、割ってはいってきた。

「いまごろは、ウィル・ウィプスは、アの主力艦隊と合流しているとみるのが正しい。ミハンの無線を受信して、我々が出ていったら、ミハン機に貼はりついていた追つい撃げき部隊が、ラウの艦隊の先鋒をたたくつもりでしょう。ということは、アの主力艦隊は、東の海岸ぞいに、ラウに侵しん攻こうする」

「同意です」

　ソトロウの発言に、ダッサのかたわらのトリプース・セニオスがつづけた。

　ラウの騎士たちが、ミィゼナーとかミの国のパイロットに一目をおくのは、実戦の経験が格段にちがうからである。それは、騎士の時代、槍やり合わせの場数がおおいほど、騎士は敬われたという気風を、彼らがうけついでいるからで、気位が高いといわれている竜旗隊であれば、なおのことであろう。

「……騎士ソトロウは実戦主義者で、ひょっとしたら狭きよう視し的な意見かもしれません。忌き憚たんないご意見をたまわりたい」

　ジョクは、ダッサとトリプースをうながす。

「常識的といえば、騎士ソトロウに叱しかられましょうが、あえていえば、ミハン機捜そう索さくにでるのは問題ないと考えます。我が艦かん隊たいのうち、望ぼう楼ろうの布ふ団とんを軸じくにして、左右には第一、第二と戦せん闘とう単位の艦隊が進行しております。この動きが、たしょう遅おそいのが気になりますが、牽けん制せい役にはなりましょうから、ミィゼナー一隻せきが、殲せん滅めつされることはないでしょう」

　ダッサが、ジョクの気持ちを斟しん酌しやくしてくれ、しかも、ラウの全艦隊にとっての先せん鋒ぽうが、ただ一隻のミィゼナーであるという点についても言げん及きゆうしてくれた。

「お気になさるな。先鋒になることは、自分からフォイゾン・ゴウ王に提案した事じ項こうであります」

「……!?　いや、聖戦士どの、誤解なさらぬように……我らがこのようにして、ミィゼナーに同乗させていただいて、先鋒がいかに恐おそろしいものか身にしみているのです。よくぞ、この任を申し出られたと驚きよう嘆たんしております」

　白面のパイロットであるダッサは、率直である。

「ミハン機の線上にクの艦隊があらわれてくれれば、この先鋒、まさに図星となりましょうがな？」

　気を張って見せるトリプースに、ジョクは微び笑しようをみせると、

「……ミハン機を迎むかえに参ります。本艦が、望楼の布団を越こえたら、オーラバトラーは全機発進します。それまでに、もうすこし明確な位置を確認できる電波を、ミハン機から受信することができましょう」

「ハッ……！」

　マーベルとソトロウは、あたりまえの顔をみせたが、七しち竜りゆう旗き隊たいのふたりは、立ち上って踵かかとをあわせる。

「よろしいか？　自惚うぬぼれの作戦でいきます。自分が高空にあがり、ソトロウ、マーベル、ダッサとトリプースの四機は低空から侵しん攻こうして、ミハン機と合流します」

「ハッ！」

「質問は？」

「ミハン機と合流する意味は？」

　マーベルが、これはワザと質問するのよ、という顔を見せながら、レモンを絞しぼり込んだ水のはいった皮かわ袋ぶくろを、デスクの下から取り出す。

　ジョクは、身体からだの痛みを顔にだすことなく立つと、ラウの騎き士しに説明した。

「スィーウィドーから発したミハンは、アリサさまを同道して、アの国の艦隊と接せつ触しよくをしたらしい。どうじに、リムルさまも行方ゆくえ不明である。その上、それ以前から行方不明だったチャム・ファウの声が、ミハン機でしたという。ミハンの周辺でなにが起ったのか、囮おとりであったにしても、戦術的になにか意味がある現象なり事実関係なりが浮うき上るかもしれない。だから、捕ほ捉そくする」







　24　ミハンの釈しやく放ほう







　この数時間前。

　アリサ・ルフトとリムル・ルフトをウィル・ウィプスに移送したミハン・カームは、ウィル・ウィプスの艦かん内ないで、査問委員会の威い儀ぎをただした委員卿きようから、釈しやく放ほうを言い渡わたされていた。

　ミハンは、巻き紙をまきとる耳障りな音をききながら、悪寒が背筋をゆったりと降下していくのを感じて、

『こりゃ、妙みようだ……これなら、いますぐ処しよ刑けいされたほうが楽だ……』

　委員卿は、巻き紙をデスクの上におくと、つまらなそうに尋じん問もん室しつを出ていった。すると、ミハンの背後に位置していた尋問官のひとりが、

「……しばらくすわって待っていろ。貴様のオーラバトラーの用意ができているかどうか、調べてくる」

　その士官が背後のハッチから出ていくと、ふたりの尋問官が残った。

「また敵同士だな？　ええ……!?」

「らしいですね……なんでなんです？」

　ミハンは、カサカサになった咽喉のどの上下の皮がくっつくのではないかと感じながら、背後のふたりに訊きいた。

「姫ひめさまおふたりを救出したからというんだろうが、言語道断な判決だ。ドレイク・ルフトさまは、どうかなされたのだ」

「よせよ」

　一方の尋問官が、愚ぐ痴ちをつづけそうな同どう僚りようを制した。

「……おまえがラウの勢力圏けん内ないにもどれるかどうかは、判決文では保証していないんだ。わかっているのか？」

　愚痴を言いあう危険を感じた尋問官が、ミハンに声をかけたが、それはミハンに聞こえなかった。

『戦線に帰らなければ、囮おとりになる気き遣づかいはなくなるが、そうすれば、アの国の勢力圏内を飛行しなければならないわけだから、どこに飛んでも、あっという間に撃げき墜ついされちまうだろう……』

　それでは、敵前逃とう亡ぼうを意味する行動をとった結果だけがみえてしまうことになる。それは、成り上りのミハンのような騎き士しにとっては、できることではなかった。

　轡取くつわとりの身分から騎士にちかい位置になれたのも、機械の時代という新時代が到とう来らいしたからであり、ハンダノの城いらいジョクにつかえてきたからこそ、その出世も早かったのである。

　その恩に反することなどできないから、ジョクがアの国を捨てると言い出したときには、ジョクにしたがう道を選んだのだ。

　そして、ミの国が滅ほろびるのを見、ラウにはいって、スィーウィドーにゴラオンをみれば、ミハンはミハンなりに、ジョクという地上人が世界の趨すう勢せいをみていると納なつ得とくしたのである。

　オーラマシンをコモン界で実用化した王、ドレイク・ルフトは、ギィ・グッガとの対戦のなかで変質して、オーラマシンの威い力りよくを絶対的なものと信じてからは、世界を制せい覇はできると確信して、それを実行しようとしている。

　コモン界は広く、人物もいる。コモン界自体も世界そのものなのである。

　そういう実感から考えれば、ドレイクは、機械を弄もてあそんでいる男でしかなく、機械力を過信しすぎて、ほかのことには鈍どん感かんになって、天なる界にある地上界まで掌しよう中ちゆうにしようとする傲ごう慢まんの塊かたまりでしかないとみえるのである。

　それでは、ドレイクは早晩自じ壊かいし、フォイゾンが戦勝を得るほうが順当であろう、とミハンは考えるのだ。

『……しかし、自分が囮おとりにさせられる状じよう況きようがすぎたところまで生きのびられるのなら、戦線に復帰する方法もあるはずだ……そうすれば、敵前逃とう亡ぼうの罪の埋うめあわせはつくのではないか……』

　ミハンは、両りよう膝ひざのあいだからのぞく床ゆかを凝ぎよう視ししたまま、ウィル・ウィプスが潜せん伏ぶくしている一帯の地形を頭のなかにえがいて、アの国の艦かん隊たいの展開が薄うすいところは、どこかと考えてみた。

『……超ちよう高層まで飛べばなんとかなるが……』

「ミハン・カーム、出ろ！　この部へ屋やも倉庫になる。貴様にいられると邪じや魔まになるんだとよ」

　尋じん問もん官かんのいらだった声がはじけたので、ミハンは立った。

　通路に待っていたふたりの士官の背後にしたがって、タラップを三階ほどおりたところで、ミハンは、ウィル・ウィプスの中甲かん板ぱんらしいところで立ち止った。

「整備はすませてある」

　その整備兵の言葉は、機体の性能は全部調べた、というように聞こえた。

「ウィル・ウィプスの影かげをみたら、極北の地にでも遁とん走そうしろとニー・ギブンには伝えてくれ。顔を知っている者同士のせめてもの忠告だ」

　見送りにでた歳としかさの尋問官が、そう言った。

　ミハンは、その尋問官の声を背にして、木製のタラップをのぼると自機のコックピットのシートにすわって、コンソール・パネルをチェックし、エンジンの吹ふき上りも順調と確認した。ドウミーロックのフレイ・ランチャーは外されていたが、楯たてだけは、オーラバトラーらしい装備としてのこされているのだから、落ち着けなかった。

『騎き士しバーン・バニングスは、いらっしゃらないのか……？』

　チャム・ファウのことも気になったが、機体の周囲に立つ尋問官や整備兵、甲板要員に確かめる術すべはなかった。

　バーンは、すでに自艦にかえっているのであろう。

　すっきりと晴れた上空には、数機のドメーロとオーラバトラーが滞たい空くうしていて、それらは、ミハン機が離り艦かんしたと同時に、攻こう撃げきするつもりなのかもしれないのだ。

「……ミハン機、離り艦かんいたします」

　勇を決して無線によびかけると、目の前の任務にだけは忠実な監かん視し官かんの声がかえってきた。

「どうぞ！」

　ミハン機が離艦すると、左右から二機のオーラバトラーが機体をすりよせるように並進してきて、「真北にむかえっ」と命令してきた。

　ウィル・ウィプスの全体を見たいミハンの気配をよみとった左右のオーラバトラーは、機体が手にした楯たてで、ミハン機を叩たたくようにしてせきたてたのだ。

「カラカラまでは随ずい伴はんさせてもらう。貴公のためだ」

　ミハンの耳に、随伴機の無線が恩着せがましい言い方をしてきた。

「……配はい慮りよに感謝する……」

　そう答えながら、敵がそういってきたということは、戦局が膠こう着ちやくしている証明だとも思えた。

「……天地の精せい霊れいのみが知ることかもしれないが、なんとかなるか」

　予想を裏切られたような展開に、ミハンは無理してそう思おうとしたが、自由を奪うばわれたまま国境まで連行される惨みじめさには、頭こうべを垂れるしかなかった。

『そうだよ。ミハン、絶対、なにかあるよ』

　そのかん高い少女の声は、ミハンの頭のなかでガンとひびいたので、ミハンは、ゾッとして周囲を見回したが、なにもいなかった。

　正面の透とう明めいのハッチの下には、盆ぼん地ちの畑の列と赤茶けた山並みがはしるだけなのだ。

『しゃべっちゃ駄だ目めだ』

　おなじ声が、また頭にひびいて、チャム・ファウが、ミハンの足のあいだの床ゆかから見上げるようにしていた。

『騎き士しバーンがさ、整備兵たちの隙すきをみつけて、道具箱にもぐりこませてくれたの』

「そうなのか……!?」

『しゃべったら、無線で聞かれちゃうでしょ！』

　チャムの叱しつ責せきは、ミハンの頭のなかで、耳鳴りのようにひびいてくる。

　ミハンは、ジョクのコモン人との意思の伝え方を聞いていたから、直接相手の意志が頭にきこえてくる伝達方法を知らないではない。しかし、これほど明めい瞭りように、ミ・フェラリオの意思がつたわってくるとは思ってもいなかったので、ミハンは、左右のオーラバトラーのパイロットにも、チャムの声を聞かれたのではないかと慌あわてたのだ。

『いいたいことがあるんなら、ちゃんと言葉にして考えてよね』

　ミハンの頭のなかに語りかけるチャムは、革かわ鎧よろいの下に着る木も綿めんの上下に、ボロ布をマントのようにまとっていた。

『……バーンがいっていたよ。ミハンは囮おとりにされているんだって……』

『バーンが追ってくるのか？』

　ミハンはチャムに語りかける言葉を、頭のなかではっきりとならべてみた。

『ドレイクが飼っている女がいるんだって……それが、ザナドなんかを動かすらしいっていっていた』

『どう出てくるんだ？』

『そんなのバーンにもわかるもんか。バーンは、ウィル・ウィプスから出ていっちゃった』

　チャムは、ミハンが答えてくれたので安心したのだろう。ミハンの足のあいだから這はいでてきて、ニッと白い歯をみせると、シートの横の隙すき間まに移動していった。

『どうしたらいいんだ？』

　そう問いかけるミハンに、チャムは肩かたをすくめてみせながら、シートの下の道具箱を固定していたベルトをひきだして、その下にもぐりこんで身体からだを固定する。

『……なるようにしかならないんじゃない』

　そのチャムの意見は、ミ・フェラリオにしても知ち恵えがなさすぎるというか、子供じみて聞こえた。

『……そんなことじゃ、ふたりして死ぬぞ』

　ミハンはそう応じながらも、チャムのやることを見下して、ミ・フェラリオというものが、こんなにも自分のやることを知っているのかと思う。

『死ぬのは厭いやだよ。あたしはクスタンガに帰るんだ』

『……じゃ、どうすればいいんだ』

『そんなの考えてよ』

　ケロッとそう言うチャムの視線をさけるようにして、ミハンは正面のハッチに乗り出して、左右に随ずい伴はんするフル装備のオーラバトラーを観察しながら、こうして意思をつうじあえる相手がいるのは、いいことだと思った。

『……ジョクは、こいつといるから聖戦士をやっていられるのか』

『なにゴチャゴチャ考えているの。外がどうなっているかにだけ、神経を集中してよ』

　チャムの叱しつ責せきは、ミハンの脳のう味み噌そをかきまわすようにしたので、ミハンは、顎あごを鎖さ骨こつのあいだに埋うずめて、

『これからは干かん渉しようするな！　囮おとりの立場から、逃にげ出してみせるさ』

『そうだよ。ミハンならできる』

　ミハンがチャムを見下すと、チャムは羽根をからだに巻き込むようにして、床ゆかの上に横になっていた。疲つかれているらしい。

　ミハンは、敵対関係になっている整備兵が用意してくれた水すい筒とうを手にする気はなかった。警けい戒かいできることには、警戒するにこしたことはないのだ。

　しかし、いったんひとつの心配事をみつけると、つぎつぎと悪いことを思いついた。

　戦せん闘とう速度にしようとして、オーラ・エンジンの回転を一定以上にあげると、爆ばく発はつするような仕し掛かけがしてあるとか、どこかの関節を急激にまげると爆発するとか、だ。

「くそっ……」

　不ふ吉きつな想像は、ますます咽喉のどの渇かわきをおぼえさせたが、

『なんだ!?　なんかいったか!?』

　随ずい伴はんするオーラバトラーのパイロットの声が、ふりかかってくる。

「いや、自分がこんな立場にいることが情けないんだよ！」

　それにたいして、左右のオーラバトラーからは、応答はない。

　そのまま無言で、巡じゆん航こう速度をすこしこえる速度の飛行が二時間あまりつづき、カラカラの山さん塊かいが視界にはいると、随伴機から無線がはいった。

「これからは、ラウ制空圏けんにはいる。我々は帰き還かんする。つぎに会ったときは、騎き士しとして勝敗を決する。そのときは、もうお慈じ悲ひはないっ！」

「望むところです。今回の措そ置ちには感謝するが、つぎは、騎士の名めい誉よにかけて、いさぎよい騎士魂だましいの切せつ磋さ琢たく磨まを！」

　ともに騎士の風習にのっとった挨あい拶さつをかわすと、二機の随伴機は、あっけないほど簡単に回頭をしていき、ミハン機は一機放ほうり出される格好になった。

『……上空だからだと思うよ』

　いつの間にか、チャムが目を覚していた。

「そうだな」

「水、飲みたい……」

「ドレイク軍の用意した水だぞ」

「構わないよ。あたしが毒味してやる」

　ミハンはチャムの言葉に苦笑して、水すい筒とうの水をキャップに用意してやった。チャムは、キャップを抱かかえるようにして水を飲んで、

「まずいのは、軍ぐん艦かんの水だからね……ミハンもすこし飲みな。空中戦になったらもたないよ」

「フレイ・ランチャーもなくって、どうやって戦うんだ」

「それを考えるのがパイロットでしょ。そんなこっちゃ、あたしは外に出るよ」

　水筒を口にしたミハンは、チャムの言葉にあわてて、

「ちょっと待ってくれ。チャムがいてくれないと困るんだ」

「あたしは、小しよう銃じゆうだってつかえないミ・フェラリオだよ。いたってしようがないじゃないか」

「チャムは、いい相談相手になる。ジョクとコンビなら、対空監かん視しだってやっているんだろう。そういう仲間がいないと、考えだってまとまらないんだ」

　ミハンは、本気になっていた。チャムはベルトの下で、そのミハンを仰あおぎ見るようにして、

「……ミハン、好きよ」

「ありがと」

　ミハンとチャムのおだやかな時間はそこまでだった。ザァーッ！　雨がふる音よりすこし重い音が、ミハン機をつつんだのだ。







　25　ザナド見参







「……!!　動いちゃ駄だ目め！　下に落ちるんだよ！」

　前後左右に落下する閃せん光こうが明めい滅めつしてみえるなかで、チャムのかん高い怒ど声せいは、ミハンを混乱させた。

　それでも、本能的に加速をしようとしたミハンが、チャムの命令で減速にきりかえたので、機体が前のめりになって急速に縦回転をおこした。

　ミハンもチャムも、身体からだが前に放ほうり出されそうになりながらも、それぞれのベルトが身体をささえた。

「そうだ！　そのまま落下！」

　ベルトで胸を押おし潰つぶされながら、チャムは指示をくりかえす。ミハンは、機体の回転を殺しながらも、一直線に降下した。

「そう！　狙ねらわれちゃいないよ。こっちが逃にげるのを待っているんだ」

「そうらしいな……敵てき影えいがみえない……送り狼おおかみじゃないよな」

　ミハンは、上空を見上げても機体の回転はとめず、断片的な雲の量が多くなっているのを利用しようとした。

「トモヨかザナドだ。地面に這はって逃げるしかないけど、下にもいるよ」

　チャムは、ミハンが腹をたてるほどケロッと断定してきた。

「じゃ、どうすんだ」

「ジョクが来るかもしれない。よくわからないけど」

「感じないのかよっ？」

　ミハンは、カラカラ特有の幾いく筋にも切り込んだ渓けい谷こくのひとつに、頭から落下するようにしながらも、ハッチ面がたえず上空にむくようにする。

「それほど便利じゃない」

「でもよ、チャムはなんか、こう、力がついているんじゃないのか!?　だから、こうして会えたんじゃないか……六機だ!?」

「ちがう！　八機だ」

　ミハンが見とめた敵影を、チャムが即そく座ざに否定する。正面ハッチの光景を空から褐かつ色しよくの地に色にかえていく。

「左にオーラバトラーがいる。右に流れてっ！」

「どうしてそんなに見えるんだ!?　チビのチャムは、俺おれたちより視力はないはずだ」

「そういうの偏へん見けん！」

「だったら、ジョクなりなんなり、味方を呼べよっ！」

「無線つかっていいよ」

「そうか!?」

　その間に、ミハン機は、渓けい谷こくのディテールをはっきりと見分けられる高度にすべりこんで、ミハンは、無線機のダイアルを、ラウの艦かん隊たいの制式周波数にあわせる。

「来るよ！」

　チャムの声に、機体をスピンさせながら、上空と渓谷にひそんで追つい尾びしてくるオーラバトラー部隊を視界にいれようとすれば、わずかにカーブをしたフレイ・ボンムが、左右上下に走ってきた。牽けん制せいなのだろうが、距きよ離りをつめてきたと感じる。

「こちらミハン機、チャムもいっしょだ。救きゆう援えん、頼たのむ！」

　ミハンの第一声は、ひっくりかえるような悲鳴にかわった。その声に、チャムはギョッとして、ミハンの操縦桿かんをあつかう腕うでを見上げる。

「ミハン!!」

「わかっている！　こちらミハン機、救援頼む！　敵オーラバトラー部隊に追尾されている」

　その間にも、機体は降下姿勢にはいったが、ハッチ面は上空にむいていない。

「駄だ目めだ！　ミハン！　上、上っ！」

　チャムは、ベルトの下から這はいでると、パッと飛んで、ミハンの肩かたにとりついた。慣性運動がかかっているせまいコックピットで飛ぶのは、想像する以上に危険なのだ。

「ミハン、まだ大だい丈じよう夫ぶだよ。しっかり見てっ！」

　ミハンの肩口にかじりついたチャムは、蒼そう白はくなミハンの頰ほおに脂あぶら汗あせが吹ふき出しているので、ゾッとした。

　ミハンは、救援をもとめられる距離にはいったという安心感と、救いをもとめる声を発した瞬しゆん間かんに、敵てき陣じんにいるあいだ張りつめていたものが切れたらしい。

「当てるつもりがない敵のフレイ・ボンムに、飛びこんじゃいけない！　避さけたら危ないんだ」

　チャムの講こう釈しやくがおわらないうちに、バウッ！　と、ゆがみをみせたフレイ・ボンムが眼前に落下する。

「うわっ！」

「よけるなっ！」

「こちらミハン機、ミハン機だっ！」

　この無線をミィゼナーは受信したのだが、恐きよう慌こう状態におちいったミハンを叱しかりつけるチャムは、これで駄目になると思う。

「モアイっ、ジャコバのおばあちゃんっ！　なんとかしてちょうだいよっ！」

　チャムは、自分のその声をきいて驚おどろいていた。なんというものにすがろうとしているのか、もし、そんな界のちがうおばあちゃんたちが、自分のことを助けてくれようとしているのなら、とっくの昔に助け出してくれているはずなのだ。それなのに、そう口にしていた自分はおかしい、と気づいたのだ。

「よほど意い気く地じなしなのか？　あのドウミーロックのパイロットは？」

　ザナド・ボジョンの後見人のような立場にたつ騎き士しレッグス・グロは、ザナドの三機編隊の後方から、自分の戦せん闘とう小隊をひきいていた。数度の威おどしのフレイ・ボンムの攻こう撃げきをかけながら、ミハン機との距きよ離りをつめていっても、レッグスは、高々度から降りることはしない。

　それは、ザナドの戦闘小隊もそうであった。

　にもかかわらず、ウィル・ウィプスを出て、随ずい伴はん機とわかれたミハン機の回かい避ひ運動と、味方の艦かん隊たいによびかける無線から判断しても、ふたりの姫ひめを送り届けてくれたパイロットにしては、回避運動は形になっていない、と見えた。

「雲がおおくなった……」

　レッグス・グロは、左右の僚りよう機きに現在位置を維い持じするように自機の腕うでの動きで命令すると、ザナド機のガベットゲンガーに後方から接せつ触しよくするのは、ミハン機の無線をうけて、ラウの艦隊、ことに聖戦士が出てくるにしても、もう少し時間がかかることは明白だからだ。

「ザナド！　どう思う」

　無線をつかうことはできない状じよう況きようなので、機体同士、アンテナ線を内蔵してある指とか楯たてとかを接触して交信をする。

「ターゲットのオーラバトラーは、低空にはいってからあわてすぎているようだ。下にも別のオーラバトラー隊がいるんじゃないですかい？」

「アイリン・ツーかい？」

　ザナドは、レッグスを上官とも思わないような口調をした。

「いや、あの人は出ないといってました」

「どういうんだ？　これは、ザナドがドレイクから直接に命令された作戦じゃなかったのか？　そのアイリンとかいう女は、なんなんだよ？」

「ドレイク王の前で、俺おれに命令した女です。そういうの、文句なんかいいようないでしょうが!?」

　ザナドのその説明は、ドレイクがザナドを呼び出して、この作戦をアイリンから言い渡わたされたときのことを、半分も説明していない。

　ドレイクは、ザナドに、アイリンはドレイクの生れ故郷であるマラーケシュでみつけた女で、善きフェラリオ的な気性をもつ女だと紹しよう介かいしてくれた。コモン人びとのあいだで、そのように説明される女は、愛あい妾しようであっても、さらに特別な関係があるという意味があったのだが、ザナドのような山だしの男には、そんな説明では納なつ得とくがいかない。

　ドレイクは、それを察して、

『ガルガンチュアのパイロットをやらせていると知れば、どのような女かわかろう？』

　と、説明してくれた。

　ガルガンチュアという機体は、バーンのディーモッシュと同型機ながらも、その風ふう貌ぼうは、天と地を永遠に肩かたに背負うことを宿命にされたガルガンチーという妖よう魔まを模したものである。

　消えることがない苦く衷ちゆうと怒いかりをあらわしながらも、その運命を甘かん受じゆして、逃にげることをあきらめた妖よう魔まの名前は、コモン人に苦い同情をかきたてて、生来の狂きよう暴ぼうさを想像させるものとして、普ふ遍へん的な敬愛の対象になっていた。

　その名を冠かんした機体のパイロットは、どこの部隊に所属する者であるのか不明でありながらも、その強力な機動力を目もく撃げきした者たちによって、尋じん常じようでないとされていた。

　第二の機械の館やかたちかくの基地で、ガルガンチュアの慣熟飛行がはじまってしばらくしてから、そのパイロットが小こ柄がらで無名、男女不明だと前線にもつたわってきた。しかし、ザナドには、見たこともない機体などには興味はなかった。

　が、

『わたしが、ガロウ・ランかもしれないという騎き士しザナド・ボジョンの想像は、あたっていましょうな？』

　アイリン・ツーはそう口をきって、ザナドを驚おどろかせ、

『ミハン・カームをラウの前線に離はなします。そうすれば、聖戦士が出で迎むかえにくるでしょう。貴公は、聖戦士と接戦をしています。ここでそれを落す。それが任務です』

『それほどの任務なら、騎士バーン・バニングスにお任せになるのが筋だと考えます』

　アイリン・ツーの気き迫はくに抵てい抗こうしたい衝しよう動どうが、ザナドにそう言わせた。

『騎士バーンには、別の任務がある。ドレイク・ルフト王にあらせられては、貴公の胆たん力りよくを買ってのことである。心にもない言辞は、無礼である』

『ハーッ！』

　すべてを見み透とおすアイリン・ツーの言葉に、ザナドは、生来の無ぶ頼らい漢かんの気性を萎なえさせて、頭こうべを垂れたとき、その床ゆかを見るザナドの視線のなかに、可愛かわいい足がながれこんだ。

『顔をあげよ』

　ザナドの視界のなかのアイリン・ツーのあどけない厚みのある唇くちびるがながれて、ザナドの額に口づけをした。ザナドの敗北の瞬しゆん間かんである。

　アイリン・ツーの胸元が、ザナドの視界からきえると、そのむこうにドレイクの全身が、精気を放つものとしてそびえ立っていて、その威い圧あつのなかで、アイリン・ツーが泳いでいる、と見えた。

『首しゆ尾び良よく聖戦士をたおせれば、アイリンの股また座ぐらをのぞくもよしとする』

　そのあとのドレイクの笑いが自じ嘲ちようでないのは、ザナドにもわかった。が、そのような展開は、レッグス・グロに語ることはできるものではない。




　ムラソバの大たい砲ほう中隊が守る〝望ぼう楼ろうの布ふ団とん〟と、おたがいの奮戦を激げき励れいしあう手旗信号をやりとりをしたミィゼナーは、その特異な岩柱をかすめて南下をつづけて、アの国の艦かん隊たいとラウの国の艦隊が牽けん制せいしあい、こぜりあいをつづけているテリトリーの最後の一線をこえた。

　ミィゼナーは、気球でアンテナ線を高く広く展開することで、渓けい谷こくに身をしずめて南下する僚りよう艦かん同士と最後の位置確認をし、オーラバトラーの発進を告げた。

「ハンラウゴとグッタムには、こちらの予定を了りよう解かい。オーラバトラー部隊を待機させてくれました」

　メトー・ライランが、ニー・ギブンに交信内容をしるした電文をわたすと、ニーは、つぎの運動を操そう舵だ輪をにぎるキーン・キッスに指示して、オーラバトラー・デッキにおりていった。

　伝声管で発進を命令するだけで気がすまないのは、ミハン機の誘さそいが、アの国によって仕組まれたものであるという手て応ごたえを感じているからだ。

　マーベル・フローズンとは、最後の接せつ吻ぷんになるかもしれない。

　そんな焦しよう燥そうが、ニーを、オープン・デッキに行かせたのである。

「……最後のミハン機の発進位置は、ここだ」

　ニーは、ジョクをはじめとする五人のパイロットの地図にその位置を記入させると、直接、発進指揮をだした。

　五機のオーラバトラーは、規定通りの発進挙動をして、南下する針路からやや東の方位の空に消えていった。それは、マーベルの舌がからみついた接吻の味が、ニーの唇くちびるから消えていくのとおなじくらい早いものだった。

「生きていてくれよ……」

　ニーは、ひとりブリッジに上りながら、マーベルとセックスをしなくなって、とんでもない時間がたっていると思い返していた。

　それは、切ないことだった。
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